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基本事項

この章では、FastReport におけるレポートの基本的な作業について説明します。また、レポート ページ、バンド、およびレポート オブジェクト

などのレポート要素についても詳しく説明しています。

レポート

レポートの作成プロセスは次のように表すことができます。

レポート テンプレート（以下「レポート」と言います） - これはデザイナーに表示されるレポートです。.FRX という拡張子を付けたファイルに保

存されます。このレポートはデザイナーまたはプログラムを利用して作成することができます。

データ - これはプログラムで定義されたデータ、または MS SQL などの DBMS のデータを含め、あらゆるデータに対応しています。

FastReport ではビジネスロジック オブジェクト（以下「ビジネス オブジェクト」と言います）を使って作業することもできます。

実行レポート - これはプレビュー ウィンドウに表示されるレポートです。実行レポートはプレビュー、印刷、サポートされる形式（.doc、.xls、.

pdf など）で保存、または電子メールで送信することができます。

レポート デザイナー

レポート テンプレートを作成するには、レポート デザイナーを使用します。レポート デザイナーを使用すれば、ユーザーは簡単な操作でレポ

ート設計し、さらにそのレポートをプレビューすることができます。 

レポート デザイナーは FastReport に含まれる機能であり、開発環境（MS Visual Studio など）には依存しません。ソフトウェア開発者
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は、作成したアプリケーションにこのレポート デザイナーをインクルードすることができます。これにより、エンドユーザーが既存のレポートを変更

したり、新しいレポートを作成したりすることができます。

レポート オプション

レポート オプションに関するウィンドウは、［レポート］メニューの［オプション］を選択して呼び出すことができます。いくつかのタブを持つダイアログ

ウィンドウが表示されます。
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［全般］タブでは、以下のレポート パラメーターを制御できます。

［ダブルパス］パラメーターは 2 回のレポート パスを可能にします。これは、総ページ数に関するシステム変数を使用する際に必要です。 

［レポート ファイルを圧縮する］パラメーターを使用すると、圧縮形式でレポートを保存することができます。圧縮には zip アルゴリズムが使

用されるので、そのアーカイブを使って元の内容を簡単に抽出することができます。

［ファイル キャッシュを使用する］パラメーターを使用すると、レポートの作成時にメモリを節約することができます。レポートに大量のページ

が含まれる場合はこのパラメーターを使用します。

［ヌル値を変換する］パラメーターを使用すると、ヌル値データ列を既定値へ変換することができます（既定値は列のデータ型に応じて 0、

空文字列、False のいずれか）。

［テキストの品質］パラメーターでは、レポートに表示されるテキストのモードを選択できます。このモードはレポートの印刷には影響しませ

ん。

［グラフィックを滑らかにする］パラメーターを使用すると、グラフィック オブジェクト（線、罫線、図）を描画する場合にスムーズ モードを有効に

することができます。

［説明］タブでは、レポートに関する説明を入力することができます。これらのパラメーターの指定は必須ではありませんが、レポート情報として

役立ちます。
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［スクリプト］タブでは、レポートのスクリプト言語を選択できます。スクリプトを使った作業の詳細については、スクリプトの章を参照してください。

［セキュリティ］タブでは、レポートを開くときに要求するパスワードを指定できます。パスワードを持つレポートはエンコードされた形式で保存さ

れるので、パスワードを忘れないようにしてください。パスワードを忘れるとレポートの復元は実質的に不可能です。

［継承］タブでは、レポートの継承を制御できます。この機能については、後程説明します。
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レポート ページ

レポート テンプレートは（主に）1 つまたは複数のレポート ページで構成されます。レポート ページには複数のバンドが含まれます。テキスト、

図などのレポート オブジェクトはバンド上に配置されます。

レポート テンプレートは複数のページで構成することができます。たとえば、タイトル ページとデータ ページを含む 1 つのテンプレートを作成で

きます。そのようなレポートを作成する場合、最初のページが最初に出力され、次に 2 番目のページが出力されます。テンプレートの各ペー

ジがそれぞれ 1 ページまたは複数ページの実行レポートを生成できます。生成されるページ数はレポートに含めるデータに応じて異なりま

す。

レポート ページはサブレポートの作業時にも使用されます。ほかのレポート ジェネレーターとは異なり、FastReport のサブレポートは別のファ

イルではなく、別のテンプレート ページに保存されます。

テンプレートには、レポート ページ以外に 1 つまたは複数のダイアログ フォームを含めることもできます。ダイアログ フォームを使用すると、レポ
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ートを作成する前にいくつかのパラメーターを照会することができます。ダイアログ フォームを使った作業については、ダイアログ フォームの章

（該当セクション）を参照してください。

ページの管理

新規作成したレポートには、いくつかのバンドを含む 1 ページが既に存在します。新しいページを追加するには、  ボタンをクリックします。

または、  ボタンをクリックし、［新しい項目の追加］ウィンドウで［新しいレポート ページ］を選択してページを追加することもできます。

ダイアログ フォームもレポートに追加できます。これには  ボタンを使用します。

テンプレート ページはタブとしてデザイナーに表示されます。

1 番目（左端）のタブはレポート コードです。このタブは移動も削除もできません。

目的のページを表示するには、そのタブをクリックします。ページの順序は、マウスを使って変更することができます。移動対象のタブ上でマウ

スの左ボタンを押し、そのまま移動先の位置までマウスを移動させます。
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ページを削除するには、  ボタンをクリックします。レポートが 1 ページのみの構成であった場合、このボタンはアクティブになりません。

ページ設定

レポート ページごとに、用紙サイズ、印刷の向き（縦または横）、余白、段組み、給紙方法などの設定を個別に持つことができます。レポー

ト テンプレートには、印刷の向きや用紙サイズが異なる複数のページを含めることができます。ページ設定のウィンドウは  ボタンをクリッ

クするか、［ファイル］メニューの［ページ設定］を選択して呼び出すことができます。

［用紙］タブでは、用紙サイズと印刷の向きを設定できます。用紙のサイズは、ドロップダウン リストのサイズの一覧から選択できます。この一

覧には、現在使用中のプリンターでサポートされているすべての用紙サイズが含まれます。

現在使用中のプリンターは［ファイル］メニューの［プリンターの設定］を選択して設定できます。

［余白］タブでは、ページの余白を設定できます。［見開きページにする］オプションは小冊子を出力するときに利用できます。
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［給紙方法］タブでは、用紙の給紙方法を選択できます。給紙方法は、実行レポートの先頭ページとその他のページで個別に指定できま

す。

給紙方法は［印刷］ダイアログでも選択できます。

［段組み］タブでは、複数列のレポート向けに列パラメーターを設定することができます。このためには、段数を指定し、（任意で）段の幅と各

段の位置を調整します。
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［その他］タブでは、いくつかの有用なページ オプションを設定できます。プリンターが両面印刷に対応している場合には、両面印刷モードを

指定することができます。ウォーターマークも設定できます。これは実行したレポート ページ上に出力されます。

［設計時の幅を広くする］チェックボックスを使用すると、デザイン モードでページ幅を広くすることができます。このオプションは、表または行列

のようなオブジェクトを扱う場合に役立つ可能性があります。

両面印刷は［印刷］ダイアログでも選択することができます。
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バンド

バンドとは、レポート ページ上に直接配置されているオブジェクトで、その他のオブジェクト（テキスト、図など）用のコンテナでもあります。

FastReport には全部で 13 種類のバンドがあります。バンドはその種類に応じてレポート内の特定の場所に出力されます。

バンド 出力方法 

レポート タイトル

レポートの冒頭に 1 回だけ出力されます。TitleBeforeHeader ページ プロパティを使用すると、

出力の順序（ページ ヘッダー バンドの前または後）を選択することができます。このプロパティの変

更は、［プロパティ］ウィンドウで行うことができます。このプロパティの既定値は True で、レポート

タイトルはページ ヘッダーの前に出力されます。

レポートの概要
レポートの最後で、最終データ行の後、かつページ フッター バンドの前に 1 回だけ出力されま

す。

ページ ヘッダー レポートの各ページの最上部に出力されます。 

ページ フッター レポートの各ページの最下部に出力されます。

列ヘッダー

このバンドは、複数列のレポート（［ページ設定］の［段組み］で指定されている段数が 2 以上の

場合）を出力する場合に使用します。ページ ヘッダー バンドの後で、各列の上部に出力されま

す。

列フッター ページ フッター バンドの前で、各列の下部に出力されます。

データ
このバンドは、データ ソースに接続され、そのデータ ソースに存在するデータ行がすべて出力され

ます。

データ ヘッダー このバンドは、データ バンドに接続され、データの先頭行の前に出力されます。

データ フッター このバンドは、データ バンドに接続され、データの最終行の後に出力されます。

グループ ヘッダー グループ条件の値が変わったときに、各グループの先頭に出力されます。

グループ フッター 各グループの最後に出力されます。

子
このバンドは、どのバンドにも接続することができます。別の子バンドにも接続可能です。親となる

バンドの直下に出力されます。

オーバーレイ 各レポート ページ上で背景として出力されます。  

デザイナー内のバンド

デザイナーで、バンドは四角形の領域として現れます。バンドには、多くのレポート オブジェクトと同様に罫線や塗りつぶしの設定があります

（既定では、どちらも設定されていません）。また、バンドにはグリッドが表示されます。グリッド モードを設定するには、［表示 ］メニューの［オプ

ション］を選択し、［オプション］ダイアログで［レポート ページ］を選択します。グリッドの表示/非表示の切り替えは、［表示］メニュー（［グリッ
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ド］）で直接行うこともできます。

バンドの高さは以下の 3 つの方法で設定できます。

マウス ポインターをバンドの下端に置きます。カーソルの形状が上下分割に変わればバンドの高さを変更できます。

左側のルーラー上でバンド ハンドルをドラッグします。

［プロパティ］ウィンドウで、バンドの Height プロパティを設定します。

デザイナーには、バンドの表示に 2 つのモードがあります。モード間の切り替えはいつでも行えます。一方の表示モードでは、各バンドにヘッ

ダーがあり、そのヘッダーにはバンドのタイトルやそのバンドに関する有用な情報（接続されるデータ ソースの名前など）が含まれます。

もう一方の表示モードでは、バンドにヘッダーがありません。その代わり、各バンドの左側にバンドの構造が表示されます。特にそのレポートを

自分で作成していない場合には、この表示モードにすることでレポートの構造がわかりやすくなります。

これらの表示モードは  ボタンで切り替えることができます。
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バンドの構成

バンドは、［バンドの構成］ウィンドウで構成することができます。このウィンドウは、［レポート］メニューから［バンドの構成］を選択するか、また

はバンド構成ツリー上（バンドの左側上部）にある［バンドの構成］をクリックして呼び出すことができます。

このウィンドウではレポートのバンドについて、追加、削除または出力順序の変更が行えます。バンドを追加するには、［追加］ボタンをクリック

するか、バンド構造ツリー上を右クリックします。コンテキスト メニューには次のようにバンドの一覧が表示されます。追加できないバンドは淡

色表示され選択できません。
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追加操作はバンド構造ツリー内で選択したバンドに応じて異なります。たとえば、データ用のヘッダー バンドおよびフッター バンドは、事前に

データ バンドが選択されていた場合にのみ追加することができます。

いくつかのバンドについては別の方法で構成することもできます。これは［レポート］メニューから行います。

バンドを削除するには、そのバンドを選択して Delete キーを押します。

バンドを構成する場合、FastReport では不正なレポート テンプレートを作成するような操作を許可しません。たとえば、グループに接続さ

れているデータ バンドは削除できません。このデータ バンドを削除するには、先にグループを削除しておく必要があります。このほか、データ バ

ンドを削除すると、そのヘッダーとフッターは自動的に削除されます。また、ページ上にバンドが 1 つしかない場合は、そのバンドを削除するこ

とはできません。
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バンドの出力

ページ上には複数のバンドが置かれます。FastReport はどのようにして実行レポートを構成するのでしょうか？次の例を見てみましょう。

最初にレポート タイトル バンドが出力されます。その下にページ ヘッダー バンドが出力されます。さらにその下にはデータ バンドが出力されま

す。このバンドに接続されているデータ ソースに存在するデータ行がすべて出力されます。データ バンドの行がすべて出力された後に、レポー

トの概要バンドが出力され、ページの最後にはページ フッター バンドが出力されます。これでレポートの出力は終了です。実行されたレポー

トは次のように表示されます。

出力の過程で、FastReport は実行レポートの現在のページ内にバンドを出力できる十分なスペースがあるかどうかをチェックします。十分

なスペースがない場合は、以下のことが発生します。

ページ フッターが出力される

新しいページが追加される

ページ ヘッダーが出力される

前ページに収まらなかったバンドの出力を続行する
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バンドのプロパティ

各バンドには出力処理に影響する有用なプロパティがあります。このプロパティはバンドのコンテキスト メニューから設定できます。これを行うに

は、バンド上でオブジェクト以外の空白領域を右クリックします。このコンテキスト メニューは、バンド ヘッダー上（クラシック表示モード使用時）

を右クリック、あるいはバンド構造上（既定の非クラシック表示モード使用時）を右クリックした場合にも表示されます。別の方法 - バンドを選

択し、［プロパティ］ウィンドウで対応するプロパティを変更します。

プロパティ 説明

CanGrow（拡張可能）、CanShrink（縮小可

能）

これらのプロパティは、バンドに含まれるオブジェクトのサイズに応じてそのバンドを拡大

または縮小させるかどうかを決定します。両方のプロパティを無効（False）にすると、

バンドは常にデザイナーで指定されたサイズを維持します。この詳細については、「レ

ポートの作成」の章の CanGrow、CanShrink プロパティを参照してください。

CanBreak（分断可能） このプロパティを有効（True）にすると、FastReport は出力可能なスペース上にバン

ドの内容の一部を出力します。つまり、バンドをブレークします。この詳細については、

「レポートの作成」の章のデータのブレークおよび同一ページに出力を参照してくださ

い。

StartNewPage（新しいページを開始） このプロパティを有効（True）にすると、そのバンドは新しいページで出力を開始しま

す。通常、このプロパティはグループを出力する際に使用されます。つまり、各グループ

は新しいページに出力されます。

PrintOnBottom（下部に出力） このプロパティを有効（True）にすると、そのバンドはページの下部でページ フッターの

前に出力されます。これは、ページの下部に合計を出力させるような特定のドキュメン

トを出力するときに有用です。

RepeatOnEveryPage（ページごとに繰り返

す）

このプロパティは、データ ヘッダー、データ フッター、グループ ヘッダーおよびグループ フッ

ター バンドにあります。データの出力時、このタイプのバンドは新しいページ（改ペー

ジ）ごとに出力されます。この詳細については、「レポートの作成」の章のデータのヘッダ

ーおよびフッターを参照してください。
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レポート オブジェクト

レポートではさまざまなオブジェクトが使用できます。

アイコン 名前 説明

テキスト 

 TextObject 
1 行または複数行のテキストを表示します。

図 

 PictureObject 
図を表示します。

線 

 LineObject 
線を表示します。縦線、横線または対角線が表示できます。

図形 

 ShapeObject 
四角形、楕円、三角形など幾何学的図形を表示します。

リッチ テキスト 

 RichObject 
書式付き（RTF 形式）のテキストを表示します。

バーコード 

 BarcodeObject 
バーコードを表示します。

チェック ボックス 

 CheckBoxObject 

"有効" または "無効" の 2 つの状態を持つチェックボックスを表示し

ます。

表 

 TableObject 
行、列およびセルを含む表を表示します。

行列 

 MatrixObject 
行列（「クロス集計」としても知られる）を表示します。

グラフ

 MSChartObject 
グラフを表示します。

郵便番号

 ZipCodeObject 
郵便番号を表示します。

セル形式テキスト

 CellularTextObject 
テキストの各文字を個々のセルに表示します。

オブジェクトを使用すれば、情報（テキスト オブジェクト）を表示したり、レポートの体裁（図、線および図形オブジェクト）を向上させることがで

きます。表や行列などの複雑なオブジェクトの場合、そのオブジェクト内にほかのシンプルなオブジェクトを含めることができます。
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オブジェクトの共通プロパティ

すべてのレポート オブジェクトは 1 つの基本クラス（ReportComponentBase）から継承され、特定の共通プロパティ セットを持ちます。各

オブジェクトについて説明する前に、これらの共通プロパティについて説明します。

プロパティの値は ［プロパティ］ウィンドウを使用して変更することができます。プロパティによっては、オブジェクトのコンテキスト メニューやツール

バーから変更できるものもあります（罫線や塗りつぶしなど）。

プロパティ 説明

Left Top Width Height 原則として、レポート オブジェクトは四角形です。オブジェクトは座標（Left、Top プロパ

ティ）とサイズ（Width、Height プロパティ）を持ちます。

Anchor オブジェクトが置かれているコンテナが拡張または縮小されるときに、オブジェクトの位置やサ

イズを変更する方法を決定します。Anchor プロパティを使用することで、コンテナに同調し

てオブジェクトを拡張または移動させることができます。このプロパティの詳細については、「動

的なレイアウト」セクションの Anchor プロパティをお読みください。

Dock コンテナ内でオブジェクトがドッキングされる側面を決定します。このプロパティの詳細につい

ては、「動的なレイアウト」セクションの Dock プロパティをお読みください。

Border Fill オブジェクトの罫線と塗りつぶしを制御します。これらの設定は［罫線と塗りつぶし］ツールバ

ーを使用して変更できます。

CanGrow  CanShrink オブジェクト内にテキスト全体が収まるように、そのオブジェクトの高さを調整します。このプロ

パティの詳細については、「動的なレイアウト」セクションの CanGrow、CanShrink プロパ

ティをお読みください。

ShiftMode このプロパティを有効にしたオブジェクトは、拡張または縮小できる場合には上または下へ移

動します。このプロパティの詳細については、「動的なレイアウト」セクションの ShiftMode プ

ロパティをお読みください。

GrowToBottom このプロパティを有効（True）にしたオブジェクトは、バンドの下端まで引き伸ばされます。こ

のプロパティの詳細については、「動的なレイアウト」セクションの GrowToBottom プロパ

ティをお読みください。

CanBreak このプロパティはテキスト オブジェクトおよびリッチ テキスト オブジェクトにあります。オブジェクト

のコンテンツを分割するかどうかを決定します。

PrintOn オブジェクトを出力するページを決定します。このプロパティの詳細については、「小冊子タイ

プのレポート」セクションの奇数/偶数ページ上の印刷をお読みください。

Cursor オブジェクト上にマウス カーソルを置いたときに表示されるカーソルの種類を決定します。こ

れはプレビュー ウィンドウでのみ動作します。

Visible オブジェクトをレポートに表示するかどうかを決定します。オブジェクトを非表示にすると、その
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オブジェクトはプレビュー ウィンドウに表示されず、プリンター印刷時にも出力されません。

Printable プリンター印刷時にそのオブジェクトを出力するかどうかを決定します。このプロパティを無効

にした場合、そのオブジェクトはプレビュー ウィンドウには表示されますが、印刷時には出力

されません。

Hyperlink レポート オブジェクトを対話型にすることができます。このプロパティの詳細については、対話

型レポートをお読みください。

Bookmark このプロパティは Hyperlink プロパティと共に使用します。このプロパティには式を含めること

ができます。式はレポートに対する作業時に計算され、その値はブックマーク名として使用さ

れます。

Restrictions オブジェクトの移動、サイズ変更、削除などの特定の操作を制限します。

Style このプロパティにスタイル名を割り当てることができます。スタイル名を割り当てると、オブジェ

クトにはそのスタイルで表示されるようになります。スタイルのパラメーターを変更すると、オブ

ジェクトの外観も変わります。

テキスト オブジェクト

テキスト オブジェクトは、使用頻度の高い主要なオブジェクトです。これは次のように表示されます。 

このオブジェクトはあらゆるテキスト データを表示できます。具体的には以下のようなテキストが挙げられます。

1 行または複数行のテキスト

データ列

レポート パラメーター

集計値

式

上記の項目の組み合わせ
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テキストの編集

オブジェクトのテキストを編集するには、そのオブジェクトをダブルクリックします。次のようなテキスト エディターが表示されます。

エディターの右側にはデータ ツリーがあり、要素をテキストへ追加することができます。要素を追加するには、マウスを使用してその要素を目

的の位置にドラッグします。要素をテキストへ追加する別の方法：要素をダブルクリックすると、その要素はカーソルの現在の位置に追加され

ます。

変更を保存してエディターを閉じる場合は、［OK］ボタンをクリックするか、Ctrl+Enter キーを押します。

別のテキスト編集方法 - インプレース（直接）編集。これを行うには、テキスト オブジェクトを選択して Enter キーを押します。編集を終了す

るには、オブジェクト領域外の任意の場所をクリックするか、Ctrl+Enter キーを押します。Esc キーを押すと変更が取り消されます。

オブジェクトを直接編集する場合、そのサイズはマウスを使用して変更することができます。

式の表示

テキスト オブジェクトにはプレーン テキストと式を混在させることができます。たとえば、次のように指定します。

今日は [Date] です。

このようなオブジェクトを出力する場合、テキストに含まれる式はすべて計算されます。結果は次のようになります。
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今日は 2010/09/12 です。

ご覧のとおり、式は角かっこによって識別されます。このかっこは、Brackets プロパティで設定されます。このプロパティには既定で [,] という文

字列が含まれます。必要であれば、 <,> や <!,!> など別の記号セットを使用することもできます。たとえば最後に挙げた記号セット <!,!> を

使用した場合、テキスト内の式は次のようになります。

今日は <!Date!> です。

これとは別に、すべての式を無効にすることもできます。これを行うには、AllowExpressions プロパティに False を設定します。この場合、

テキストは記述されたとおりに表示されます。

角かっこ内では、有効な式がすべて使用できます。式の詳細については、式の章をお読みください。たとえば、次のようなテキストを持つオブ

ジェクトがあるとします。

2 * 2 = [2 * 2]

これは次のように出力されます。

2 * 2 = 4

よくある間違いとして、角かっこの外側に式が記述されることがあります。角かっこ内に置かれているものだけが式と判断され実行されることを

覚えておいてください。たとえば、次のように指定します。

2 * 2 = [2] * [2]

このテキストは次のように出力されます。

2 * 2 = 2 * 2

式内には自身に角かっこを必要とする要素があります。たとえば、システム変数を参照することもあります（詳細については、「式」の章のデー

タ要素の参照を参照してください）。次の例を見てみましょう。

次のページ：[[Page] + 1]

このテキストには [Page] + 1 という式が含まれます。この Page は、現在のレポート ページ番号を返すシステム変数です。この変数自身が

かっこで囲まれています。これらのかっこはテキスト オブジェクトの設定にかかわらず、角かっこでなければなりません。

厳密に言えば、上で挙げた例の Date システム変数を使用する場合は、次のように一対の角かっこを使用することになっています。

今日は [[Date]] です。

しかし、FastReport では式内に存在するメンバーが 1 つのみの場合は、不要なかっこのペアを除外することができます。
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データ列の表示

以下の方法でデータ列を出力することができます。

[データソース名.列名]

ここでは、ご覧のように角かっこを使用します。データソース名とデータ列名はピリオドで区切ります。たとえば、次のように指定します。

[Employees.FirstName]

データ列の使用の詳細については、「式」の章のデータ ソースの参照をお読みください。

テキスト オブジェクトへデータ列を挿入する方法はいくつかあります。

1.テキスト オブジェクトのエディターで、データ列の名前を手動で入力します。これは入力ミスが起こりやすいので最も不便な方法です。

2.テキスト オブジェクトのエディターで、必要なデータ列を選択し、テキスト フィールドへドラッグ アンド ドロップします。

3.テキスト オブジェクトの右上隅にある小さなボタンをクリックし、一覧からデータ列を選択します。
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4.［データ］ウィンドウからデータ列をレポート ページへドラッグ アンド ドロップします。この場合、列へのリンクを含むテキスト オブジェクトが作成

されます。

HTML タグ

テキスト オブジェクトでは、いくつかのシンプルな HTML タグを使用することができます。既定では、HTML タグは使用不可です。このタグを使

用できるようにするには、［プロパティ］ウィンドウで HtmlTags プロパティを True に設定します。サポートされるタグの一覧を次に示します。

タグ 説明

<b>...</b> 太字

<i>...</i> 斜体

<u>...</u> 下線

<strike>...</strike> 取り消し線

<sub>...</sub> 下付き

<sup>...</sup> 上付き

<font color=...>...</font> フォントの色。フォントの色は、色の名前（DarkGray など）、または RGB 形式の 16 進コード（

#FF8030 など）で指定できます。

これらのタグの使用方法を次の具体例で示します。

text <b>bold text</b> <i>text in italic</i> <b><i>bold and in italic</b></i>

E = mc<sup>2</sup>

A<sub>1</sub> = B<sup>2</sup>

this is regular text, <font color=red>and this is a red one</font>

this is regular text, <font color=#FF8030>and this is an orange one</font>

このテキストは、次のように表示されます。
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オブジェクトのプロパティ

プロパティ 説明

AllowExpressions 式による処理を有効または無効にすることができます。既定では有効（True）です。

Angle テキストの回転を角度で示します。 

AutoShrink フォント サイズまたはフォント幅をテキストに合わせて自動的に縮小させることができます。

AutoShrinkMinSize AutoShrink プロパティを使用した場合には、フォント サイズまたはフォント幅の最小値を設定します。

AutoWidth オブジェクトの幅を自動的に計算します。

Brackets 式の識別に使用する一対の記号が含まれます。

BreakTo あるテキスト オブジェクトから別のテキスト オブジェクトへのテキスト フローを有効にします。たとえば、A お

よび B というテキスト オブジェクトがあるとします。A オブジェクトには、そのサイズ範囲内に収まらない長

いテキストが含まれています。A.BreakTo プロパティに B に設定すると、B オブジェクトには A オブジェク

トに収まらなかったテキスト部分が表示されるようになります。

Clip オブジェクトのサイズ範囲内に収まらないテキストを切り抜く（クリッピングする）かどうかを決定します。既

定では有効（True）です。

Duplicates 重複する値の出力方法を決定します。このプロパティの詳細については、「書式設定」セクションの重

複する値を非表示にするをお読みください。

FirstTabOffset 最初のタブ ストップのオフセットをピクセル単位で設定します。

FontWidthRatio フォントの幅を広くまたは狭くします。既定では、このプロパティには 1 が設定されます。フォントの幅を広

くするには 1 より大きい値を設定します。フォントの幅を狭くするには、0 から 1 までの範囲の値を設定

します。

HideValue これは文字列型のプロパティです。このプロパティの値と同じ値を非表示にすることができます。このプロ

パティの詳細については、「書式設定」セクションのゼロの値を非表示にするをお読みください。

HideZeros ゼロの値を非表示にすることができます。このプロパティの詳細については、「書式設定」セクションのゼ

ロの値を非表示にするをお読みください。

Highlight 強調表示の条件を設定できます。この詳細については、「書式設定」セクションの条件付き強調表示

をお読みください。
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HorzAlign VertAlign テキストの配置を決定します。

HtmlTags オブジェクトのテキスト内でシンプルな HTML タグを使用できるようにします。このプロパティの詳細につ

いては、「テキスト オブジェクト」セクションの HTML タグをお読みください。

LineHeight テキスト行の高さを明示的に設定することができます。既定値は 0 に設定されているので、既定の行

間が使用されます。

NullValue ヌル値の代わりに出力されるテキストです。［レポート オプション］ダイアログ（［レポート］メニューで［オプ

ション］を選択）で［ヌル値を変換する］オプションのチェックをオフにすることも必要です。

Padding パディング（オブジェクト内余白）をピクセル単位で設定できます。

RightToLeft テキストを右から左に向かって表示させるかどうかを示します。

TabWidth タブ ストップの幅をピクセル単位で設定します。

Text オブジェクトのテキストが含まれます。

TextFill テキストの塗りつぶしを設定します。このプロパティ エディターを使用して、塗りつぶしのタイプを選択しま

す。

Trimming オブジェクトのサイズ範囲内に収まらないテキストのトリミング方法を決定します。これは WordWrap プ

ロパティに False が設定されていた場合にのみ使用します。

Underlines 各テキスト行の下にグラフィカルな線を表示できます。このプロパティは、テキストが上揃えになっている

場合にのみ使用できます。

WordWrap テキストを単語単位で折り返す（改行）するかどうかを決定します。

Wysiwyg 画面と印刷結果が一致するようテキスト オブジェクトの表示モードを変更します。この表示モードは、

両端揃え、または非標準の行の高さを使用する場合にも使用されます。

リッチ テキスト オブジェクト

このオブジェクトは、書式設定されたテキスト（RTF 形式）を表示します。これは次のように表示されます。 

単なるテキストを表示する場合はテキスト オブジェクトを使用するようにしてください。レポートをエクスポートする場合、そのエクスポート先のド
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キュメント形式によっては、リッチ テキスト オブジェクトが図としてエクスポートされることがあります。

このオブジェクトは、純色の塗りつぶしのみをサポートしています。グラデーション、ハッチ、ガラスの塗りつぶしはサポートしていません。

オブジェクトを編集するには、そのオブジェクトをダブルクリックします。エディター ウィンドウが表示されます。

テキストは Microsoft Word を使用して作成することもできます。Word でテキストを作成したら、そのテキストを .RTF 形式で保存します。

次に、リッチ テキスト エディターを開き、  ボタンをクリックしてその .RTF ファイルを読み込みます。

リッチ テキスト オブジェクトは Microsoft Word のすべての書式設定機能をサポートしているわけではありません。

以下の方法で、このオブジェクトにデータを表示できます。

テキスト オブジェクトの場合と同様に、オブジェクトのテキストに式を挿入できます。必要なデータ列をテキストに挿入します。

DataColumn プロパティを使用してオブジェクトを列にバインドします。

このオブジェクトには以下のプロパティがあります。

プロパティ 説明

AllowExpressions 式による処理を有効または無効にすることができます。既定では有効（True）です。

Brackets 式の識別に使用する一対の記号が含まれます。
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DataColumn このオブジェクトがバインドするデータ列です。

Text RTF テキストが含まれます。

Padding パディング（オブジェクト内余白）。ピクセル単位で指定します。

図オブジェクト

図オブジェクトは、BMP、PNG、JPG、GIF、TIFF、ICO、EMF および WMF 形式の図を表示することができます。この図オブジェクトを使

用して、会社のロゴ、従業員の写真のほかあらゆるグラフィカル情報を出力できます。このオブジェクトは次のように表示されます。

オブジェクトは以下のソースからデータを表示できます。

ソース 説明

図のファイル 図はファイルから読み込まれ、レポート内に保存されます。図は Image プロパティに格納されます。

データ列 データ列の図。列の名前は DataColumn プロパティに格納されます。

ファイル名

図は指定した名前のファイルから読み込まれます。ファイルの名前は ImageLocation プロパティに

格納されます。図はレポート内に保存されません。図はファイルとしてレポートと一緒に配布する必要

があります。

URL
図はレポートが作成されるたびにインターネットから読み込まれます。図はレポート内に保存されませ

ん。URL は ImageLocation プロパティに格納されます。

 図エディターを呼び出すには、その図オブジェクトをダブルクリックします。そのエディターで、図のデータ ソースを選択できます。
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オブジェクトをデータ列へバインドするには、オブジェクトの右上隅にある小さなボタンをクリックし、一覧からデータ列を選択します。

［データ］ウィンドウからデータ列をレポート ページへドラッグ アンド ドロップします。この場合、列へのリンクを含む図オブジェクトが作成されま

す。ドラッグする列は Byte[] データ型である必要があります。

図オブジェクトのコンテキスト メニューの［サイズ モード］から、以下のモードのいずれかを選択することができます（SizeMode プロパティに対

応）。

自動サイズ調整（AutoSize）：オブジェクトは図のサイズを取得します。

イメージを真中に置く（CenterImage）：図はオブジェクト内の中央に配置されます。

標準（Normal）：図はオブジェクトの左上隅に表示されます。

イメージを引き伸ばす（StretchImage）：図はオブジェクトのサイズと同等になるよう引き伸ばされます。

拡大（Zoom）：図は縦横比を維持しながら拡大されます。

各サイズ モードの違いを以下の図で示します。
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図オブジェクトには以下のプロパティがあります。

プロパティ 説明

Angle 回転角度（度単位）。このプロパティに設定できる値は、0、90、180、270 です。

SizeMode サイズ モード。

Transparency 図の透過度。値は 0 ～ 1 の間で設定できます。値 0（既定値）は図が不透明であることを

意味します。

TransparentColor 図を表示するときに透過される色。

Image 図。

DataColumn このオブジェクトがバインドするデータ列です。

ImageLocation ファイル名または URL を指定することができます。図はレポートの作成時にこの場所から読み

込まれます。

Padding パディング（オブジェクト内余白）。ピクセル単位で指定します。

ShowErrorImage 図が空の場合に、図がないことを表す図を表示します。このプロパティは、図がインターネットか

らダウンロードされる場合などの使用に適しています。
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線オブジェクト

線オブジェクトは、横線、縦線、対角線を表示することができます。このオブジェクトは次のように表示されます。

可能であれば、線オブジェクトではなくオブジェクトの罫線を使用してください。これによってレポートが単純化され、異なる形式へエクスポート

する際に起こり得る問題を回避することができます。

FastReport デザイナーには線を描画するための便利なツールがあります。レポートに線を挿入するには、オブジェクト ツールバーで  ボ

タンをクリックし、一覧から "線" または "対角線" を選択します。線の開始位置にマウス カーソルを置きます。次に、マウスの左ボタンを押した

まま移動して線を描画します。その後も続けて線を描画することができます。すべての線が描画できたら、オブジェクト ツールバーの  ボ

タンをクリックします。

対角線とは異なり、普通の線で描画できるのは縦線または横線のみです。

このオブジェクトには二重線を適用するスタイルを選択しないでください。このスタイルが適用されるのはオブジェクトの罫線のみです。

線オブジェクトには以下のプロパティがあります。

プロパティ 説明

Diagonal 線が対角線かどうかを決定します。普通の線に対してこのプロパティを有効

（True）にすると、その線を対角線にすることができます。

StartCap EndCap 線のキャップ スタイルを設定することができます。以下のキャップ スタイルのいずれか

を使用できます。

円（Circle）

正方形（Square）

ひし形（Diamond）

矢印（Arrow）

キャップのサイズはそのキャップの Width、Height プロパティで設定できます。キャッ

プは線の両端それぞれに設定できます。
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図形オブジェクト

図形オブジェクトは、以下の図形のいずれかを表示します。 

四角形

角丸四角形

楕円

三角形

ひし形

このオブジェクトは次のように表示されます。

レポートに図形を挿入するには、オブジェクト ツールバーで  ボタンをクリックし、一覧から希望の図形タイプを選択します。

この図形は、ほかのレポート オブジェクトと同様に塗りつぶしや罫線を設定できます。テキスト オブジェクトとは逆に、各罫線を制御することは

できません。また、二重線を適用するスタイルも使用しません。

可能であれば、四角形図形ではなくオブジェクトの罫線を使用してください。

図形オブジェクトには以下のプロパティがあります。

プロパティ 説明

Shape 図形の種類を決定します。

Curve 角丸四角形（RoundRectangle）図形で使用されます。これは曲線を設定できます。



42 基本事項

バーコード オブジェクト

レポート内にバーコードを表示するオブジェクトです。これは次のように表示されます。

このオブジェクトは、以下のバーコード タイプをサポートします。

コード 長さ 使用可能なシンボル

Interleaved（インターリーブド）

2of5
0   9

Industrial（インダストリアル） 2of5 0   9

Matrix（マトリックス） 2of5 0   9

Codabar 0   9 -$:/.+

Code128 ASCII 128 文字

Code39 0   9 A  Z -.*$/+%

Code39 Extended ASCII 128 文字

Code93 0   9 A  Z -.*$/+%

Code93 Extended ASCII 128 文字

EAN8 8 0   9

EAN13 13 0   9

MSI 0   9

PostNet 0   9

UPC A 12 0   9

UPC E0 6 0   9

UPC E1 6 0   9

2 桁の補足コード 2 0   9
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5 桁の補足コード 5 0   9

PDF417 すべて

Datamatrix すべて

バーコードの種類の詳しい説明については、インターネットで情報を参照してください。たとえば、次のようなサイト（英語）があります。

http://www.barcodeisland.com

オブジェクト内のバーコード データは文字列型です。この文字列には、選択したバーコードのタイプで使用可能なシンボルを含めることができ

ます。バーコード オブジェクトのコンテキスト メニューでバーコードの種類を選択できます。

以下の方法のいずれかを使用してオブジェクトをデータに接続できます。 

Text プロパティにバーコード データを設定する 

DataColumn プロパティを使用してオブジェクトをデータ列へバインドする

Expression プロパティにバーコード データを返す式を設定する

バーコード オブジェクトには以下のプロパティがあります。

プロパティ 説明

Barcode バーコード固有の設定が含まれています。このプロパティを展開して、それらの設定を指定します。

Angle バーコードの回転角度（度単位）を決定します。0、90、180、270 の値のいずれかを使用できま

す。

Zoom バーコードを拡大/縮小することができます。このプロパティは AutoSize プロパティの設定に応じて使

用します。

AutoSize このプロパティを True にすると、バーコード全体をそのまま表示するようにオブジェクトが拡張されま

す。このプロパティを False にすると、オブジェクトの境界内に収まるようバーコードが表示されます。

ShowText 人間が判読できるテキストを表示するかどうかを決定します。

DataColumn オブジェクトがバインドするデータ列です。

Expression バーコード データを返す式。

Text バーコード データ。

Padding パディング（オブジェクト内余白）。ピクセル単位で指定します。

以下のプロパティは、バーコードの種類に応じて設定可能なプロパティです。これらを変更するには、［プロパティ］ウィンドウで Barcode プロ

パティを（ダブルクリックして）展開します。

http://www.barcodeisland.com
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プロパティ 説明

WideBarRatio これはリニア（1 次元）バーコード タイプ固有のプロパティです。バーの幅の比率を決定します。ほとん

どのバーコードに対し、このプロパティの値は 2 から 3 の間で指定してください。

CalcCheckSum これはリニア（1 次元）バーコード タイプ固有のプロパティです。チェック サムを自動的に計算するかど

うかを決定します。このプロパティを False にする場合は、バーコード データにチェック デジットを提供

してください。

AutoEncode これは Code128 バーコード固有のプロパティです。このコードには A B C という 3 種類のエンコード

があります。バーコード データに明示的にエンコードを設定するか、このプロパティに True を設定しま

す。この場合、エンコードは自動的に選択されます。

バーコード データでは次の制御コードを使用します。

コード 意味

&A; START A / CODE A

&B; START B / CODE B

&C; START C / CODE C

&S; SHIFT

&1; FNC1

&2; FNC2

&3; FNC3

&4; FNC4

AutoEncode プロパティに True を設定すると、すべての制御コードが無視されます。

制御コードの使用例：

&C;1234&B;ABC

AspectRatio これは PDF417 バーコード固有のプロパティです。縦横比を決定します。この値によってバーコード

サイズが自動的に計算されます（Columns および Rows プロパティが設定されていない場合）。

CodePage これは、PDF417 および Datamatrix バーコード固有のプロパティです。非 ASCII 文字への変換に

使用するコード ページを決定します。たとえば、Windows の既定のコードページは 1251 です。
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Columns Rows これらは PDF417 バーコード固有のプロパティです。バーコード内の列数および行数を決定します。

両方のプロパティに 0 を設定すると、バーコードのサイズは自動的に計算されます。この場合、

AspectRatio プロパティも使用されます。

CompactionMode これは PDF417 バーコード固有のプロパティです。PDF417 データの圧縮モードを決定します。

ErrorCorrection これは PDF417 バーコード固有のプロパティです。エラーの修正レベルを決定します。

PixelSize これは PDF417 バーコード固有のプロパティです。バーコード要素のサイズをピクセル単位で決定し

ます。一般に、要素の高さは幅の 3 倍以上になるよう設定します。

Encoding これは Datamatrix バーコード固有のプロパティです。Datamatrix データのエンコードを決定しま

す。

PixelSize これは Datamatrix バーコード固有のプロパティです。バーコード要素のサイズをピクセル単位で決

定します。

SymbolSize これは Datamatrix バーコード固有のプロパティです。バーコード シンボルのサイズを決定します。

チェックボックス オブジェクト

レポート内にチェックボックスを表示するオブジェクトです。これは次のように表示されます。

このオブジェクトはチェックの "オン" と "オフ" という 2 つの状態を表示することができます。以下の方法を使用して、オブジェクトの状態を処理

します。

Checked プロパティで状態を設定する

DataColumn プロパティを使用してオブジェクトをデータ列へバインドする

Expression プロパティに True または False を返す式を設定する

CheckBox オブジェクトには以下のプロパティがあります。

プロパティ 説明

CheckedSymbol 

UncheckedSymbol

オブジェクトの状態に応じて、オブジェクト内に表示される記号を決定します。

CheckColor チェック記号の色を決定します。

CheckWidthRatio チェック記号の幅の比率を設定します。チェック記号の幅はオブジェクトのサイズによって決
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まります。値は 0.2 ～ 2 の範囲で指定できます。

HideIfUnchecked チェックがオフになった場合はオブジェクトを非表示にすることができます。

Checked オブジェクトの状態を制御します。

DataColumn オブジェクトがバインドするデータ列です。列のデータ型は Bool または Int になるようにして

ください。

Expression True または False を返す式です。

表オブジェクト

表オブジェクトは行、列およびセルで構成されています。このオブジェクトは Microsoft Excel の表を簡略化したものです。これは次のように

表示されます。

このオブジェクトの詳細については、「レポートの作成」の章の表タイプのレポートを参照してください。

表オブジェクトには以下のプロパティがあります。

プロパティ 説明

ColumnCount 列数をすばやく設定する場合に使用します。表の列数を必要に応じて追加または削除できま

す。 

RowCount 行数をすばやく設定する場合に使用します。表の行数を必要に応じて追加または削除できま

す。 

FixedColumns 表内で固定にする列数を決定します。固定された列は表ヘッダーになります。ヘッダーの出力

は RepeatHeaders プロパティによって制御されます。

FixedRows 表内で固定にする行数を決定します。固定された行は表ヘッダーになります。ヘッダーの出力

は RepeatHeaders プロパティによって制御されます。

RepeatHeaders ページが変わるたびに表ヘッダーを出力できるようにします。このプロパティは動的に形成される

表に対してのみ動作します。
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行列オブジェクト

行列オブジェクトは表オブジェクトのように行、列およびセルで構成されています。しかし、行列内に入る行数と列数は事前にわかっていませ

ん。これはこのオブジェクトが接続するデータによって決まります。

このオブジェクトは次のように表示されます。

このオブジェクトの詳細については、「レポートの作成」の章の行列タイプのレポートを参照してください。

行列オブジェクトには以下のプロパティがあります。

プロパティ 説明

RepeatHeaders 行列が複数ページに渡って出力される場合、各ページに行列のヘッダーを出力します。

CellsSideBySide 行列が複数のデータ セル レベルを持つ場合に、行列のセルの配置方法を決定します。指定で

きる配置方法は次のとおりです。

セルは横に並んで表示されます。

セルは縦に並んで表示されます。

Style 行列全体のスタイルを設定できます。定義済みのスタイルの中から 1 つを選択できます。

AutoSize 行列のサイズを自動的に計算することができます。オブジェクトのサイズを手動で設定する場合

はこのプロパティを無効（False）にしてください。

DataSource 行列をデータ ソースへ接続できます。データ列を行列へドラッグすると、このプロパティは自動的

に設定されます。ただし、セルで式を使用する場合は、このプロパティが正しく設定されていること

を確認してください。 

Filter このプロパティには、行列のデータ ソースに対して適用されるデータ フィルター処理の式が含まれ

ています（DataSource プロパティを参照）。

MS Chart  オブジェクト

この MS Chart オブジェクトを使用すると、グラフを表示することができます。30 種類以上の系列タイプ（棒、列、領域、折れ線、バブル、

円、円形、財務、ピラミッド、範囲）が使用できます。このオブジェクトは次のように表示されます。
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このオブジェクトの詳細については、「レポートの作成」の章のグラフ付きのレポートを参照してください。

MS Chart オブジェクトには以下のプロパティがあります。

プロパティ 説明

Chart Microsoft Chart オブジェクトへの参照。 

AlignXValues このプロパティは系列数が異なる場合に（空の値を挿入することによって）X 値の数を揃えること

ができます。これはグラフに 2 つ以上の系列が含まれる場合に使用します。

AutoSeriesColumn 

AutoSeriesColor 

AutoSeriesSortOrder

これらのプロパティは自動的に作成される系列を設定します。この詳細については、「レポートの

作成」の章の系列の自動作成を参照してください。

DataSource このプロパティを使用すると、グラフをデータ ソースへ接続できます。

Filter このプロパティには、グラフのデータ ソースに対して適用されるデータ フィルター処理の式が含まれ

ています（DataSource プロパティを参照）。

郵便番号オブジェクト

郵便番号オブジェクトを使用すると、封筒に郵便番号を印刷することができます。数字（0 ～ 9）を表示することができます。

このオブジェクトは次のように表示されます。

以下の方法のいずれかを使用してオブジェクトをデータに接続できます。 

Text プロパティに郵便番号データを設定する 
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DataColumn プロパティを使用してオブジェクトをデータ列へバインドする

Expression プロパティに郵便番号データを返す式を設定する

郵便番号オブジェクトには以下のプロパティがあります。

プロパティ 説明

SegmentCount 番号のセグメント数。既定値は 6 です。

SegmentWidth 

SegmentHeight

1 つの番号セグメントのサイズ。既定のサイズは 0.5cmх1cm。

Spacing 2 つのセグメントの原点間の距離を決定します。既定値は 0.9cm です。

ShowGrid グリッドを表示するかどうかを決定します。

ShowMarkers マーカー（郵便番号の各番号上部に表示される太字の横線）を表示するかどうかを決定します。

DataColumn オブジェクトがバインドするデータ列です。

Expression 郵便番号データを返す式。

Text 郵便番号が含まれるテキスト。

セル形式テキスト オブジェクト

このオブジェクトは、テキストの各文字を個々のセルに表示します。これは財務アプリケーションで定型フォームを出力するためによく使用され

ます。

このオブジェクトは次のように表示されます。

実際には、このオブジェクトはテキスト オブジェクトから直接継承されたものです。同じ方法でオブジェクトをデータへ接続することができます。

たとえば、オブジェクトのエディターを起動して次のようなテキストを入力することができます。

[Employees.FirstName]

セル形式テキスト オブジェクトには以下のプロパティがあります。

プロパティ 説明

CellWidth CellHeight これらのプロパティは 1 つのセルのサイズを決定します。両方のプロパティが 0（既定値）の場
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合、セルのサイズは使用されているフォントに応じて自動的に計算されます。

HorzSpacing VertSpacing これらのプロパティは、隣接するセル間の横間隔および縦間隔を決定します。
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FastReport  でレポートを作成する

製品の一覧を出力するシンプルなレポートを作成してみましょう。Products というテーブルを使用します。このテーブルはデータ ソースとして

本製品に付属するデモ用データベースに存在します。

これはレポート デザイナーを呼び出すことができるデモ プログラム Demo.exe で、以降のトピックで記述されている手順を実行することを前

提としています。

例 1：レポートの手動作成

この例では、レポートを手動で作成します。このため、以下のことを行います。

ツールバー上の ボタンをクリックし、［新しい項目の追加］ウィンドウで［空白レポート］を選択します。

［データ］メニューで［レポート データの選択］を選択し、［レポート データの選択］ダイアログで "Products" データ ソースのチェックをオンに

して［OK］をクリックします。

［データ］ウィンドウに移ります（画面上に表示されていない場合は、［データ］メニューの［データ ウィンドウの表示］を選択して表示しま

す）。"データ ソース" 項目を展開し、さらに "Products" 項目を展開します。
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"ProductName" データ列をデータ バンドへドラッグします。FastReport によってテキスト オブジェクトが作成されます。このオブジェクトは

この "ProductName" データ列とそのヘッダーに接続されます。

別の方法で、"UnitPrice" データ列を作成してみましょう。オブジェクト ツールバーにある "テキスト" ボタンをクリックします。

マウス ポインターをデータ バンド上にドラッグします。FastReport によってオブジェクトの挿入が提示されることがわかります。挿入したい

位置を選び、マウスをクリックするとオブジェクトが挿入されます。

そのオブジェクト上にマウス ポインターを置き、オブジェクトの右上隅にある小さなボタンをクリックします。データ列の一覧が表示されます。

一覧から "UnitPrice" 項目を選択します。 
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"UnitPrice" 列のヘッダー用のテキスト オブジェクトを作成します。これはページ ヘッダー バンド上に置きます。オブジェクトをダブルクリック

し、「Unit Price」というテキストを入力します。

レポート タイトル用のテキスト オブジェクトを作成します。レポート タイトル バンド上に置き、「PRODUCT」というテキストを入力します。

ページ ヘッダーおよびレポート タイトル バンドに置かれているすべてのオブジェクトのフォント スタイルを太字に設定します。これを設定する

には、Shift キーを押したまま各オブジェクトを選択し、テキスト ツールバー上の ボタンをクリックします。これで、レポートは次のように表

示されます。

レポートを実行するには、ツールバー上の  ボタンをクリックします。レポートが実行され、プレビュー ウィンドウに表示されます。
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例 2：ウィザードを使ったレポートの作成

この例では、"標準レポート ウィザード" を使用してレポートを作成します。このため、以下のことを行います。

ツールバー上の ボタンをクリックし、［新しい項目の追加］ウィンドウで "標準レポート ウィザード" を選択します。

ウィザードの最初のステップで、"Products" テーブルを選択して［次へ］ボタンをクリックします。
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ウィザードの 2 番目のステップで、"ProductName" および "UnitPrice" データ列を選択します。
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以降のステップは既定の設定のまま、［次へ］ボタンをクリックしていきます。

ウィザードの最後のステップ（［スタイルの選択］）では、"青色" スタイルを選択し、［完了］ボタンをクリックします。
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FastReport では次のようなレポートを作成します。

レポートを実行するには、ツールバー上の  ボタンをクリックします。レポートが実行され、プレビュー ウィンドウに表示されます。
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レポートの作成

この章では、一般的なレポートの作成方法について見てみましょう。原則として、レポートを作成するには以下のことを行います。

1.レポートで使用するデータを選択または作成します。

2.必要なバンドをレポートに追加してレポート構造を作成します。

3.バンドをデータ ソースへ接続します。

4.バンド上に "テキスト" オブジェクトを配置しデータを出力します。

5.外観、書式を設定します。
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レポート用データの選択

レポートの作成を始める前に、レポートに出力するデータを選択する必要があります。これには 2 つ方法があります。

1 つのデータ ソースを選択できます。これはプログラミングによってレポートに登録されたものです。［データ］メニューの［レポート データの選

択］を選択して表示されるダイアログで、目的のデータ ソースを選択します。

［データ］メニューの［データ ソースの追加］を選択して新しいデータ ソースを作成します。

データ ソースの詳細については、「データ」の章のデータ ソースをお読みください。

選択されたデータ ソースは［データ］ウィンドウに表示されます。これでこのソースをレポートで使用できるようになります。レポートの多くは 1 つ

のデータ ソースのみを使用します。"マスター/詳細" タイプのレポートの場合は、相互に関係を持つ 2 つのデータ ソースを使用する必要があ

ります（関係の詳細については、「データ」の章の関係をお読みください）。また、関連する複数のソースからデータを出力するレポートでは、い

くつものデータ ソースが必要となることもあります。



62 レポートの作成

動的なレイアウト

レポートの作成時には、サイズが不明なテキストを出力しなければならない状況も多いでしょう。たとえば、商品の説明などがこれに該当しま

す。これを解決するには、以下の作業が必要です。

テキスト全体がオブジェクト内に収まるように、オブジェクトの高さを計算する

テキスト サイズが可変のオブジェクトがバンド内に収まるように、バンドの高さを計算する

レポートの全体的なデザインに支障が出ないように、バンド上に含まれるその他のオブジェクトを移動または高さを変更する

これらの作業は、以下に挙げるオブジェクトやバンドのプロパティを使用して達成できます。

CanGrow および CanShrink プロパティを使用すると、オブジェクトの高さを自動的に計算できます。

ShiftMode プロパティを使用すると、 オブジェクトを、その上にあるオブジェクトの拡張または縮小に応じて上または下へ移動させることがで

きます。

GrowToBottom プロパティを使用すると、オブジェクトをバンドの下端まで拡張します。

Anchor および Dock プロパティを使用すると、バンドのサイズに応じてオブジェクトのサイズを制御します。

次のセクションではこれらのプロパティについて説明します。

CanGrow、CanShrink プロパティ

バンドおよびレポート オブジェクトにはこれらのプロパティがあります。オブジェクトのサイズを、その内容のサイズに応じて拡張または縮小するか

どうかを決定します。両方のプロパティを無効（False）にすると、オブジェクトは常にデザイナーで指定されたサイズになります。

デザイン時にはサイズが不明なテキストを出力する必要がある場合は、これらのプロパティが役立ちます。オブジェクト内にテキスト全体が収

まるようにするには、CanGrow および CanShrink プロパティを有効（True）にする必要があります。

以下のオブジェクトはバンドの高さによって影響を受けます。

テキスト

リッチ テキスト

図（SizeMode プロパティに "AutoSize" が設定済み）

表
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ShiftMode プロパティ

すべてのレポート オブジェクトにこのプロパティがあります。このプロパティが設定できるのは［プロパティ］ウィンドウのみです。ShiftMode プロパ

ティを有効にしたオブジェクトは、その上にあるオブジェクトが拡張または縮小される場合には上または下へ移動します。

 

 

ShiftMode プロパティには次のいずれかの値を設定できます。

Always （既定値）：オブジェクトは常に移動します。

Never：オブジェクトは移動しません。

WhenOverlapped：オブジェクトは、その上にあるオブジェクトが拡張され自身が覆われてしまう（両オブジェクトが水平に重なる）場合に

移動します。

このプロパティは、情報を表のフォームで出力するときに、その表のいくつかのセルが互いに重なり合うように配置され、かつセル内のテキストの

量が可変である場合に利用できます。

GrowToBottom プロパティ

すべてのレポート オブジェクトにこのプロパティがあります。このプロパティを使ってオブジェクトを出力する場合、そのオブジェクトをバンドの下端

まで引き伸ばします。

これは情報を表のフォームで出力する場合などに必要です。表の 1 行内には、拡張する可能性のあるオブジェクトがいくつも存在することが

あります。このプロパティは、すべてのオブジェクトの高さをバンドと同じ高さに設定することができます。
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Anchor プロパティ

すべてのレポート オブジェクトにこのプロパティがあります。オブジェクトが置かれているコンテナのサイズが変更されたときに、オブジェクトの位置

やサイズを変更する方法を決定します。Anchor を使用することで、そのコンテナに同調してオブジェクトを拡張または移動させることができま

す。

多くの場合、コンテナは "バンド" を指しています。しかし、これは "表" や "行列" オブジェクトを指すこともあります。

Anchor プロパティは以下の値のいずれか、また値の組み合わせを持ちます。

値 説明

Left
オブジェクトの左端にアンカーを固定します。コンテナのサイズが変更された場合、オブジェクトは左

右に移動しません。

Top
オブジェクトの上端にアンカーを固定します。コンテナの高さが変更された場合、オブジェクトは上

下に移動しません。

Right

オブジェクトの右端にアンカーを固定します。コンテナの幅が変更さた場合、オブジェクトの右端とコ

ンテナの右端との距離は変わりません。さらにオブジェクトの左端にアンカーが固定された場合は、

オブジェクトはコンテナと同期して拡張および縮小します。

Bottom

オブジェクトの下端にアンカーを固定します。コンテナの高さが変更された場合、オブジェクトの下

端とコンテナの下端との距離は変わりません。さらにオブジェクトの上端にアンカーが固定された場

合は、オブジェクトはコンテナと同期して拡張および縮小します。

このプロパティの既定値は Left、Top です。これは、コンテナのサイズが変更されてもオブジェクトは変更されないことを意味します。次の表で

は、よく使用される値の組み合わせを示します。

値 説明

Left, Top 既定値。コンテナのサイズが変更されてもオブジェクトに変更はありません。

Left, Bottom
コンテナの高さが変更された場合、オブジェクトは上または下に移動します。コンテナの下端に対

するオブジェクトの位置は変わりません。

Left, Top, Bottom コンテナの高さが変更された場合、それに応じてオブジェクトの高さも変わります。

Left, Top, Right, Bottom コンテナの幅と高さが変更された場合、それに応じてオブジェクトも拡張または縮小します。

Dock プロパティ

すべてのレポート オブジェクトにこのプロパティがあります。このプロパティは、オブジェクトがコンテナ内でドッキングされる位置を決定します。 
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Dock プロパティには次のいずれかの値を設定できます。

値 説明

None 既定値。オブジェクトはドッキングされません。

Left オブジェクトはコンテナの左端にドッキングされます。オブジェクトの高さはコンテナと同じ高さになります。*

Top オブジェクトはコンテナの上端にドッキングされます。オブジェクトの幅はコンテナと同じ幅になります。*

Right オブジェクトはコンテナの右端にドッキングされます。オブジェクトの高さはコンテナと同じ高さになります。*

Bottom オブジェクトはコンテナの下端にドッキングされます。オブジェクトの幅はコンテナと同じ幅になります。*

Fill オブジェクトはコンテナの空き領域全体を占めるようにドッキングされます。

* 複数のオブジェクトが同時にドッキングされている場合は、コンテナの高さや幅と同じにはなりません。次の図は 2 つのオブジェクトを表してい

ます。1 つはコンテナの上端にドッキングされ、もう 1 つは左端にドッキングされています。

このように、2 つ目のオブジェクトの高さは、1 つ目のオブジェクトがドッキングされた後に残った空き領域の高さと同じになります。

ドッキングの動作はオブジェクトの作成順序によって異なります。この順序は、オブジェクトのコンテキスト メニューで変更することができます。こ

れを行うには、メニューから［最前面に移動］または［最背面に移動］を選択します。
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書式設定

ここでは、以下の事項について説明します。

オブジェクトの外観を変更する

出力する値の書式を変更する

ある条件を満たす場合にオブジェクトの外観を自動的に変更する

不要な値を非表示にする

1 行おきに異なる色で強調表示する

罫線と塗りつぶし

ほとんどのレポート オブジェクトで、罫線や塗りつぶしを設定することができます。これらのプロパティを設定するには、［罫線と塗りつぶし］ツー

ルバーを使用します。

オブジェクトの罫線は 4 つの線で構成されます。各線に異なる幅、色およびスタイルを指定することができます。ツールバーのボタンがすべて

の枠線に作用します。  ボタンをクリックすると、各線を個別に設定できるダイアログが表示されます。
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塗りつぶしの設定を行う場合、ツールバーには 2 つのボタンがあります。  ボタンをクリックすると、純色の塗りつぶしタイプの色を選択でき

ます。  ボタンをクリックすると、純色以外の塗りつぶしタイプも選択できるダイアログが表示されます。

テキストの書式設定

テキスト オブジェクトの外観を変更するには、［テキスト］ツールバーを使用します。

スタイル

オブジェクトの外観を設定する場合はスタイルを使用します。スタイルは以下のプロパティがセットになったものです。

罫線

塗りつぶし



68 レポートの作成

フォント

テキストの色

スタイルのリストはレポートに保存されます。スタイルの制御は、［レポート］メニューで［スタイル］を選択、あるいは［スタイル］ツールバーで 

 ボタンをクリックして行います。

オブジェクトのスタイルは以下の方法で設定することができます。

［プロパティ］ウィンドウで Style プロパティを設定する

［スタイル］ツールバーを使用する

［スタイル］ツールバーが表示されていない場合は、［表示］メニューの［ツールバー｜スタイル］を選択すると表示されます。

オブジェクトにスタイルを設定した場合、オブジェクトの外観はそのスタイルの設定に従って変更されます。スタイルの設定を変更した場合、そ

のスタイルが適用されているオブジェクトには自動的に変更が反映されます。

注意: オブジェクトのスタイルを "スタイルなし" に設定した場合、現在適用されているスタイル設定がクリアされるわけではありません。これは

オブジェクトとそのスタイルとの関連付けを解除し、それ以降、そのスタイルの設定変更が適用されないようにするものです。
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データの書式設定

テキスト データをレポートに出力する場合はテキスト オブジェクトを使用します。データ ソースからのデータには既定の書式設定が適用されま

す。たとえば、データ ソースの列のデータ型が日付時刻型の場合、次のように出力されます（これは、お使いのシステムの「地域」の設定に

よって異なります）。

11.10.2008 18:04:52

日付部分のみを出力する必要がある場合、データの書式を設定する必要があります。これを行うには、まずテキスト オブジェクトを右クリック

してコンテキスト メニューを表示します。このメニューから［書式］を選択します。次のような書式エディターのウィンドウが表示されます。

使用可能な書式設定のタイプを選択するか、独自の書式文字列を設定することができます。これを行うには、［ユーザー定義］を選択しま

す。テキスト オブジェクトに複数のデータ列または式が含まれる場合は、それぞれの項目に対して適切な書式を選択することができます。こ

れを行うには、エディターの上部で式を選択し、書式を選択します。
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String.Format メソッドを使用して次のようにデータの書式を設定することもできます。このメソッドについては MSDN のヘルプを参照してくだ

さい。

今日は [String.Format("{0:d}", [Date])] です。

条件付き強調表示

テキスト オブジェクトの外観を、指定した条件に応じて変更することができます。たとえば、オブジェクトの値が負の値の場合には、そのオブジェ

クトを赤色で強調表示させることができます。この機能を "条件付き強調表示" と言います。これを設定するには、テキスト オブジェクトを選

択し、［テキスト］ツールバーの  ボタンをクリックします。次のようなダイアログが表示されます。
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1 つまたは複数の条件を定義し、条件ごとにスタイルを設定することができます。スタイルには、以下の設定を含めることができます。

塗りつぶし

テキストの色

フォント

オブジェクトの表示/非表示

条件と一致した場合に変更する設定項目を指定できます。［スタイル］カテゴリのチェックボックスを使用して必要な設定項目をチェックしま

す。新しいスタイルには既定で 1 つの設定 "テキストの色" が含まれます。

新しい条件を作成するには、［追加］ボタンをクリックします。次のような式エディターが表示されます。
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ここで、ブール型の結果を返す式を記述することができます。ほとんどの場合、Value 変数を使用します。これには現在出力している値が

含まれます。

次の例を見てみましょう。製品の在庫数を出力する 1 つのテキスト オブジェクトがあります。

[Products.UnitsInStock]

製品の在庫数が 0 のときにはそのオブジェクトを赤色で出力するようにします。このため、次の条件を作成します。

Value == 0

指定した例では、出力される 1 つの値を持つ Value 変数を使用しています。オブジェクト内で複数の式がある場合、この変数は最後の式

の値を持ちます。Value の代わりにデータ列を使用できます。

[Products.UnitsInStock] == 0

この式は C# スタイルで記述されています。これは、レポートで選択されている言語が C# である場合を想定しています。VisualBasic.Net

の場合は、"="（等号記号） は 1 つのみ使用してください。レポートの言語は、［レポート］メニューの［オプション］を選択して変更することがで

きます。

次のダイアログは、指定した条件に対して塗りつぶしのみを使用し、赤色を選択するスタイルの設定を表しています。
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ゼロの値を持つオブジェクトを出力する場合、そのオブジェクトは赤色で出力されます。さらに、より複雑な例として条件をもう 1 つ追加しま

す。在庫数が 10 未満になったら黄色で出力するようにします。これには、条件エディターを開き、［追加］ボタンをクリックします。2 番目の条

件は次のようになります。

Value < 10

複数の条件が指定された場合、FastReport では最初の条件から順にチェックされます。ある条件と一致すると、FastReport はその条件

に応じたスタイル設定をオブジェクトに適用し、処理を停止します。このため、条件を適切な順序で指定することが重要です。次の例は正し

い順序です。

1.Value == 0 

2.Value < 10

条件の順序を入れ替えた場合、強調表示は誤って動作します。

1.Value < 10

2.Value == 0

この例は、値が 0 の場合、最初の条件と一致してしまうため、"Value==0" が実行されません。条件の順序を変更するには、  および

 ボタンを使用します。
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ゼロの値を非表示にする

テキスト オブジェクトには、ゼロの値を非表示にするために使用する HideZeros プロパティがあります。次の内容が含まれるオブジェクトにつ

いて見てみましょう。

総要素数：[CountOfElements] 

変数 CountOfElements の値が 0、かつ HideZeros プロパティに True が設定された場合、オブジェクトは次のように出力されます。

総要素数：

また、テキスト オブジェクトには、指定した値と式の値が等しい場合にその式の値を非表示にする HideValue プロパティもあります。たとえ

ば、このプロパティの値が 0 の場合、ゼロのフィールドはすべて非表示になります。このプロパティを使用すると、ゼロの日付を非表示にするこ

ともできます。一般に、これは "1.1.0001" または "1.1.1900" のような日付です。この場合、HideValue プロパティの値は次のようにする必

要があります。

1.1.1900 0:00:00

上記のとおり、日付だけでなく時刻も示す必要があります。.Net では日付の値に時刻も含まれるため、この指定は必要です。

重要：このメカニズムは、コントロール パネルで設定できるシステムの「地域」の設定に依存します。これは FastReport が ToString() メソッ

ドを使用して文字列を比較するからです。このメソッドは式の値を文字列に変換します。これに関連し、異なる地域設定を持つコンピュータ

ー上で実行できるレポートの作成時にも注意してください。

さらに、テキスト オブジェクトの NullValue プロパティを使用すれば、ヌル値ではなくテキストを出力することもできます。多くの場合、これはヌ

ル値ではなくダッシュを出力するために使用されます。次の内容が含まれるオブジェクトについて見てみましょう。

総要素数：[CountOfElements] 

変数 CountOfElements の値がヌル、かつ NullValue プロパティに -- が設定された場合、オブジェクトは次のように出力されます。

総要素数：--

重複する値を非表示にする

テキスト オブジェクトには、重複する値の出力方法を制御できる Duplicates プロパティがあります。このプロパティは、テキスト オブジェクトが

データ バンド上にある場合に使用できます。データ行で同一の値が近くに出力される場合、それらの値は重複していると見なされます。

Duplicates プロパティには次のいずれかの値を設定できます。
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Show - 重複する値を持つオブジェクトをそのまま表示します（既定値）。

Hide - 重複する値を持つオブジェクトを非表示にします。

Clear - 重複する値はクリアしますが、オブジェクト自身は表示します。

Merge - 重複する値を持つオブジェクトを結合します。 

これらのモードの違いを以下の図で示します。

データの偶数行を強調表示する

レポートを見やすくするために、データの偶数行を別の色で強調表示することができます。これはバンドまたはそのバンド上のオブジェクトの

EvenStyle プロパティを使用して設定できます。このプロパティには、データ行の強調表示に使用されるスタイル名を指定します。

バンドではなくオブジェクトの EvenStyle プロパティを使用することをお勧めします。これにより、レポートのエクスポート時に発生する可能性が

ある問題が回避されます。

強調表示を設定するには、以下の手順に従います。

1.行の強調表示に使用するスタイルを定義します。これは［レポート］メニューの［スタイル］を選択して行います。

2.その定義した新しいスタイル名を、バンドまたはそのオブジェクトの EvenStyle プロパティに指定します。

既定では、オブジェクトが使用するのは EvenStyle プロパティに指定されたスタイルの塗りつぶし属性のみです。この動作は

EvenStylePriority プロパティで定義されます。このプロパティの既定値は "UseFill" です。残りのスタイル パラメーターも使用する必要があ

る場合は、このプロパティに "UseAll" を設定します。

この技術を使用したレポートは次のようになります。
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1 つのデータ バンドを持つレポート

このタイプのレポートは頻繁に使用されます。これはデータ ソースの行をリスト出力することができます。たとえば、顧客リストがこれに該当しま

す。

バンドをデータ ソースへ接続する

データ ソースのデータを出力するには、データ ソースへ接続されるデータ バンドが必要です。データ ソースに存在する行数と同数のデータ バ

ンドが出力されます。

データ バンドがデータ ソースに接続されていない場合は、1 回（1 行）だけ出力されます。

新しいレポートを作成する場合、そのレポートにはあらかじめデータ バンドを含めいくつかの空のバンドが含まれています。バンドの追加は、

［レポート］メニューの［バンドの構成］を選択して表示される［バンドの構成］ウィンドウで行うこともできます。

バンドをデータへ接続するには、そのバンドをダブルクリックします。エディター ウィンドウで次のようにデータ ソースを選択し、［OK］をクリックしま

す。

テキストの出力

バンドをデータ ソースへ接続したら、データ列の情報を表示するテキスト オブジェクトをバンド上に配置することができます。これを最も速く行

うには、［データ］ウィンドウからバンド上へデータ列をドラッグ アンド ドロップします。テキスト オブジェクトの詳細については、テキスト オブジェク

トを参照してください。
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データの並べ替え

既定では、データ バンドはデータを自然な順序で出力します。出力する前に、データの並び替えが必要となることもあります。たとえば、顧

客の一覧をアルファベット順に並べ替えることによって、わかりやすく提示することができます。

データ バンド エディターでは並べ替えを制御できます。このエディターを呼び出すには、バンド上でオブジェクト以外の領域をダブルクリックしま

す。

並べ替え条件として、データ列または式を使用できます。複数（3 つ以下）の並べ替え条件を指定することができます。これは、たとえば顧客

の一覧を最初に「市」で並べ替え、次に「顧客名」で並べ替えるという場合に必要です。条件ごとに、並べ替えの順序（昇順または降順）を

選択できます。

別の方法でデータを並べ替える場合 - SQL クエリをデータ ソースとして使用します。SQL クエリはデータ サーバー上で実行され、並べ替え

られた行が返されます。



79レポートの作成

データのフィルタリング

データ バンドに出力する行をフィルター処理するには、そのバンドのエディターを呼び出して［フィルター］タブを表示します。

フィルター式として適切な式を指定できます。式の詳細については、式を参照してください。

上図の例では次のフィルターが使用されます。

[Products.Discontinued] == false

これは Disconnected フラグが false であるデータ行がすべて選択されることを意味します。

次のように複雑なフィルター条件を使用することができます。

[Products.Discontinued] == false && [Products.UnitPrice] < 10

これは、Disconnected フラグが false であり、かつ価格（UnitPrice）が 10 未満であるデータ行が選択されることを意味します。

このフィルター処理方法は、データ ソースにすべての行が含まれ、その一部が除外されることを想定しています。データ ソースに大量の行が

含まれる場合は、レポートの実行速度が著しく低下する可能性があります。この場合は、SQL クエリをデータソースとして使用し、そこから

必要なフィルター処理を実行することができます。SQL クエリはデータ サーバー上で実行され、レポートで必要な行のみを返します。

ダイアログ フォームを使用してデータのフィルター処理を実行することもできます。詳細については、ダイアログ フォームを参照してください。
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データのヘッダーおよびフッター

データ バンドにはヘッダーとフッターを含めることができます。ヘッダーはデータの前に 1 回出力され、フッターはすべてのデータが出力された後

に出力されます。

データ バンドにヘッダーとフッターを追加するには、［レポート］メニューの［バンドの構成］を選択します。［バンドの構成］ウィンドウで、バンドの

一覧から "データ" を選択して右クリックします。コンテキスト メニューから "ヘッダー" または "フッター" を選択します。

これらのバンドは以下のような状況で役立ちます。

1 ページに複数のリストを出力する場合（マスター/マスター  レポート）。この場合、各データ バンドがヘッダーおよびフッターを個別に持ちま

す。
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1 つのリストを出力するときに、そのリストが実行レポートの 1 ページ内に収まらない場合。データのヘッダー/フッター バンドの

RepeatOnEveryPage（ページごとに繰り返す）プロパティを使用すると、レポートの各ページにそのヘッダー/フッター バンドを出力すること

ができます。
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データのブレークおよび同一ページに出力

このセクションでは、データ出力時の 2 つのモード "ブレーク" および "同一ページに出力" について説明します。

標準のバンド出力モードの場合、FastReport は現在のページに 1 つのバンドをまるごと出力できる十分なスペースがあるかどうかをチェック

します。十分なスペースがない場合は、そのバンド全体が次のページに出力されます。バンドの CanBreak プロパティを有効（True）にする

と、FastReport は出力可能な領域にバンドの内容の一部を出力しようとします。つまり、バンドをブレークします。

バンドのブレークは、成功する場合もあれば、失敗する場合もあります。これは、バンド上に置かれているオブジェクトやその設定によります。

以下のオブジェクトはブレークすることができます。 

テキスト

リッチ テキスト

表

これらのオブジェクトには CanBreak プロパティがあります。このプロパティを有効にすると、そのオブジェクトはブレークすることができます。ブレ

ークできないオブジェクトは、そのオブジェクト全体を表示する十分なスペースがある場所に表示されます。

次の図で、バンドのブレーク方法を示します。

ブレーク アルゴリズムは常に正しく動作するとは限りません。バンド上にある複数のオブジェクトがそれぞれ異なるフォント サイズを使用してい

た場合は、不正な結果をもたらす可能性があります。

バンドを "ブレーク" する目的は、出力シートのスペースを節約することです。逆に "同一ページに出力" の目的は、1 つの出力シートにバンド

セット全体を表示することです。この場合、シート上に多くの未使用スペースが存在する可能性がありますが、出力されるデータは見やすく

なります。

"同一ページに出力" メカニズムを使用すると、一連のバンドをまとめて 1 ページ（または列 - レポートに列がある場合）に出力することができ

ます。出力時にデータがページの最後まで到達すると、FastReport は既に新しいページに出力されているすべてのデータを移動させます。 

以下の場合は "同一ページに出力" を使用できます。

データ バンドのすべての行をまとめて出力する



83レポートの作成

グループの全要素（ヘッダー、データ、フッター）をまとめて出力する

（マスター/詳細レポートの場合）マスター データ ソースの行と明細行を一緒にまとめて出力する

データ ヘッダーを、少なくとも 1 つのデータ行と一緒にまとめて出力する

レポートの概要またはデータ フッターを、少なくとも 1 つのデータ行と一緒にまとめて出力する

親バンドと子バンドを一緒に出力する

"同一ページに出力" メカニズムの使用について説明します。

すべてのデータ行またはグループ要素（ヘッダー、データ、フッター）をまとめて同一ページに出力するには、KeepTogether プロパティを有効

（True）にします。このプロパティは、データ バンドおよびグループ ヘッダー バンドで使用されます。次の図では、データに "同一ページに出力"

を適用した場合と、適用しない場合の出力方法を示します。

マスター データ行と詳細データ行を一緒にまとめて 1 ページに出力するには、データ バンドの KeepDetail プロパティを有効（True）にしま

す。このプロパティは、マスター/詳細タイプのレポートで使用されます。

ヘッダーおよびフッターの "ぶら下げ" を避けるには KeepWithData プロパティを使用します。以下のバンドにはこのプロパティがあります。

データ ヘッダー

データ フッター

グループ ヘッダー

グループ フッター

レポートの概要

このプロパティを使用すると、ヘッダー/フッターを少なくとも 1 つのデータ行と結びつけます。
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バンドとその子バンドを同一ページに出力させる場合は、 KeepChild プロパティを有効（True）にします。

空のデータ行の出力

既定の出力フォーム上にデータ行を出力する場合、一定数のデータ行が出力されることを想定するでしょう。実際のデータが必要なデータ

行よりも少ない場合、空のデータ行を出力する必要があります。これを行うには、データ バンドへ追加できる子バンドを使用します。

子バンドには CompleteToNRows（最大 N データ行まで満たす）プロパティがあります。このプロパティに 0 より大きい値を設定すると、そ

のバンドを使用して、プロパティに指定された数までデータ行を追加します。たとえば、15 行を出力する必要があるが、データ ソースには 8

行しかなかったとします。この場合、子バンドは 7 回（7 行分）出力されます。

実行されたレポートは次のようになります。



85レポートの作成

データ ソースに、CompleteToNRows（最大 N データ行まで満たす） に指定した数より多くの行がある場合、空の行は出力されません。

ページの空き領域を埋めるという別の方法もあります。この場合、子バンドはデータのフッターまたはグループ フッターのいずれかのバンドに追

加され、ページ上の空き領域を埋めます。フッター バンドはページの最下部に出力されます。

このように空の行を出力するには、子バンドをフッター バンドに追加し、そのバンドの FillUnusedSpace（未使用の空間を埋める）プロパ

ティを有効（True）にします。これで、その子バンドは、追加しているバンドの上に表示されるようになります。下図では、子バンドはレポートの

概要バンドに追加されています。

このレポートを実行すると、次のように表示されます。
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"データなし" テキストの出力

データ バンドが空のデータ ソースに接続された場合、そのバンドは出力されません。場合によっては、単なる空のページではなく "データなし"

のようなテキストを出力する必要があります。これは次の手順で行います。

データ バンドへ子バンドを追加します。

その子バンドの PrintIfDatabandEmpty プロパティに True を設定します（［プロパティ］ウィンドウで設定できます）。

子バンドにテキスト オブジェクトを置き、「表示するデータはありません」というテキストを入力します。

このレポートは、次のように出力されます。

データ ソースにデータ行がある場合は、データ バンドおよびそれに関連するすべてのバンド（データのヘッダー/フッター）が出力されます。

データ ソースが空の場合は、"表示するデータはありません" というテキストを表示する子バンドのみ出力されます。
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階層の出力

データ バンドでは、階層化リストを出力することができます。この出力には、1 つのバンドと 1 つのデータ ソースが使用されます。階層は、デ

ータ ソースで次の 2 つのデータ列を用いて定義されている必要があります。

1.キー列：これはデータ行の識別子です。

2.列：この項目の親のキーが含まれる列です。

このようなソースを階層形式で出力するには、以下に示すデータ バンドのプロパティを設定する必要があります。これは［プロパティ］ウィンドウ

で設定できます。

IdColumn プロパティにキー列を指定する

ParentIdColumn プロパティに親の値が含まれる列を指定する

Indent プロパティに階層のインデントを指定する

Employees デモ テーブルから階層形式で従業員を出力する方法の例を見てみましょう。このテーブルには、次のような 2 つの列がありま

す。

EmployeeID 列：キーであり、従業員 ID を含みます。

ReportsTo 列：親となる従業員の ID を含みます。

次のようなレポートを作成します。

データ バンドのプロパティを以下のように設定します。これらは階層に関するプロパティです。

レポートを実行すると、次のように表示されます。



88 レポートの作成

階層を出力する場合、FastReport はバンドを（Indent プロパティで指定された値に従って）右へシフトし、またその同じ値分だけバンド幅

を狭めます。これによりバンドのオブジェクトの Anchor プロパティを使用できます。この場合、このプロパティに指定可能な値は次のとおりで

す。

Top, Left（既定値） - オブジェクトはバンドと共に移動します。

Top, Right - オブジェクトは元の位置から移動しません。

Top, Left, Right - オブジェクトの右側は元の位置から移動しません。オブジェクトの左側はバンドと共に移動します。

この設定を使用すると有用な効果を得ることができます。
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この例では、図オブジェクトの Anchor プロパティには " Left, Top"、役職（Title）用オブジェクトの Anchor プロパティには "Top, Left, Right

"、氏名（FastName/LastName）用オブジェクトの Anchor プロパティには "Top, Right" が設定されています。
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マスター/詳細レポート

2 つのデータ バンドを使用することで、マスター/詳細タイプのレポートを簡単に作成することができます。このレポートでは、関連性がある 2 つ

のデータソースを使用します。マスター用データ ソースにある 1 つの行を、詳細用データ ソースの複数の行と対応付けることができます。関

係の詳細については、「データ」の章の関係を参照してください。

レポートには 1 つのデータ バンドを置く必要があります。このバンドをマスター バンドとし、その内部に詳細バンドが含まれるようにします。これ

は、［レポート］メニューの［バンドの構成］を選択して呼び出すことができる［バンドの構成］ウィンドウで行います。

マスター/詳細レポートを一から作成する手順を見てみましょう。まず、レポート デザイナーを実行し、新しい空白レポートを作成します。新し

いレポートにはあらじめ 1 つのデータ バンドが含まれています。

詳細データ バンドを追加するには、［バンドの構成］ウィンドウを呼び出します。これは上の図で示すように［バンドの構成］ボタンをクリックする

か、あるいは［レポート］メニューの［バンドの構成］を選択して呼び出します。このウィンドウではバンドの構成が表示されます。
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上の図で示すように "データ" バンドを選択して右クリックし、コンテキスト メニューを表示します（またはウィンドウの下部にある［追加］ボタンを

クリックします）。メニューから "データ" バンドを選択します。

これで、選択したバンドに入れ子のデータ バンドが追加されます。［閉じる］ボタンをクリックしてウィンドウを閉じます。次のように変更されたレ

ポート テンプレートが表示されます。
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入れ子のデータ バンドは、ウィンドウの左側に現れるバンド構成列でわかりやすく表示されます。次に、バンドを対応するデータ ソースに接

続し、そのバンド上にデータ列を配置する必要があります。ここでは、FastReport に付属のデモ データベースから Categories および

Products という 2 つのデータ ソースを使用します。

レポートを実行すると、次のように出力されます。
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このように、入れ子（レベルは無制限）のデータによるマスター/詳細レポートを作成することができます（マスター/詳細/サブ詳細...など）。マスタ

ー/詳細レポート タイプの作成に使用する方法がもう 1 つありますが、これは入れ子のレポートの使用が関係しています。入れ子のレポート

については、「レポートの作成」の章のサブレポートで説明しています。
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マスター/マスター レポート

レポート ページには、複数の単一リストを出力することができます。これは、ページ上に 2 つ以上のデータ バンドを置くことで出力可能です。

バンドが互いに入れ子になり、関連するソースからデータを出力するようなマスター/詳細レポートとは異なり、このタイプのレポートはバンドも

データ ソースも互いに依存関係がありません。 

Categories テーブルおよび Customers テーブルによる 2 つのリストを 1 ページに出力するレポートの作成方法を例に説明します。レポ

ートを新規作成し、必要なデータ ソースを追加します。2 つ目のデータ バンドを追加するには、［バンドの構成］ウィンドウを呼び出します。

 

下図で示すように、バンド一覧の空白領域を右クリックして、コンテキスト メニューから "データ" バンドを選択します。これで、独立したデータ

バンドが新たに作成されます。レポート テンプレートは次のようになります。

これで、バンドをデータ ソースに接続し、複数のデータ列をそのバンド上に置くことができます。
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レポートを実行すると、次のように出力されます。
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マスター/詳細/詳細レポート

データ バンドには 1 つまたは複数の入れ子のデータ バンドを含めることができます。これにより、マスター/詳細/詳細レポートを作成することが

できます。これを行うには、［バンドの構成］ウィンドウを開き、マスターのデータ バンドを右クリックし、詳細のデータ バンドを追加します。この

手順を繰り返して詳細バンドを追加していきます。

このように、マスター データ バンドには詳細バンドを無制限に追加することができます。レポート構築の例は次のようになります（これは 1 つの

例で、FastReport の能力を具体的に示したに過ぎません）。
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複数列のレポート

一般的なレポートでは、ページの末尾までデータが出力されます。出力がページの末尾に達すると、次のページが新たに形成され、出力を

続行します。レポートに列を用いると、データを複数の列に出力することができます。データの出力がページの末尾に達すると、後続データは

同じページ内で新しい列に出力されます。この意味では、一般的なレポートは 1 つの列を持つレポートと見ることができます。

FastReport では列の出力方法が 2 つあります。

ページの段組み

複数列のレポートを出力する 1 つ目の方法は、レポート ページへ段組みを設定することです。この設定は［ページ設定］ウィンドウの［段組

み］タブで行います。

以下の段組みパラメーターを設定できます。

段数

段の幅

各段の位置

一般のレポートを段組みのレポートに変換するには、このタブの段数を設定するだけです。それ以外のパラメーターは FastReport が独自に

計算します。段組みを有効にすると、デザイナーのバンドのモードは次のように変更されます。



98 レポートの作成

灰色で示される領域にはオブジェクトを配置することはできません。これは次の段のオブジェクトを出力するために使用されます。

段組みを扱う場合は、列ヘッダーおよび列フッター バンドが使用されます。バンド名からわかるように、これらはそれぞれ各段の先頭と末尾に

出力されます。次の図は段組み設定のレポートにおけるバンドの出力順序を示しています。

データ バンドの列

複数列のレポートを出力するもう 1 つの方法は、データ バンドの列を使用することです。それ以外のバンドは 1 つの列で出力されます。

列のパラメーターは、［プロパティ］ウィンドウで利用可能な Columns プロパティを使用して設定できます。以下のパラメーターを設定できま

す。

列数

列の幅

列の出力モード。AcrossThenDown および DownThenAcross という 2 つのモードからいずれかを選択できます。
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1 列内の最小行数 - DownThenAcross モードを選択した場合

列のバンドは 2 つのモードのいずれかで出力できます。AcrossThenDown モード（既定）の場合、列は次のように出力されます。

DownThenAcross モードの場合、列は次のように出力されます。

このモードでは、FastReport が 1 列内のデータ行数を計算し、列が等しく配置されるようにします。Columns.MinRowCount プロパティ

を使用して、1 列内の最小行数を設定することもできます。
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小冊子タイプのレポート

小冊子フォームのレポートを出力する場合は、以下のことを考慮する必要があります。

レポート ページの区別 - 表紙、目次、レポート内容、裏表紙 

偶数ページと奇数ページで異なるページ余白

偶数ページと奇数ページで異なるヘッダー/フッター

レポートへのページの追加

レポート テンプレートにはページをいくつでも追加することができます。ページごとに異なるレポートを設定することもできます。新しいページを

追加するには、ツールバー上の  ボタンをクリックします。または、［新しい項目の追加］ボタンをクリックし、［新しい項目の追加］ウィンドウ

で "新しいレポート ページ" 項目を選択して追加することもできます。

目次を作成する場合は、「対話型レポート」セクションの例 4：目次、ナビゲーションおよびアウトライン付きのレポートで説明している技術を

使用できます。

ページ設定

［ページ設定］ウィンドウでは、ページ構成を見開きページに設定するオプションがあります。

ページを奇数ページから開始する必要がある場合は、StartOnOddPage プロパティに True を設定します。FastReport は必要に応じ

て、指定されたページの出力を開始する前に空のページを出力します。 
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奇数/偶数ページ上の印刷

すべてのレポート オブジェクトに PrintOn プロパティがあります。このプロパティを使用すると、奇数ページと偶数ページに異なるオブジェクトを

出力できます。

このプロパティは［プロパティ］ウィンドウで設定できます。  

オブジェクトを出力するページを決定します。このプロパティは以下の値のいずれか、また値の組み合わせを持ちます。

FirstPage

LastPage

OddPages

EvenPages 

RepeatedBand（この値は、RepeatOnEveryPage プロパティが True に設定されているバンドを対象とします）

このプロパティの既定値は、"FirstPage, LastPage, OddPages, EvenPages, RepeatedBand" です。これは、そのオブジェクトがレポ

ートの全ページに出力されることを意味します。以下に、このプロパティの典型的な使用例をいくつか挙げます。 

プロパティの値 オブジェクトが出力される場所

FirstPage 先頭ページのみ

LastPage, OddPages, 

EvenPages, RepeatedBand
先頭ページ以外の全ページ

FirstPage, OddPages, 

EvenPages, RepeatedBand
最終ページ以外の全ページ

RepeatedBand RepeatOnEveryPage プロパティが True に設定されているバンドのみ

FirstPage, LastPage, 

OddPages, EvenPages
繰り返されるバンド以外の全バンド

FirstPage, LastPage, 

OddPages, RepeatedBand
奇数ページのみ

FirstPage, LastPage, 

EvenPages, RepeatedBand
偶数ページのみ

たとえば、奇数ページと偶数ページで異なるテキストを出力する場合は、バンド上に 2 つのテキスト オブジェクトを置き、各オブジェクトを次の

ように設定します。

1 つ目のオブジェクトは奇数ページに出力します。このオブジェクトの PrintOn プロパティには "FirstPage, LastPage, OddPages,

RepeatedBand"（つまり EvenPages 以外の値すべて）を設定します。
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2 つ目のオブジェクトは偶数ページに出力します。このオブジェクトの PrintOn プロパティには "FirstPage, LastPage, EvenPages,

RepeatedBand"（つまり OddPages 以外の値すべて）を設定します。

これらのオブジェクトは、同時に出力されることはありません。これらのオブジェクトは奇数および偶数ページの上部に交互に置かれます。

すべてのバンドにも同じプロパティがあります。奇数ページと偶数ページに異なるバンドを出力するには、Child バンドを使用します。子バンド

はどのバンドにも追加できます。この追加は［バンドの構成］ウィンドウで行えます。以下のようにしてメインのバンドとその子バンドを設定しま

す。

メインのバンドは奇数ページに出力します。このオブジェクトの PrintOn プロパティには "FirstPage, LastPage, OddPages,

RepeatedBand"（つまり EvenPages 以外の値すべて）を設定します。

子バンドは偶数ページに出力します。このオブジェクトの PrintOn プロパティには "FirstPage, LastPage, EvenPages,

RepeatedBand"（つまり OddPages 以外の値すべて）を設定します。

バンドはそれぞれ異なる高さ、外観および内容を持ちます。次の図は、異なるページヘッダーを出力する例です。
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グループ化と集計

先のセクションでは、2 つの関連するデータ ソースからデータを出力するマスター/詳細レポート タイプについて説明しました。FastReport で

は、同様の方法でレポートを作成することができます。ただし、使用するデータ ソースは 1 つです。この場合はグループ化が使用されます。

1 つのグループは、グループ ヘッダー、データ、およびグループ フッターという 3 つのバンドでセットになっています。これはデザイナーで次のように

表示されます。

グループには必ずヘッダーとデータが含まれます。グループ フッターは任意で削除することができます。

グループを使用するには、グループ ヘッダーに対してグループ条件を設定し、データ ソースをデータ バンドへ接続します。条件にはどのような

式も指定できますが、一般的にはデータ ソースの列の 1 つが設定されます。グループの出力は次のように行われます。

1.グループ ヘッダーが出力される

2.データ行が出力される

3.グループ条件が変更されたかどうかをチェックする 

4.条件が変わらなければ、次のデータ行が出力される（手順 2）

5.条件が変わったら、グループ フッターを出力し、新しいグループを出力する （手順 1）

以下のようなデータを持つ Products テーブルがあるとします。
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データは CategoryName 列でグループ化できます。この列はグループ ヘッダーに出力されます。データ自身は ProductName フィールド

によって表します。レポート デザインは次のようになります。

レポートを実行すると、次のように表示されます。
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グループの作成

レポートにグループを追加するには 2 つの方法があります。

第 1 の方法：［バンドの構成］ウィンドウでグループ ヘッダー バンドを追加します。これを行うには、［追加］ボタンをクリックして "グループ ヘッダ

ー" バンドを選択します。FastReport は対象となるデータ バンドにグループを追加するか、または対象となるデータ バンドがレポートにない

場合はグループ全体を作成します。
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グループの設定を編集するには、グループ ヘッダー バンドをダブルクリックします。次のようなグループ ヘッダー エディターのウィンドウが表示さ

れます。

グループ条件を設定する必要があります。これには式またはデータ ソースの列を指定できます。並べ替えも選択します。既定では、データは

昇順で並べ替えられます。 

第 2 の方法：［グループ エキスパート］ウィザードを使用します。これは［レポート］メニューの［グループ エキスパート］を選択して呼び出すこと

ができます。グループを作成するには、グループ条件を入力し、［追加］ボタンをクリックします。
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ウィザードによって、すべてのグループ要素がレポートへ追加されます。また、グループ ヘッダーにテキスト オブジェクトが作成され、その中にグ

ループ条件が出力されます。

データの並べ替え

グループ化が正しく動作するには、グループ条件に使用されるデータ ソースが、グループ条件の対象となる列で並べ替えられている必要があ

ります。この条件を満たしていないと、次のように同じグループのデータ行が分散して出力されてしまいます。
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データ ソースを並べ替える方法は 2 つあります。

グループ エディターでデータの並べ替えを設定できます。データ ソースはグループ条件に対して自動的に並べ替えられます。

データ バンド エディターで並べ替えを設定できます。

どちらの方法も同じですが、最初の方法を使用した方が便利です。グループを作成するときに、データのグループ化と並べ替えの設定が 1

つのダイアログで行えます。 

場合によっては、最初の方法を使用しないようにしてください。この方法は、製品名の先頭文字を対象にグループ化を設定することを前提と

しています。そのような場合、製品は名前の先頭文字でのみ並べ替えられます。これは条件として適切ではありません。2 番目の方法を使

用して、製品のフルネームに対して並べ替えを行うよう指定してください。

入れ子のグループ

入れ子のグループには複数のグループ ヘッダー バンドがあります。最後（最下層）のバンドにはデータ バンドが含まれます。
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各グループ ヘッダーがそれぞれ独自のグループ条件を持っています。

入れ子のグループは、一般的なグループ作成と同様に作成することができます。［バンドの構成］ウィンドウで、シンプルなグループを作成し、

入れ子のグループを追加します。このためには、既存のグループ ヘッダー バンドを選択し、［追加］ボタンをクリックしてもう 1 つのグループ ヘッ

ダー バンドを追加します。

その後、追加したグループのエディターを呼び出してグループ条件を設定します。

別の方法として、前のセクション（「グループの作成」）で紹介したグループ エキスパートを使用することもできます。グループ条件を設定し、

［追加］ボタンをクリックします。このウィザードによって、既存のグループに新しいグループが追加されます。

入れ子のグループの出力は、一般的なグループの出力とあまり変わりません。データの出力時、FastReport は全グループのすべてのグル

ープ条件をチェックします。グループ条件が変わったら、該当するグループを終了し、新しいグループの出力を開始します。

グループの管理

グループを管理するには、グループ エキスパートを使用できます。これは［レポート］メニューの［グループ エキスパート］を選択して呼び出すこと

ができます。
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このウィザードを使用すると、グループの追加や削除、およびグループ化の順序変更を行うことができます。グループの順序を変更する場合

は、  ボタンと  ボタンを使用します。［編集］ボタンを使用すると、選択したグループのグループ条件を変更することができます。

集計値の出力

多くの場合、グループ化はグループ単位の集計値を出力するために使用されます。たとえば、グループ内の行数や 1 つのデータ列の合計な

どを出力できます。このような値を出力する場合に集計が使用されます。集計の使用の詳細については、「データ」の章の集計を参照してく

ださい。

グループ単位で集計値を出力するには、以下のことを行う必要があります。

［データ］ウィンドウの［操作｜新しい集計］を選択して集計を作成します。

［バンドの各行について評価する］コンボボックスで、グループのデータ バンドを選択します。

［出力先のバンド］コンボボックスで、グループ フッターを選択します。

集計値を出力するテキスト オブジェクトをグループ フッターに置きます。

たとえば、各グループの行数を出力する場合は、次のように集計を設定します。
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集計値を表示する場合は、その集計項目を［データ］ウィンドウからグループ フッター上へドラッグします。

 

実行されたレポートは次のようになります。
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ヘッダーとフッターの繰り返し

グループ ヘッダーおよびグループ フッターには RepeatOnEveryPage プロパティがあります。これは、グループが実行レポートの 1 ページ内

に収まらない場合に役立ちます。このプロパティを使用すれば、グループが出力されるページごとにグループヘッダー/フッターを出力することが

できます。このようなヘッダー/フッターを出力する場合、FastReport はその Repeated フラグを設定します。これは、通常のグループ ヘッダ

ーと繰り返し用グループ ヘッダーとで、異なるオブジェクトを出力させる場合に役立ちます（たとえば、新しいページでは "続き..." というテキスト

を出力する）。このため、テキスト オブジェクトの PrintOn プロパティを使用します（詳細については、奇数/偶数ページ上の印刷を参照）。 

異なるテキストを出力するには、グループ ヘッダーに 2 つのオブジェクトを追加し、それらが上下に並ぶよう配置します。

1 つ目のオブジェクトは通常のヘッダーに出力されます。このオブジェクトの PrintOn プロパティには "FirstPage, LastPage,

OddPages, EvenPages"（つまり RepeatedBand 以外の値すべて）を設定します。

2 つ目のオブジェクトは繰り返されるヘッダーにのみ出力されます。このオブジェクトの PrintOn プロパティには "RepeatedBand" を設定

します。"続き..." というテキストを持つテキスト オブジェクトをヘッダーに追加します。

レポートは次のように出力されます。
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グループ フッターも各ページで繰り返すことができます。

このレポートでは、グループ フッターに 2 つのオブジェクトがあり、上下に並ぶよう配置しています。
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グループのプロパティ

グループ ヘッダー バンドには便利なプロパティがあります。 

StartNewPage プロパティを使用すると、そのグループを出力する前に新しいページを作成することができます。その結果、各グループが新

しいページに出力されます。

ただし、最初に出力されるグループの前に新しいページは追加されません。これは、先頭ページが空になることを避けるためです。

ResetPageNumber プロパティを使用すると、新しいグループの出力時にページ番号をリセットします。通常、このプロパティは

StartNewPage プロパティと共に使用します。結果として、両方のプロパティを有効（True）にすると、各グループが新しいページに出力さ

れ、そのグループ単位でページ番号をカウントします。
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サブレポート

メイン レポート内のある特定の場所に、追加データを表示する必要がある場合もあります。このデータは非常に複雑な構造を持つ別個のレ

ポートを表す可能性もあります。FastReport の豊富なバンド コレクションを使用することで、このタスクの解決に臨むことができます。ただ

し、場合によってはサブレポート オブジェクトを使用することが望ましいこともあります。

サブレポート オブジェクトは普通のレポート オブジェクトであり、1 つのバンド上に置くことができます。この場合、 FastReport はレポートに別

のページを追加し、そのページとサブレポートを接続します。このページで、任意の構造を持つ別のレポートを作成することができます。

サブレポート オブジェクトがあるレポートの出力時には、以下のことが行われます。

1.メイン レポートが出力されますが、サブレポート オブジェクトは見えません。

2.サブレポートのバンドが出力されます。

3.メイン レポートの出力が続行されます。

サブレポートはメイン レポートのシート上に形成されるので、これにレポート タイトル、レポートの概要、ページ ヘッダー/フッター、列ヘッダー/

フッター、オーバーレイ バンドを含めることはできません。 

出力モード

サブレポートには 2 つの出力モードがあります。

1 つ目の出力モードでは、メインレポートのページにサブレポートのバンドとオブジェクトが出力されます。この場合、以下の制限があります。 

サブレポート オブジェクトはバンドの下端に置く必要があります。

サブレポート オブジェクトより下にほかのオブジェクトを置かないようにしてください。レポートが実行されると、それらのオブジェクトはサブレポ

ートのオブジェクトと重なってしまいます。

サブレポートの下にほかのオブジェクトを置く場合は、子バンドを使用してください。オブジェクトは以下のように配置します。

2 つ目の出力モードの場合は、サブレポート オブジェクトを含むバンド上にサブレポートのオブジェクトが出力されます。サブレポート オブジェク

トのコンテキスト メニューからこのモードを有効にすることができます。モードを有効にするには、メニューから［親に出力］を選択します。このモ

ードではオブジェクトの配置について制限はありません。それだけでなく、このモードではサブレポートに出力されるデータ量に応じて親バンドを

拡大または縮小させることができます。
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2 つ目の出力モードで唯一の問題点は、サブレポートに大量のデータが存在する可能性があるということです。それによって出力時に親バン

ドの高さが大きくなります。このようなバンドを正しく出力するには、その内容をブレークする必要があります（CanBreak プロパティ）。ブレーク

アルゴリズムの品質は完全なものではなく、場合によってはオブジェクトが移動してしまうこともあります。

横並び表示のサブレポート

2 つのサブレポート オブジェクトを同じバンド上で横に並べて配置すると、2 つの独立したデータ リストを出力することができます。このようなレ

ポートを出力する場合、FastReport は次の方法で動作します。

サブレポート オブジェクトが現れない限り、メイン レポートを出力します。

最初のサブレポートを出力します。

サブレポートの出力が開始したページに移動し、次のサブレポートを出力します。

すべてのサブレポートが出力されたら、最も長いサブレポートが停止したところからメイン レポートの出力を続行します。

入れ子のサブレポート

サブレポートのページ上で、さらに別のサブレポート オブジェクトを置くことができます。そのため、そのサブレポートは入れ子になります。入れ子

のレベル数に明確な制限はありませんが、必要以上にレベルを設けるようなことはしないでください。入れ子のレベルが多すぎると、非常にわ

かりづらくなります。可能であれば、入れ子のデータの出力にデータ バンドを使用してください。データ バンドには 1 つまたは複数の入れ子の

データ バンドを含めることができます。マスター/詳細またはマスター/詳細/サブ詳細タイプのレポートを出力しなければならない場合は、サブレ

ポートを使用する必要はありません。
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表タイプのレポート

表オブジェクトは行、列およびセルで構成されています。このオブジェクトは Microsoft Excel の表を簡略化したものです。これは次のように

表示されます。

列の設定

コンテキスト メニューを使用して列を追加または削除することができます。これは次の手順で行います。

表全体または表内の要素を選択してから、作業対象の列の上部にカーソルを置きます。カーソルの形状が次のように黒い矢印に変わり

ます。 

左クリックして列を選択します。

右クリックして列のコンテキスト メニューを表示します。

隣接する複数の列を選択する場合は、左ボタンを押したままマウスを右または左へ移動させて列を選択していきます。

列のコンテキスト メニューは、［レポート ツリー］ウィンドウ内からも呼び出すことができます。このウィンドウを開き、作業対象の列を選択して

右クリックします。

列のサイズの管理

列の幅は、以下のいずれかの方法を使用して設定できます。

表全体または表内の要素を選択してから、2 つの列間の境界線上にカーソルを置きます。カーソルの形状が次のように左右分割に変わ

り、幅を変更できるようになります。
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列を選択し、Width プロパティに適切な幅を指定します。このプロパティは［プロパティ］ウィンドウで設定できます。

列の AutoSize（自動サイズ調整）プロパティも有効にすることができます。これにより、レポートの実行時に列の幅が自動的に計算されま

す。列の幅を制限する場合は、MinWidth（幅の最小値）および MaxWidth（幅の最大値）プロパティで指定することができます。

列の幅はページ幅よりも大きくならないようにしてください。

行の設定

行は列と同じ方法で設定されます。行を選択するには、以下の手順に従います。

表全体または表内の要素を選択してから、作業対象の行の左側にカーソルを置きます。カーソルの形状が次のように黒い矢印に変わり

ます。

左クリックして行を選択します。

右クリックして行のコンテキスト メニューを表示します。

隣接する複数の行を選択する場合は、左ボタンを押したままマウスを上または下へ移動させて行を選択していきます。

行のサイズの管理

行の高さは、以下のいずれかの方法を使用して設定できます。

表全体または表内の要素を選択してから、2 つの行間の境界線上にカーソルを置きます。カーソルの形状が次のように上下分割に変わ

ります。
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マウスの左ボタンを押したまま上下に移動して行の高さを変更します。

行を選択し、Height プロパティに適切な高さを指定します。このプロパティは［プロパティ］ウィンドウで設定できます。

行の AutoSize（自動サイズ調整）プロパティも有効にすることができます。これにより、レポートの実行時に行の高さが自動的に計算されま

す。行の高さを制限する場合は、MinHeight（高さの最小値）および MaxHeight（高さの最大値）プロパティで指定することができます。

行の高さはページの高さよりも大きくならないようにしてください。

セルの設定

セルはテキストのオブジェクトです。実質的に、セル クラスはテキスト オブジェクトから継承されています。テキスト オブジェクトについて説明され

ていることはすべて表のセルにも適用されます。

セルのテキストの編集は、テキスト オブジェクトと同様に行うことができます。また、［データ］ウィンドウの要素をセルへドラッグ アンド ドロップす

ることができます。

セルの罫線および塗りつぶしは、［罫線と塗りつぶし］ツールバーを使って設定できます。 

セルのコンテキスト メニューを呼び出すには、セルを右クリックします。

セルの結合および分割

表内の隣接するセルは結合することができます。セルの結合により 1 つの大きなセルが形成されます。これは以下の手順で行います。

マウスで最初のセルを選択します。

左ボタンを押したままマウスを移動させ、セルの一群（結合対象の範囲）を選択します。 

選択した範囲内で右クリックし、セルのコンテキスト メニューを表示します。 

このコンテキスト メニューから［セルの結合］を選択します。
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セルを分割するには、そのセルのコンテキスト メニューを表示し、［セル結合の解除］を選択します。

セルにオブジェクトを挿入する

セル内には図などのオブジェクトを挿入して使用することができます。ただし、以下のオブジェクトはセルで使用することができません。

表

行列

サブレポート

セルにオブジェクトを挿入するには、そのオブジェクトをセル内にドラッグします。オブジェクトはセル間で自由に移動させることができます。また、

表の境界線を超えて戻すこともできます。

セルは、オブジェクトを置くためのコンテナとして機能します。これは、セル内でオブジェクトの Dock および Anchor プロパティが使用できると

いうことです。これにより、セルのサイズが変更されたときにオブジェクトのサイズを変更することができます。

表の出力

表には 2 つの出力モードがあります。

1 つ目のモードでは、表は自身が属するバンド内に出力され、デザイナーでの表示と同じように表示されます。このモードでは、表の幅がレ

ポート ページの幅よりも大きい場合でも、その表はページをまたいで分割されません。これは既定の出力モードです。

2 つ目のモードは動的です。このモードでは、表はスクリプトを用いて作成されます。この場合、実行結果の表は初期の表とは異なる可能



121レポートの作成

性があります。これは、FastReport の実行レポートとレポート テンプレートが異なるのと同じです。動的モードでは、表がレポート ページ上

に収まらない場合、その表はページをまたいで分割されます。

動的モードの場合、表は自身が置かれているバンドには出力されません。その代わりに、実行結果の表を含む一連のバンドを表自身が生

成します。このように動作するモードには以下の制限事項があります。

表の下または表の近くに別のオブジェクトを置かないこと。その代わりに子バンドを使用してください。

1 つのバンドに 2 つのテーブル オブジェクトを置かないこと。

次に動的モードについて詳しく説明します。

このモードはプログラミングが伴うため、レポート開発者にはより高度な知識が必要となります。

表はスクリプトを使用して形成されます。スクリプトを作成するには、表オブジェクトを選択してから［プロパティ］ウィンドウでイベント用ボタンをク

リックし、ManualBuild イベントをダブルクリックします。

これで、次のような空のイベント ハンドラーがレポート コードに追加されます。

private void Table1_ManualBuild(object sender, EventArgs e)

{

}

このモードでは、ソース テーブルがテンプレートとして使用されます。イベント コードで、ソース テーブルの行および列を必要なだけ出力するこ

とができます。この過程で、実行結果の表が形成されます。この表には行と列を無制限に含めることができます。このような表は、レポート ペ

ージ上に収まらない場合、ページをまたいで分割されます。

表を出力する場合は、表オブジェクトの以下のメソッドが使用されます。

メソッド パラメーター 説明
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PrintRow int インデックス 指定されたインデックスを使用して行を出力します。行番号は 0 から開始します。

PrintColumn int インデックス 指定されたインデックスを使用して列を出力します。列番号は 0 から開始します。

PrintRows int[] インデックス テーブルの複数の行を出力します。

PrintRows - テーブルのすべての行を出力します。

PrintColumns int[] インデックス テーブルの複数の列を出力します。

PrintColumns - テーブルのすべての列を出力します。

PageBreak - 次の列または行を出力する前に、改ページを挿入します。

表は以下のいずれかの方法を使用して出力することができます。

第 1 の方法 - 上から下へ出力し、その後、左から右へ出力します。この方法は、行数が変動する表を出力する場合に適しています。メ

ソッドは以下の順序で呼び出す必要があります。

PrintRow(行インデックス)

指定の列を出力するため、1 つまたは複数の PrintColumn(列インデックス) または PrintColumns(複数の列インデックス) を呼び出

す。

または、すべての列の出力に PrintColumns() を 1 回呼び出す。

この順序を繰り返して、表の行を必要なだけ出力する。

表の各行には、同じ数の列を含める必要があります。PrintColumn(int インデックス) および PrintColumns(int [] 複数インデックス) メ

ソッドを使用する場合は、このことを覚えておいてください。 

第 2 の方法 - 左から右へ出力し、その後、上から下へ出力します。この方法は、列数が変動する表を出力する場合に適しています。メ

ソッドは以下の順序で呼び出す必要があります。

PrintColumn(列インデックス)

指定の行を出力するため、1 つまたは複数の PrintRow(行インデックス) または PrintRows(複数の行インデックス) を呼び出す。

または、すべての行の出力に PrintRows() を 1 回呼び出す。

この順序を繰り返して、表の列を必要なだけ出力する。

表の各列には、同じ数の行を含める必要があります。PrintRow(int インデックス) および PrintRows(int [] 複数インデックス) メソッドを使

用する場合は、このことを覚えておいてください。 

出力用のメソッドの呼び出し順序を誤るとレポートの実行時にエラーが発生します。たとえば、次のコードを使用して表を出力しようとすると

エラーになります。

Table1.PrintRows();
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Table1.PrintColumns();

これはメソッドの順序が間違っています。表の出力は、最初に PrintRow または PrintColumn メソッドのいずれかを用いて開始する必要

があります。

複雑なヘッダーの出力

ここではスパンした（セルをまたいで広がった）セルを含むヘッダーについて説明します。スパンしたセルを持つ表の行または列を出力する場

合、そのセルのサイズは自動的に大きくなります。次に例を挙げて説明します。

ManualBuild イベント ハンドラーを作成します。このハンドラーでは 1 番目の列を 3 回、2 番目の列を 1 回出力します。

private void Table1_ManualBuild(object sender, EventArgs e)

{

  / /  1 行および列 0, 0, 0, 1 を出力する

  Table1.PrintRow(0);

  Table1.PrintColumn(0);

  Table1.PrintColumn(0);

  Table1.PrintColumn(0);

  Table1.PrintColumn(1);

  / /  1 行および列 0, 0, 0, 1 を出力する

  Table1.PrintRow(1);

  Table1.PrintColumn(0);

  Table1.PrintColumn(0);

  Table1.PrintColumn(0);

  Table1.PrintColumn(1);

}

各行には同数の列を出力していることに注目してください。この出力規則を守らないと予測できない結果を招きます。 

このコードを実行すると、次のような結果になります。
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ご覧のとおり、ヘッダー セルは自動的に広げられます。次に、2 つの列グループを出力できる、もう少し複雑なコードを作成してみましょう。

private void Table1_ManualBuild(object sender, EventArgs e)

{

  / /  行 0 および 列 0, 0, 0, 1 の 2 つのグループを出力する

  Table1.PrintRow(0);

  / /  グループ 1

  Table1.PrintColumn(0);

  Table1.PrintColumn(0);

  Table1.PrintColumn(0);

  Table1.PrintColumn(1);

  / /  グループ 2

  Table1.PrintColumn(0);

  Table1.PrintColumn(0);

  Table1.PrintColumn(0);

  Table1.PrintColumn(1);

  

  / /  行 1 および 列 0, 0, 0, 1 の 2 つのグループを出力する

  Table1.PrintRow(1);

  / /  グループ 1

  Table1.PrintColumn(0);

  Table1.PrintColumn(0);

  Table1.PrintColumn(0);

  Table1.PrintColumn(1);

  / /  グループ 2

  Table1.PrintColumn(0);

  Table1.PrintColumn(0);

  Table1.PrintColumn(0);

  Table1.PrintColumn(1);

}

レポートを実行すると、次のような結果になります。
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2 番目の列を出力する場合は次のコードが使用されます。

Table1.PrintColumn(1);

これで、ヘッダーが終了し、次のコードで 1 番目の列の出力が新しいヘッダーを開始します。

/ /  グループ 2

Table1.PrintColumn(0);

集計の使用

表オブジェクトの動的モードでは、以下の集計関数がサポートされます。

関数 パラメーター 説明

Sum（合計） TableCell セル セルに含まれる値の合計を返します。

Min（最小値） TableCell セル セルに含まれる値の中から最小値を返します。

Max（最大値） TableCell セル セルに含まれる値の中から最大値を返します。

Avg（平均） TableCell セル セルに含まれる値の平均値を返します。

Count（総数） TableCell セル 指定されたセルが含まれる行数を返します。

通常の出力モード（非動的）の場合、これらの関数は動作しません。

集計関数を使用するには、表のセル内にその関数を置きます。たとえば、次の関数は "Cell1" という名前のセルに含まれる値の合計を計

算します。 

[Sum(Cell1)]

関数の実行時、（合計を計算している）現在のセルより上および左にあるすべての列が分析されます。

表のレイアウト

動的に作成される表は、自動的に複数ページに分割することができます。この動作は表の Layout プロパティで制御します。以下の値のい

ずれかを選択できます。
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値 説明

AcrossThenDown 表は左から右方向へ表示されます

DownThenAcross 表は上から下方向へ表示されます。

Wrapped 幅が広い表は、折り返され同じページ上に表示されます。

例

表の出力例を見てみましょう。テンプレートとして、次のレポートを使用します。

始めに、表を選択して ManualBuild イベント用のイベント ハンドラーを作成します。 

例 1：表全体を上から下へ出力する

private void Table1_ManualBuild(object sender, EventArgs e)

{

  / /  行番号 0 の行およびその行のすべての列を出力する

  Table1.PrintRow(0);

  Table1.PrintColumns();

  / /  行番号 1 の行およびその行のすべての列を出力する

  Table1.PrintRow(1);

  Table1.PrintColumns();

  / /  行番号 2 の行およびその行のすべての列を出力する

  Table1.PrintRow(2);

  Table1.PrintColumns();

}

実行の結果、次のような表が出力されます。テンプレートとの相違はありません。
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例 2：繰り返し行を含む表を上から下へ出力する

private void Table1_ManualBuild(object sender, EventArgs e)

{

  / /  行番号 0 の行およびその行のすべての列を出力する

  Table1.PrintRow(0);

  Table1.PrintColumns();

  / /  行番号 1 の行を 3 回およびその行のすべての列を出力する 

  for (int i = 0; i < 3; i++)

  {

    Table1.PrintRow(1);

    Table1.PrintColumns();

  }

  / /  行番号 2 の行およびその行のすべての列を出力する

  Table1.PrintRow(2);

  Table1.PrintColumns();

}

このコード例では、中段の行を 3 回出力しています。実行の結果は次のようになります。
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例 3：表全体を左から右へ出力する

private void Table1_ManualBuild(object sender, EventArgs e)

{

  / /  列番号 0 の列およびその列のすべての行を出力する

  Table1.PrintColumn(0);

  Table1.PrintRows();

  / /  列番号 1 の列およびその列のすべての行を出力する

  Table1.PrintColumn(1);

  Table1.PrintRows();

  / /  列番号 2 の列およびその列のすべての行を出力する

  Table1.PrintColumn(2);

  Table1.PrintRows();

}

実行の結果、次のような表が出力されます。テンプレートとの相違はありません。

例 4：繰り返し列を含む表を左から右へ出力する

private void Table1_ManualBuild(object sender, EventArgs e)

{

  / /  列番号 0 の列およびその列のすべての行を出力する

  Table1.PrintColumn(0);

  Table1.PrintRows();

  / /  列番号 1 の列を 3 回およびその列のすべての行を出力する

  for (int i = 0; i < 3; i++)

  {

    Table1.PrintColumn(1);

    Table1.PrintRows();

  }

  / /  列番号 2 の列およびその列のすべての行を出力する

  Table1.PrintColumn(2);

  Table1.PrintRows();

}
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このコード例では、表の中央の列を 3 回出力しています。実行の結果は次のようになります。

例 5：繰り返し行/列を含む表を出力する

private void Table1_ManualBuild(object sender, EventArgs e)

{

  / /  - - - - - - - - -  行番号 0 の行を出力する

  Table1.PrintRow(0);

  / /  列番号 0 の列を出力する

  Table1.PrintColumn(0);

  / /  列番号 1 の列を 3 回出力する

  for (int i = 0; i < 3; i++)

    Table1.PrintColumn(1);

  / /  列番号 2 の列を出力する

  Table1.PrintColumn(2);

  

  / /  - - - - - - - - -  行番号 1 の行を 3 回出力する

  for (int j = 0; j < 3; j++)

  {

    Table1.PrintRow(1);

    / /  列番号 0 の列を出力する

    Table1.PrintColumn(0);

    / /  列番号 1 の列を 3 回出力する

    for (int i = 0; i < 3; i++)

      Table1.PrintColumn(1);

    / /  列番号 2 の列を出力する

    Table1.PrintColumn(2);

  }

  / /  - - - - - - - - -  行番号 2 の行を出力する

  Table1.PrintRow(2);

  / /  列番号 0 の列を出力する

  Table1.PrintColumn(0);

  / /  列番号 1 の列を 3 回出力する

  for (int i = 0; i < 3; i++)

    Table1.PrintColumn(1);

  / /  列番号 2 の列を出力する

  Table1.PrintColumn(2);

}
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各行に同数の列が出力されていることに注目してください。この出力規則を守らないと予測できない結果を招きます。 

このコード例では、表の中央に位置する行と列がそれぞれ 3 回ずつ出力されています。実行の結果は次のようになります。

例 6：データ ソースの使用

今まで見てきた例では、一般的なテキストを含む表を出力しました。このコード例では、データ ソースを使用して表を形成する方法を示しま

す。このため、次のようなフォームを持つ表を作成します。

ここでは ManualBuild イベント ハンドラーを作成します。このハンドラーでは以下のことを行います。

レポートに定義されるデータ ソースを取得する

そのデータ ソースを初期化する（データで埋める）

データ ソースに存在する行数と同数の行を出力する

このイベント ハンドラーのコードは次のとおりです。

private void Table1_ManualBuild(object sender, EventArgs e)

{

  / /  データ ソースを名前で取得する

  DataSourceBase rowData = Report.GetDataSource("Products");

  / /  データ ソースを初期化する

  rowData.Init();

  

  / /  表のヘッダーを出力する
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  Table1.PrintRow(0);

  Table1.PrintColumns();

  

  / /  データ ソースの行をループする

  while (rowData.HasMoreRows)

  {

    / /  表の行を出力する 

    Table1.PrintRow(1);

    Table1.PrintColumns();

    

    / /  次のデータ行を選択する

    rowData.Next();

  }

  

  / /  表のフッターを出力する

  Table1.PrintRow(2);

  Table1.PrintColumns();

}

レポートを実行すると、次のように出力されます。

例 7：改ページの挿入

表オブジェクトの PageBreak メソッドを使用すると、表の出力時に改ページを挿入することができます。このメソッドは 1 つの行/列を出力す

る前に呼び出します。

例 1 を使用して PageBreak メソッドの動作方法を示します。ここでは、3 行目を新しいページに出力します。

private void Table1_ManualBuild(object sender, EventArgs e)

{

  / /  行番号 0 の行とその行のすべての列を出力する

  Table1.PrintRow(0);

  Table1.PrintColumns();

  / /  行番号 1 の行とその行のすべての列を出力する
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  Table1.PrintRow(1);

  Table1.PrintColumns();

  / /  行番号 2 の行の前に改ページを挿入する

  Table1.PageBreak();

  / /  行番号 2 の行とその行のすべての列を出力する

  Table1.PrintRow(2);

  Table1.PrintColumns();

}

実行の結果は次のようになります。

例 8：集計の出力

例 6 の出力に集計関数を使用してみましょう。例 6 の表のフォームを次のように変更します。

レポートを実行すると、次のように出力されます。
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行列タイプのレポート

行列オブジェクトはさまざまな表や表オブジェクトのように行、列およびセルで構成されています。ただし、行列内に入る行数と列数については

事前に把握していません。これはこのオブジェクトが接続するデータによって決まります。

このオブジェクトは次のように表示されます。

オブジェクトの出力時、行列は値で埋められ、それに応じてその行列は拡張したり縮小したりします。出力結果は次のようになります。

行列の概要

行列の要素について説明します。

上の図は、2 行 4 列の行列です。"a"、"b" は行ヘッダー、"1"、"2"、"3"、"4" は列ヘッダー、a1 ～ a4 および b1 ～ b4 はセルを表しま

す。このようなレポートを作成する場合、3 つの列に以下のようなデータを含むデータ ソースが 1 つ必要です。

a 1 a1

a 2 a2

a 3 a3

a 4 a4

b 1 b1

b 2 b2

b 3 b3

b 4 b4
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第 1 列は行列の行、第 2 列は行列の列、そして第 3 列は第 1 列と第 2 列で示される行と列が交差する位置にあるセルの内容を表し

ます。レポートを作成する場合、FastReport はメモリに行列を作成し、それにデータを埋めていきます。指定された数の行または列にデータ

が入りきらなくなると、行列が動的に増加します。

ヘッダーは複数のレベルを持つことができます。次の例を見てみましょう。

この例では、1 つの列に 2 つの値が含まれています。このレポートは次のようなデータが必要です。

a 10 1 a10.1

a 10 2 a10.2

a 20 1 a20.1

a 20 2 a20.2

b 10 1 b10.1

b 10 2 b10.2

b 20 1 b20.1

b 20 2 b20.2

第 1 列は行列の行を表し、第 2 列と第 3 列は行列の列を表します。最後のデータ列にはセルの値が含まれます。

次の図は、小計および総計を表す行列要素の例を示しています。

このレポートは前の例で使用した同じデータを基に作成されます。この図で、灰色で示される行は自動的に計算されています。 



136 レポートの作成

行列の設定

シート上に新しい行列オブジェクトを置くと、次のように表示されます。

行列はマウスを使用して設定することができます。これを行うには、［データ］ウィンドウにリストされるデータ ソースの列を、行列オブジェクト上

へドラッグ アンド ドロップします。これで行、列およびセルが作成されます。行列では、新しいデータが置かれる場所が赤い枠で強調表示さ

れます。

行列に既になんらかの要素が含まれていた場合、新しい要素を置くときにはインジケーターが表示されます。次のような状況では、新しいデ

ータは "[Year]" と "Name" 要素の間に置かれます。

既存の要素の順序を変更することもできます。これを行うには、要素の境界線上（黒枠で示されている部分）でマウスの左ボタンを押し、そ

のまま移動先の場所へドラッグします。 

要素を削除するには、その要素をマウスで選択し、 Delete キーを押します。
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ヘッダーの設定

ヘッダー要素を設定するには、その要素（セル）を選択して右クリックし、コンテキスト メニューを表示します。

既定では、行列ヘッダーのデータは昇順で並べ替えられます。並べ替えの順序は、［並べ替え］サブメニューから選択することで変更すること

ができます。

通常、行列のヘッダーの項目にはそれぞれ集計（"集計" というテキストのセル）があります。集計を削除するには、その集計（セル）を選択し

て Delete キーを押します。集計を再び有効にするには、その集計の対象となる要素を選択して右クリックし、コンテキスト メニューから［集

計］を選択します

［新しいページを開始］を有効にすると、行列に対し、各ヘッダー値を出力した後に改ページを挿入することを通知します。たとえば、上図の

[Year] 項目に対して改ページを有効にした場合、年の値が変わると改ページされるようになります。

［集計を抑制］を有効にすると、グループ（集計値の計算対象）に値が 1 つしかない場合は集計を行わないようにすることができます。

セルの設定

行列のセルでは、集計を計算するときに使用される関数を選択することができます。使用できる関数の一覧は次のとおりです。

関数 説明

なし セルの値は処理されません。

Sum（合計） 行列のセルに含まれる値の合計を返します。 

Min（最小値） 最小値を返します。

Max（最大値） 最大値を返します。
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Average（平均） 平均値を返します。 

Count（総数） 空でない値の数を返します。 

既定では、Sum（合計）関数が使用されます。この関数を変更するには、セルを右クリックしてコンテキスト メニューの［関数］サブメニューから

選択します。

指定のセルに集計を出力させない場合は、［なし］関数を選択します。

行列には、1 つまたは複数のデータ セルを持つことができます。行列に複数のセルがある場合は、それらを横に並べる、または縦に交互に配

置されるようにすることができます。行列の CellsSideBySide プロパティはセルの配置方法を制御します。この配置方法は、行列オブジェ

クトのコンテキスト メニュー（［セルを横に並べる］）から変更することができます。また、行列に 2 つ目のセルを追加する場合の配置順序を選

択することもできます。これを行う場合、2 つ目の値が置かれる場所を示す赤いインジケーターを見てください。

2 つ目の値が追加されると、その他の値は選択した配置順序に基づいて追加されます。

行列のスタイル

行列のセルの外観を変更するには、そのセルをクリックして選択し、ツールバーを使用してフォント、罫線および塗りつぶしを設定することがで

きます。一度に複数のセルの外観を変更するには、それらのセルをまとめて選択します。これを行うには、対象とするセル範囲の左上のセル

を選択し、左ボタンを押したままマウスを希望の選択範囲まで移動させます。
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行列全体の外観を変更する場合はスタイルを使用できます。これを行うには、行列オブジェクトのコンテキスト メニューを開き、［スタイル］サ

ブメニューからスタイルを選択します。

行と列のサイズ管理

行列オブジェクトは一種の表オブジェクトであるため、表オブジェクトと同様に行と列のサイズを設定できます。

行列はあらかじめ "自動サイズ調整" モードが有効になっています。このモードでは、行列オブジェクトが行および列のサイズを自動的に計算

します。オブジェクトのサイズは手動で管理することもできます。これを行うには、行列オブジェクトの AutoSize（自動サイズ調整）プロパティを

無効（False）にします。行と列には同じプロパティがあり、それらは行列オブジェクトの自動サイズ調整が無効になっている場合に使用でき

ます。

列の幅を最小値と最大値を指定して制限するには、その列の MinWidth および MaxWidth プロパティを設定します。 

行の高さを最小値と最大値を指定して制限するには、その行の MinHeightおよび MaxHeightプロパティを設定します。 
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例

Matrix オブジェクトの使用例について説明します。まず、新しいレポートを作成し、レポート タイトル バンドに行列オブジェクトを置きます。デ

ータ バンドに行列オブジェクトを置くこともできます。その場合は、バンドをデータ ソースに接続する必要はありません。行列を置くバンドは、2

つのバンドのどちらでも構いません。これは、どちらのバンドもレポートを実行したときに 1 回出力されるものだからです。レポート デザインは次

のようになります。

ページが変わるたびに出力されるページ ヘッダー、ページ フッターなどのバンド上には行列オブジェクトを置かないでください。そのようなバンド

に行列が置かれると、バンドが出力されるたびに行列が作成され、スタック オーバーフローを引き起こします。

行列の使用例の多くは MatrixDemo テーブルを使用しています。これは FastReport パッケージに含まれています。このテーブルには以下

のデータが含まれています。 

名前 Year Month ItemsSold Revenue

Nancy Davolio 1999 2 1 100000

Nancy Davolio 1999 11 1 110000

Nancy Davolio 1999 12 1 120000

Nancy Davolio 2000 1 1 130000

Nancy Davolio 2000 2 2 140000

Nancy Davolio 2001 2 2 150000

Nancy Davolio 2001 3 2 160000

Nancy Davolio 2002 1 2 170000

Andrew Fuller 2002 1 2 180000

Andrew Fuller 1999 10 2 190000

Andrew Fuller 1999 11 2 200000

Andrew Fuller 2000 2 2 210000

Janet Leverling 1999 10 3 300000
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Janet Leverling 1999 11 3 310000

Janet Leverling 2000 3 3 320000

Steven Buchanan 2001 1 3 400000

Steven Buchanan 2001 2 4 410000

Steven Buchanan 2000 1 4 399900

例 1：シンプルな行列

行列には、1 つのデータ セルと同様に 1 つの値が行および列に含まれます。行列を作成するには、MatrixDemo テーブルのデータ列を次の

ように追加する必要があります。

 

"Year" データ列を行ヘッダーに追加する

"Name" データ列を列ヘッダーに追加する

"Revenue" データ列を行列セルに追加する

この作業後、行列は次のように表示されます。 

次に、行列の外観を改良します。

行列のスタイルに "オレンジ" を選択する

行列のすべてのセルに対し、8 ポイント サイズの "Tahoma" フォントを選択する

"集計" に太字属性を選択する

最上行のセルに対する塗りつぶし設定で、"ガラス" タイプを選択する（色は "Gold" に設定）

行列の自動サイズを無効（AutoSize = False）にし、行と列のサイズを広げます。

この作業後、行列は次のような外観になります。 

レポートを実行すると、次のように出力されます。



142 レポートの作成

この行列には以下のことが不足しています。

"Name" データ列用のタイトルがありません。

合計が通貨書式で出力されていません。 

以下のいくつかの方法を用いて "Name" データ列に対するタイトルを追加することができます。 

"Year/Employee" というテキストを行列の左上隅に入力することができます。

対角線および 1 つのテキスト オブジェクトを追加して次のように配置することができます。 

行列のタイトルを有効にします。これを行うには、行列オブジェクトのコンテキスト メニューで［タイトルを表示］を選択します。タイトルにはテ
キストを含めることができます。

データの書式を設定するには、下図のようにセル領域全体を選択し、コンテキスト メニューから［書式］を選択して書式を設定します。

この作業後に実行されたレポートは次のようになります。
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例 2：複数レベルのヘッダー

行列には、1 行に 1 つの値、1 列および 1 つのデータ セルに 2 つの値が含まれます。ここでは、前の例で作成した行列に新しい項目を追

加します。

"Year" 項目の右側の行ヘッダーに "Month" データ列を追加します。

新しい項目の追加後、行列の外観を変更します。セルの書式も設定する必要があります。この作業後、行列は次のように表示されます。

レポートを実行すると、次のように出力されます。 
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例 3：月名の出力

前の例の行列では、Month 項目のセルに数字の月が出力されていました。これは、"Month" データ列に月の名前ではなく数字が含まれて

いるからです。月の名前が出力されるようにするには、以下のことを行います。 

月の数字が出力されるセルを選択します。ここでは、そのセル名を "Cell8" と仮定します。

［プロパティ］ウィンドウで、  ボタンをクリックし、BeforePrint イベントをダブルクリックします。

FastReport はレポート スクリプトに空のイベント ハンドラーを追加します。次のコードを記述します。

private void Cell8_BeforePrint(object sender, EventArgs e)

{

  string[] monthNames = new string[] {

    "January", "February", "March", "April", 

    "May", "June", "July", "August", 

    "September", "October", "November", "December" };

  / /  Cell8 は月の数字を出力するセル

  / /  Cell8.Value はセルに出力される値（つまり月の数字）

  / /  この値は System.Object  型なので、これを int  にキャストする必要がある

  Cell8.Text = monthNames[(int)Cell8.Value - 1];

}

レポートを実行すると、次のように出力されます。 

例 4：条件付き強調表示

行列には、テキスト オブジェクトのように条件付き強調表示を設定することができます。この詳細については、条件付き強調表示を参照して

ください。

ここでは、例 2 で作成した行列を使用し、金額が 300000 を超える場合に赤色で強調表示する方法を説明します。これを設定するに
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は、"Revenue" というテキストのセルを選択し、テキスト ツールバー上の  ボタンをクリックします。強調表示の条件エディターで次の条

件を追加します。

Value > 300000

条件と一致するテキストの色に赤（"Red"）を設定します。実行されたレポートは次のようになります。 

ここでは、集計値は強調表示されていません。強調表示の条件は 1 つのセルにのみ設定しているため、集計値は強調表示されません。他

の値も強調表示させるには、行列のすべてのセルに対して強調表示を設定する必要があります。

この例では、セル自身の値に対する条件付き強調表示を使用しています。このほか、行列のヘッダーの値に応じてセルを強調表示すること

ができます。次の例では、2000 年に属するセルを強調表示する方法を示します。このため、次の図で示すように行列のセルを選択します。

選択したセルに対し、次の強調表示の条件を設定します（塗りつぶしの色も適宜設定します）。

(int)Matrix1.RowValues[0] == 2000
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この条件の "Matrix1" とは行列の名前です。行列の RowValues プロパティは、"Object []" 型を持ち、現在出力されている行に対応する

行ヘッダーの値の配列が含まれます。配列の値の数は、ヘッダーのレベル数と同等です。この例では 2 つの値があります。最初の値は

"Year"、もう 1 つの値は "Month" です。 

2 つ目の行は強調表示しないでください。これは RowValues プロパティの値が確定しないため、レポート作成時にエラーが発生します。 

レポートを実行すると、次のように出力されます。 

列の値を参照する場合は、行列の ColumnValues プロパティを使用することもできます。 

例 5：偶数行の強調表示

行列の外観を改良するため、偶数行または偶数列を別の色で強調表示することができます。ここでは例 2 で作成した行列を使用して、こ

の設定方法を説明します。

下図で示すように、行列のデータ領域全体を選択します。 
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強調表示の条件エディターを呼び出します。次の条件を追加します。

Matrix1.RowIndex % 2 != 0

また、背景色（塗りつぶし）には、元の色より少し暗めの色を選択します。この条件例の "Matrix1" とは行列の名前です。この行列の

RowIndex プロパティは現在出力されている行の番号を返します。 

列を強調表示する場合は、行列の ColumnIndex プロパティを同様に使用します。

レポートを実行すると、次のように出力されます。

例 6：式の使用

前の例では、［データ］ウィンドウからデータ列をドラッグすることで行列を作成しました。行列の作成には式を使用することもできます。行列に

式を挿入するには、以下のことを行います。

［データ］ウィンドウの要素を行列に追加します。どのような要素でも可能です（システム変数 "Date" など）。その要素を使用して行列要
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素を作成します。

その要素をダブルクリックし、式エディター ウィンドウで必要な式を選択します。

行列にデータ フィールドではなく式を指定する場合は、行列の DataSource プロパティが正しく設定されていることを確認してください。デー

タ列を使って行列を作成する場合は、データ列を行列にドラッグしたときにこのプロパティの値は自動的に設定されます。

式の使用方法の例を見てみましょう。このため、データソースとして Order Details テーブルを使用します。このテーブルには販売された製品

の一覧が含まれています。また、このテーブルには複数の関係が設定されており、従業員の名前、製品名およびそのカテゴリにアクセスでき

ます。 

この行列では、各従業員の売上高を製品別に示します。行列を作成するには、以下の手順に従います。

"Order Details.Products.Categories.CategoryName" データ列を列ヘッダーに追加します。

行ヘッダーに項目を追加して行列の要素を作成します。ここではヘッダー要素として次のような式を設定します。

[Order Details.Orders.Employees.FirstName] + " " + [Order Details.Orders.Employees.LastName]

データ セルに項目を追加して行列の要素を作成します。ここではデータ セル要素として次のような式を設定します。

[Order Details.UnitPrice] * [Order Details.Quantity] * (decimal)(1 - [Order Details.Discount])

従業員の名前は "Employees.FirstName" データ列を使用すれば取得できますが、ここでは長いデータ列を指定しています。これは、行

列が Order Details データ ソースに接続されているからです。このデータ ソースとほかのテーブル間の関係を使用すると、それぞれの列への

参照が簡単になります（関係の詳細については、「データ」の章を参照してください）。"Employees.FirstName" データ列へ直接参照する

場合は、テーブルで先頭に位置する従業員の名前が取得されます。 

行列の外観を設定します。この作業後、行列は次のように表示されます。 

レポートを実行すると、複数シートにわたる大きな行列が出力されます。 
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例 7：セル内の図

行列のセルはテキスト オブジェクトから継承されテキスト データを表示することができます。テキストだけでは不十分な場合、ほかのオブジェク

トをセル内に置くことができます。ここでは、行列に図を表示させる方法について説明します。 

そのため、例 6 で作成した行列を使用します。従業員の写真（"Employees.Photo" データ列）とカテゴリのイメージ写真（"Categories.

Picture" データ列）を追加します。以下のことを行います。

従業員の名前が含まれるセルを選択し、そのサイズを大きくします。

そのセルに図オブジェクトを追加します。

従業員の写真を表示するには、図オブジェクトを次に示すデータ列にバインドします（これはオブジェクトのエディターで設定できます）。

Order Details.Orders.Employees.Photo

カテゴリ名を含むセルを選択し、そのサイズを大きくします。

そのセルに図オブジェクトを追加します。

カテゴリのイメージ写真を表示するには、図オブジェクトを次に示すデータ列にバインドします（これはオブジェクトのエディターで設定できま

す）。

Order Details.Products.Categories.Picture

この作業後、行列は次のように表示されます。
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レポートを実行すると、次のように出力されます。

例 8：セル内のオブジェクト

行列のセルに挿入されたオブジェクトを使用すると、さまざまな視覚効果が得られます。次の例では、従業員の売上高のレベルを表すシンプ

ルな目盛りの描画方法を示します。 
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この行列には MatrixDemo データ ソースを使用します。行列を作成するには、次のようにデータ列を追加します。

"Year" データ列を行ヘッダーに追加する

"Name" データ列を列ヘッダーに追加する

"Revenue" データ列を行列セルに追加する

行列を外観を次のように設定します。

次に、3 つの図形オブジェクトを "Revenue" 値のセルに追加します。これらのオブジェクトは以下のようなインジケーターの役割を果たしま

す。

セルの値が 10000 未満の場合は、赤色の図形オブジェクトを 1 つ表示する

セルの値が 300000 未満の場合は、黄色の図形オブジェクトを 2 つ表示する

セルの値が 300000 以上の場合は、緑色の図形オブジェクトを 3 つ表示する

行列は次のように表示されます。

これらのオブジェクトを制御するには、行列セルのイベント ハンドラーを使用します。"Revenue" データのセルを選択し、［プロパティ］ウィンド

ウから BeforePrint イベントハンドラーを作成します。このハンドラーで以下のコードを記述します。 

private void Cell4_BeforePrint(object sender, EventArgs e)

{

  / /  この例では Cell4 という名前のセルを使用 

  / /  Cell4.Value プロパティからセルの値を取得する 

  / /  行列内のいくつかのセルが空であることを考慮する（ヌルチェック）

  / /  [MatrixDemo.Revenue] が System.Decimal 型であるため、

  / /  値を Decimal 型にキャストする必要がある

  decimal value = Cell4.Value == null ?0 :(decimal)Cell4.Value;

  

  / /  図形オブジェクトの表示を、次のように値に応じて切り替える 

  / /  値 < 10000 -  1 つのオブジェクトを表示 

  / /  値 < 300000 -  2 つのオブジェクトを表示 

  / /  値 >= 300000 -  すべてのオブジェクトを表示

  Shape1.Visible = true;

  Shape2.Visible = value >= 10000;



152 レポートの作成

  Shape3.Visible = value >= 300000;

  

  / /  オブジェクトの色を選択する

  / /  値 < 10000 -  赤色 

  / /  値 < 300000 -  黄色 

  / /  値 >= 300000 -  緑色

  Color color = Color.Red;

  if (value >= 10000)

    color = Color.Yellow;

  if (value >= 300000)

    color = Color.GreenYellow;

    

  / /  オブジェクトの色を設定する

  Shape1.Fill = new SolidFill(color);  

  Shape2.Fill = new SolidFill(color);  

  Shape3.Fill = new SolidFill(color);  

}

レポートを実行すると、次のように出力されます。

例 9：行列データの手動埋め込み

今までの例では、行列にはデータが自動的に入っていました。これは、行列がデータ ソースに接続されていたためです。行列用のデータ ソー

スは DataSource プロパティで指定されます。このプロパティの値は手動で設定していなくても、データ列を行列に追加したときに自動的に

設定されます。

スクリプトを使用すると、行列にデータを手動で入力することができます。これには、行列の ManualBuild イベント ハンドラーを作成する必

要があります。このイベント ハンドラーのコードで AddValue メソッド を呼び出し、値を追加します。ここでは、次のような 10 行 10 列のテー

ブルを出力する行列を作成する方法を説明します。

1 2 3 ...

1 1

2 2

3 3
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... ...

以下のことを行います。 

空の行列をレポートに追加します。

［データ］ウィンドウから行列の行、列およびセルへ要素をドラッグして配置します。その行列要素をダブルクリックして式エディターを呼び出

し、その式をクリアします。

行列の DataSource プロパティの値をクリアします。

上記の手順は 1 つの行、列およびセルを持つダミーの行列を作成するために必要です。この結果、行列は次のように表示されます。 

次に ManualBuild イベント ハンドラーを作成します。このため、行列を選択し、［プロパティ］ウィンドウで  ボタンをクリックします。

ManualBuild イベントをダブルクリックすると、FastReport は空のイベント ハンドラーを作成します。このハンドラーで以下のコードを記述し

ます。 

private void Matrix1_ManualBuild(object sender, EventArgs e)

{

  / /  行列には、行、列およびセルに対し 1 つのレベルがある

  / /  各要素にオブジェクト型（object []）の 3 つの配列を作成する 

  / /  （レベル数に従う）

  object[] columnValues = new object[1];

  object[] rowValues = new object[1];

  object[] cellValues = new object[1];

  

  for (int i = 1; i <= 10; i++)

  {

    / /  配列を埋める

    columnValues[0] = i;

    rowValues[0] = i;

    cellValues[0] = i;

    

    / /  データを行列へ追加する

    Matrix1.AddValue(columnValues, rowValues, cellValues);

  }

}

ハンドラーで、Matrix オブジェクトの AddValue メソッドを使用してデータを行列に入力します。このメソッドには 3 つのパラメーターがあり、各
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パラメーターは System.Object 型の配列となっています。最初のパラメーターは列の値、2 番目のパラメーターは行の値、3 番目のパラメー

ターがセルの値です。各配列の値の数は、オブジェクトの設定に従う必要があるので注意してください。この場合、オブジェクトには行、列およ

びセルに対しそれぞれ 1 つのレベルがあります。それに応じて各行、列およびセルに 1 つの値を提供していきます。 

レポートを実行すると、次のように出力されます。

行列で、行 3 および列 7 が交差する場所に "21" という値を追加する方法を示します。このため、コードを次のように変更します。

private void Matrix1_ManualBuild(object sender, EventArgs e)

{

  object[] columnValues = new object[1];

  object[] rowValues = new object[1];

  object[] cellValues = new object[1];

  

  for (int i = 1; i <= 10; i++)

  {

    columnValues[0] = i;

    rowValues[0] = i;

    cellValues[0] = i;

    

    Matrix1.AddValue(columnValues, rowValues, cellValues);

  }

  columnValues[0] = 7;
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  rowValues[0] = 3;

  cellValues[0] = 21;

  Matrix1.AddValue(columnValues, rowValues, cellValues);

}

実行の結果は次のようになります。 

ご覧のとおり、行列は自動的に集計を計算します。

データに接続される行列用に ManualBuild イベント ハンドラーを使用することもできます。この場合、最初にイベント ハンドラーが呼び出さ

れ、その後、データ ソースのデータが行列に格納されます。
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対話型レポート

FastReport の実行レポートは対話形式で動作させることができます。これは、プレビュー ウィンドウでユーザーの操作に反応することを意

味します。以下の相互作用を使用できます。

レポート オブジェクト上をクリックしたときに、なんらかの操作を実行します。たとえば、詳細レポートを実行し、それを別のウィンドウに表示

できます。

プレビュー ウィンドウにレポートのアウトラインを表示できます。これはレポート上の検索に使用できます。

ハイパーリンク

ほぼすべてのレポート オブジェクトに Hyperlink プロパティがあります。このプロパティを使用すると、プレビュー ウィンドウ内でのマウス クリックに

対するオブジェクトの反応を定義できます。

このようなオブジェクトをクリックしたときには、以下のいずれかの動作を発生させることができます。

URL アドレスへ移動する

電子メールを送信する

あらゆるシステム コマンドを実行する

指定した番号のレポート ページへ移動する

別のレポート オブジェクトで定義されたブックマークへ移動する

別のプレビュー ウィンドウで詳細レポートを実行する

スクリプトで定義したカスタム アクション

ハイパーリンクの設定

ハイパーリンクを設定するには、対話型にするオブジェクトを選択して右クリックします。このコンテキスト メニューから［ハイパーリンク］を選択し

ます。ハイパーリンク エディター ウィンドウが開きます。
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このウィンドウの左側にあるタブからハイパーリンクの種類を選択します。タブを選択したら、ウィンドウ下部にある［クリック可能なリンクに見える

ようにオブジェクトの外観を変更する］チェックボックスをクリックしてオンにします。オブジェクトの外観を次のように変更します。

テキストの色を青色にし、下線を設定します。

カーソルのフォームを手の形（Hand）に設定します。

ハイパーリンクはプレビュー ウィンドウでのみ表示され、印刷する必要がない場合もあります。その場合はオブジェクトの Printable プロパティ

を無効（False）にするだけです。これは［プロパティ］ウィンドウで設定できます。

URL へのリンク

このタイプのハイパーリンクを使用すると、以下のことが行えます。

指定したインターネット アドレスへ移動する

ある種のシステム コマンドを実行する（例：電子メール送信用の "mailto:" など）

このタイプのハイパーリンクをクリックすると、その値をパラメーターとする System.Diagnostics.Process.Start メソッドが実行されます。

ハイパーリンクの値は、以下の 2 つの方法を使用して指定できます。

値を直接指定します（例：http://www.fast-report.com）。
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ハイパーリンクの値を返す式を指定します。この式はレポートの実行時に計算されます。

ページ番号へのリンク

このタイプのリンクを使用すると、実行されたレポート内の特定のページへ移動させることができます。これは、先頭ページへの移動に用いるこ

とが多いでしょう。このためには、リンクの値としてページ番号（この場合であれば 1）を指定します。

 

ページ番号は、以下の 2 つの方法を使用して指定できます。

番号を直接指定します（例：1）。

ページ番号を返す式を指定します。この式はレポートの実行時に計算されます。

ブックマークへのリンク

このタイプのリンクを使用すると、別のレポート オブジェクトで定義されたブックマークへ移動することができます。

HTML 言語をご存じであれば、ブックマークはアンカーのように動作すると言えばおわかりでしょう。ブックマークには、名前および実行されたレ

ポート内の明確な位置（ページ番号およびそのページ上の位置）が含まれます。名前によってそのブックマークへ移動するときは、指定した

位置に移動します。

このリンク タイプを使用するには、まずブックマークを定義する必要があります。これを行うには、リンクをクリックしたときに移動させるオブジェクト

を選択します。ほぼすべてのレポート オブジェクトに Bookmark プロパティがあります。このプロパティの変更は、［プロパティ］ウィンドウで行う

ことができます。

Bookmark プロパティには式が含まれます。この式は次のように使用できます。

ブックマーク名を次のように文字列として指定する 

"MyBookmark"

ブックマークの名前を返す式を指定します。たとえば、データ列を式として使用できます。式の値は、レポートを実行したときに計算されま

す。

ブックマークを定義した後、ハイパーリンク設定ウィンドウでその名前を指定することができます。これには以下の 2 つの方法を使用します。

ブックマークの名前を直接指定します。

ブックマークの名前を返す式を指定します。たとえば、データ列がこれに該当します。この式はレポートの実行時に計算されます。

詳細レポートへのリンク

このリンク タイプを使用すると、別のレポートを実行し、そのレポートを別のプレビュー ウィンドウに表示することができます。

このタイプのハイパーリンクには、以下のパラメーターを設定する必要があります。
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詳細レポートの名前

ハイパーリンクの値に使用されるレポートのパラメーターの名前

ハイパーリンクの値

リンクをクリックすると、以下のことが実行されます。

指定されたレポートが読み込まれます。

レポートのパラメーターがハイパーリンクの値に設定されます。

レポートが作成され、別のプレビュー ウィンドウに表示されます。

レポート パラメーターの値は、以下の 2 つの方法を使用して指定できます。

値を直接指定します。

値を返す式を指定します。この式はレポートの実行時に計算されます。

詳細ページへのリンク

このリンク タイプは、現在のレポートの別のページを詳細レポートとして使用することを除けば、「詳細レポートへのリンク」と同様に動作しま

す。このため、レポートには少なくとも 2 つのページが含まれている必要があります（1 つはメイン レポート、もう 1 つは詳細レポート）。
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このタイプのハイパーリンクには、以下のパラメーターを設定する必要があります。

そのレポートのページ名

ハイパーリンクの値に使用されるレポートのパラメーターの名前

ハイパーリンクの値

リンクをクリックすると、以下のことが実行されます。

レポートのパラメーターがハイパーリンクの値に設定されます。

指定されたレポート ページが作成され、別のプレビュー ウィンドウに表示されます。

レポート パラメーターの値は、以下の 2 つの方法を使用して指定できます。

値を直接指定します。

値を返す式を指定します。この式はレポートの実行時に計算されます。

レポート ページを選択する場合、その Visible プロパティは False にリセットします。これは、メイン レポートが作成される場合、このページ

が省かれることを意味します。
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カスタム リンク

このリンク タイプを使用すると、マウス クリックに対する独自の反応を定義できます。このため、オブジェクトの Click イベント ハンドラーを使用

します。これは次の手順で行います。

オブジェクトを選択し、（表示されていない場合は）［プロパティ］ウィンドウを開きます。

 ボタンをクリックしてオブジェクトのイベントを表示します。

Click イベント項目をダブルクリックします。［コード］ウィンドウが開き、空のイベント ハンドラーが作成されます。

このイベント ハンドラーのコード内で、必要なアクションを行います。最も多いと思われるアクションは、ハンドラーの呼び出しやハイパーリンク

の値のためのオブジェクトへのリンクです。ハンドラーのパラメーターである sender を使用します。

private void Text2_Click(object sender, EventArgs e)

{

  / /  sender -  これはクリックされたオブジェクトです。

  / /  ハイパーリンクの値を受け取るためには、 

  / /  この sender を ReportComponentBase 型にキャストする必要があります。

  object hyperlinkValue = (sender as ReportComponentBase).Hyperlink.Value;

 

  MessageBox.Show("Hyperlink value = " + hyperlinkValue.ToString());

}

レポートのアウトライン

レポートのアウトライン（別名 "ドキュメント マップ"）はプレビュー ウィンドウに表示される TreeView コントロールです。
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このコントロールはツリー構造を示し、レポート作成時に形成されます。ツリー要素をクリックすると、対応するレポート要素へ移動します。

レポートにアウトラインが設定されると、自動的にそれが表示されるようになります。ツールバーの  ボタンをクリックすることでアウトラインの

表示/非表示を切り替えることができます。レポートは自動的にアウトラインを作成しません。これについては手動で行う必要があります。

レポート ページおよびそのすべてのバンドには OutlineExpression プロパティがあります。アウトラインを形成するには、このプロパティに要素

のテキストを返す式を指定します。この式はバンドの出力時に計算され、その値がアウトラインに追加されます。マスター/詳細またはグループ

タイプのレポートの場合、アウトラインの構造はレポートと同じような構造になります。

OutlineExpression プロパティは［プロパティ］ウィンドウで設定できます。

レポート タイプ別のアウトラインについては、以下の設定方法を推奨します。

アウトラインに実行レポートのシートを表示させる場合は、レポート ページの OutlineExpression プロパティを設定します。この式はペー

ジ番号を返します。

[PageN]

1 つのデータ バンドを使用するシンプル リスト レポート タイプの場合、そのバンドの OutlineExpression プロパティを設定します。式とし

て、バンドに出力されるデータ列を使用します。

2 つのデータ バンドを使用するマスター/詳細レポート タイプの場合、対応するバンドの OutlineExpression プロパティを設定します。た

とえば、"カテゴリ/製品" レポート タイプでは、最初のバンドの OutlineExpression プロパティにはカテゴリの名前、2 番目の

OutlineExpression プロパティには製品の名前を含めます。

グループ レポート タイプの場合、グループ ヘッダーおよびデータ バンドの OutlineExpression プロパティを設定します。グループ ヘッダー

用の式には、グループ化の条件を使用します。データ バンド用の式には、バンドに出力されるデータ列を使用します。
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例

例 1：Web ページへのリンク

この例では、1 つのテキスト オブジェクトを持つシンプルなレポートを作成します。プレビュー ウィンドウでそのテキスト オブジェクトをクリックする

と、FastReport の Web ページへ移動します。

新しいレポートを作成し、テキスト オブジェクトを追加します。このオブジェクトに次のようなテキストを追加します。

FastReport ホーム ページへ 

次に、オブジェクトを右クリックして、コンテキスト メニューから［ハイパーリンク］を選択します。次のようにリンクを設定します。

リンクの設定後、テキスト オブジェクトに対してリンク属性（青色のテキスト、下線付き、手形のカーソル）を適用するため、［クリック可能なリン

クに見えるようにオブジェクトの外観を変更する］オブションを有効（オン）にします。 

レポートを実行し、オブジェクトをクリックします。Web ブラウザー ウィンドウが開き、FastReport のホーム ページへ移動します。
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例 2：詳細レポートの作成

この例では、カテゴリの一覧を表示するレポートを作成します。カテゴリ名をクリックすると、そのカテゴリの製品の一覧を含む詳細レポートが

表示されます。

以下のことを行う必要があります。

最初に、詳細レポートを作成します。

カテゴリを識別するレポート パラメーターを定義します。

このパラメーターにデータ フィルターを設定します。

メイン レポートを作成します。

選択したカテゴリに設定されたパラメーターに基づいて詳細レポートが実行されるようにするため、メイン レポートでハイパーリンクを設定し

ます。

まず、製品の一覧を出力する詳細レポートを作成します。このため、新しいレポートを作成し、データ ソースとして "Products" を選択しま

す。次のようにオブジェクトを配置します。

選択したカテゴリをメイン レポートから詳細レポートへ渡すために使用するパラメーターを作成します。カテゴリの識別のため、Categories お

よび Products テーブルの両方に含まれる "CategoryID" を使用します。次のようにパラメーターを設定します。
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データ フィルターを設定して、指定されたカテゴリに属する全製品をフィルター処理する必要があります。これを行うには、データ バンドをダブ

ル クリックします。［フィルター］タブを開き、次のような条件を指定します。

次に、メイン レポートを作成します。新しいレポートを作成し、データ ソースとして "Categories" テーブルを選択します。次のようにオブジェ

クトを配置します。
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このテキスト オブジェクトを右クリックし、コンテキスト メニューから［ハイパーリンク］を選択します。次のようにリンクを設定します。

レポート名として、詳細レポート ファイルの名前を選択します。レポート パラメーターは、フィールドの右端にあるボタンをクリックして開くドロッ

プダウン リストから選択できます。パラメーター値として、"[Categories.CategoryID]" という式を指定します。

レポートを実行すると、次のようにカテゴリの一覧が表示されます。
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カテゴリの 1 つをクリックすると、詳細レポートが作成されます。このレポートはプレビュー ウィンドウの別のタブに表示されます。

上の図では、タブのタイトルにハイパーリンクの値が設定されています。この場合は、CategoryID データ列に含まれる数値です。これでは意

味がわかりにくく、体裁もよくありません。数値ではなくカテゴリ名を使用するようにレポートを変更してみましょう。このため、以下のことを行い
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ます。

詳細レポートで、以下のことを行います。

パラメーターの DataType プロパティを "String" に変更します。

Categories データ ソースをレポートに追加します。これは、データのフィルター処理時、CategoryName データ列を参照するために使

用します。

データ バンドのフィルター式を次のように変更します。 

[Products.Categories.CategoryName] == [SelectedCategory]

メイン レポートで、以下のことを行います。

ハイパーリンクの設定を変更します。"[Categories.CategoryName]" 値をレポート パラメーターへ渡します。

レポートを実行すると、タブのタイトルにカテゴリ名が設定されるようになります。詳細レポートの外観を少し改良します。選択したカテゴリの名

前を出力するテキスト オブジェクトをレポート タイトル バンドに追加します。
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この例では、2 つのレポートを作成し、作業に応じてそれぞれのレポートをその都度開いています。これは効率がよくありません。このタスクを

もっと簡単にするには、2 つのレポートを 1 つのレポートにまとめ、最初のページにメイン レポート、2 番目のページには詳細レポートを置くよう

にします。この場合、ハイパーリンクは次のように設定する必要があります。

ここでは、詳細レポート ページとして "Page2" を選択する必要があります。

例 3：対話型の行列オブジェクト

この例では、行列オブジェクトのセルをクリックした場合に詳細レポートを作成する方法を示します。例として、従業員別の年間売上を表示

する行列を使用します。 

行列のデータ ソースとして MatrixDemo テーブルを使用します。従業員の売上を年単位および月単位で表します。

Name Year Month ItemsSold Revenue

Nancy Davolio 1999 2 1 100000

Nancy Davolio 1999 11 1 110000

Nancy Davolio 1999 12 1 120000
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Nancy Davolio 2000 1 1 130000

Nancy Davolio 2000 2 2 140000

Nancy Davolio 2001 2 2 150000

Nancy Davolio 2001 3 2 160000

Nancy Davolio 2002 1 2 170000

Andrew Fuller 2002 1 2 180000

Andrew Fuller 1999 10 2 190000

Andrew Fuller 1999 11 2 200000

Andrew Fuller 2000 2 2 210000

Janet Leverling 1999 10 3 300000

Janet Leverling 1999 11 3 310000

Janet Leverling 200000 3 3 320000

Steven Buchanan 2001 1 3 400000

Steven Buchanan 2001 2 4 410000

Steven Buchanan 2000 1 4 399900

次のように行列を設定します。

MatrixDemo.Year データ列を列ヘッダーに置きます。

MatrixDemo.Name データ列を行ヘッダーに置きます。

MatrixDemo.Revenue データ列をセルに置きます。

実行される行列は次のようになります。

セルの値は各従業員の年間売上を示しています。次に、このセルをクリックしたときに表示される詳細レポートを作成してみましょう。詳細レ

ポートには、選択した従業員の、指定した年の月別売上を含めることにします。
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出力されるデータとセルはどのように接続されるのでしょうか。行列のセルはそれぞれ自身のアドレスを持っています。これは、列ヘッダーおよ

び行ヘッダーの値を組み合わせたものです。この例の場合、セルのアドレスは年および従業員名の組み合わせです。このデータを正確に詳

細レポートへ渡すことができます。これを行う方法は、極めて簡単です。レポート名とパラメーターの名前のみを表示するハイパーリンクを設

定します。パラメーターの値を指定する必要はありません。行列のセル用に、FastReport 自身が値を作成し、それをパラメーターに渡しま

す。

行列内の左上で 390,000 という数字が含まれるセルをクリックすると仮定します。これは、"Andrew Fuller" という名前の従業員の 1999

年における年間売上です。この値をパラメーターに渡すためには特定の形式を使用します。FastReport は、列および行の値を次のように

区切り文字を使用して結合します。

1999;Andrew Fuller

これは、この文字列から年と従業員名の値を取り出し、年を int 型に変換し、それらの値をデータのフィルター処理に使用するということでは

ありません。作業はもっと簡単で、入れ子のパラメーターを持つパラメーターを作成するだけです。この詳細については、「データ」の章の

パラメーターの作成を参照してください。この例では、親パラメーターは次のようになります。

パラメーターを作成する場合は、以下の点に留意してください。

親パラメーターを設定する必要はありません。そのパラメーターの名前を指定するだけです。

親パラメーターは行列から渡される値と同数の入れ子のパラメーターを持つ必要があります。この例の場合は、2 つの値があります。

入れ子のパラメーターの順序は、行列から渡される値の順序と一致させる必要があります。この例の場合は、Year（年）が 1 番目のパラ

メーターに渡され、Name（従業員名）が 2 番目のパラメーターに渡されます。

入れ子のパラメーターには自由に名前を付けることができますが、行列の要素の名前と一致する名前にすることをお勧めします。

入れ子のパラメーターに正しいデータ型を設定しておくことが極めて重要です。このデータ型はパラメーターに渡される値の型と一致してい

る必要があります。この例の場合、1 番目のパラメーター（Year）は整数型で、2 番目のパラメーター（Name）は文字列型です。

これらの必要事項が確認できたら、レポートを作成します。次のように、行列のセルを選択し、コンテキスト メニューからハイパーリンク エディタ

ーを呼び出します。
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ハイパーリンクの設定で、レポート パラメーターとして親パラメーター指定します（ここでは "SelectedCell" ）。

FastReport は値を入れ子のパラメーターである SelectedCell.Year と SelectedCell.Name に渡します。これらの値は、パラメーターの

設定で指定されたデータ型に変換されます。このため、パラメーターのデータ型を正しく設定しておくことが重要です。 

詳細レポートはメイン レポートの別のページに置かれ、同じデータソースを使用します。

選択した従業員の、選択した年の年間売上を表示させるためには、フィルターを設定します。このため、データ バンド エディターを開き、［フィ

ルター］タブで次のフィルター条件を指定します。

[MatrixDemo.Year] == [SelectedCell.Year] && [MatrixDemo.Name] == [SelectedCell.Name]

レポートのデザインが完了しました。レポートを実行して左上のセル（390,000）をクリックします。詳細レポートが開かれ、次のようなデータが

表示されます。
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Revenue の各値（190,000 と 200,000）の合計は、元の行列でクリックしたセルの値（390,000）と一致しています。

例 4：目次、ナビゲーションおよびアウトライン付きのレポート

この例では、以下の機能を持つレポートを作成します。

最初のページには対話型の目次を出力します。目次の要素をクリックすると、対応するページに移動することができます。

プレビュー ウィンドウで、アウト ラインを表示します。これも同様に対話型です。

このレポートでは Categories および Products テーブルを使用します。目次にはカテゴリの一覧を出力します。それ以外のレポート部分に

はカテゴリ別の製品リストを出力します。レポート テンプレートは 2 つのページで構成されます。最初のページは目次の出力に使用し、2 番

目のページはレポート メイン部分として使用します。 

まずは目次について説明します。新しいレポートを作成し、データ ソースとして Categories および Products を追加します。データ バンド
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を Categories テーブルに接続し、次のようにオブジェクトを配置します。

目次オブジェクトを対話型にするには、その Hyperlink プロパティを設定します。

カテゴリ名をブックマークとして指定します。オブジェクトのブックマークは後で定義します。

目次にページ番号を出力するには、以下のことを行う必要があります。

レポートのダブル パス設定を有効にします。これは［レポート］メニューの［オプション］を選択して行います。目次ページはほかのページより

も先に出力されるため、これが必要です。この時点で、FastReport はカテゴリがどこに出力されるかわかっていません。

Engine.GetBookmarkPage 関数を使用します。これは指定されたブックマークのページ番号を返します。ここでは、ブックマーク名とし

て "[Categories.CategoryName]" という式を使用します。関数は次のようになります。
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[Engine.GetBookmarkPage([Categories.CategoryName])]

レポートの 2 番目のページで、下図のようなマスター/詳細レポートを作成します。

目次内の要素をクリックしたときに移動するブックマークを設定します。このため、最初のデータ バンドを選択して、Bookmark プロパティに次

の式を指定します。

[Categories.CategoryName]

レポート アウトラインを設定するには、以下の手順に従います。

最初のレポート ページを選択します。そのページに切り替えれば（開けば）ページが選択されます。

［プロパティ］ウィンドウで、OutlineExpression プロパティに次の値を設定します。

"Contents"

2 番目のページに切り替えます。

最初のデータ バンドを選択し、その OutlineExpression プロパティに次の値を設定します。

[Categories.CategoryName]

2 番目のデータ バンドを選択し、その OutlineExpression プロパティに次の値を設定します。

[Products.ProductName]
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レポートの継承

同じデータ（会社のロゴ、社名、電子メール アドレスなど同じ内容のヘッダー/フッター）を含む多くのレポートが存在する場合があります。ここ

で、電子メール アドレスなど会社の情報を変更する必要がある状況を想像してください。その場合、レポートごとにこの変更を行う必要があ

ります。これを回避するため、レポートの継承を使用することができます。

たとえば、各レポートに、共通する要素（ロゴ、会社名、電子メールなど）があるとします。一般に、これらの要素はレポート タイトルまたはペ

ージ ヘッダー上に置かれます。このため、共通する要素のみを含む基本レポートを作成することができます。それ以外のレポートではその基

本レポートを使用するため、その共通要素に加えて、レポート内で定義した独自の要素が含まれます。

共通する要素（ロゴや電子メール）を変更する必要がある場合は、基本レポートを開いて必要な変更を行うだけです。基本レポートから継

承されるその他すべてのレポートは自動的に変更されます。実際、継承されるレポートを開く場合は、先に基本レポートが開かれ、その後に

継承レポートが開かれます。

レポートの作成

継承を使用するには、以下のことを行う必要があります。

基本レポートを作成し、それをファイルに保存します。

基本レポートを継承する新しいレポートを作成します。

継承レポートを作成するには、［ファイル］メニューの［新規作成］を選択し、［新しい項目の追加］ウィンドウから［継承レポート］を選択しま

す。

基本レポート ファイルの選択を求められます。そのファイルはこの時点で既に作成されている必要があります。ファイルを選択すると、その基

本レポートがデザイナーに読み込まれます。目的に応じてそのレポートを変更することができます。基本レポートから継承されるオブジェクトに

は、次のようにロック アイコンが付けられています。
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これは、そのオブジェクトの削除、名前の変更または別のバンドへの移動が行えないことを意味します。

新しいオブジェクトの追加、オブジェクトの外観、サイズおよび場所の変更は可能です。作業が終了したら、そのレポートを保存します。

基本レポートの変更

基本レポートを変更する場合に起こる現象について説明します。以下の変更を行うことができます。

基本レポートからオブジェクトを削除します。このオブジェクトは、継承レポートからも削除されます。

オブジェクトを基本レポートに追加します。このオブジェクトは、自動的に継承レポートにも追加されます。

オブジェクトのサイズ、位置、テキスト、外観を変更します。このオブジェクトが継承レポート側で変更されていなければ、すべての変更が

継承レポートに反映されます。

最後の項目には説明が必要です。継承を使用する 2 つの例を見てみましょう。最初の例では、以下のことを行います。

Text1 オブジェクトを含む基本レポートを作成します。

継承レポートを作成し、変更することなく保存します。

基本レポートを開き、Text1 オブジェクトの位置を変更します。

継承レポートを開くと、Text1 オブジェクトの位置が同様に変更されています。

もう 1 つの例では、以下のことを行います。

Text1 オブジェクトを含む基本レポートを作成します。

継承レポートを作成します。

継承レポートで、Text1 オブジェクトの位置を変更し、レポートを保存します。

基本レポートを開き、Text1 オブジェクトの位置を（継承レポートとは異なる位置に）変更します。

継承レポートを開くと、Text1 オブジェクトの位置は変更されていません。

位置の変更が反映されないのは、継承レポートでオブジェクトが変更されていたためです。この変更は、継承レポート ファイルに保存されて

います。ここで基本レポートで元のオブジェクトを変更すると、その変更は継承レポートで無視されます。この場合は、新しいオブジェクトの位

置が無視されます。それ以外の変更（テキストの色など）はすべて継承レポートに反映されます。

この動作は、継承レポート ファイルの内容を見るとよくわかります。たとえば、元のオブジェクトが変更されなかった場合、継承レポートにはそ

のオブジェクトが次のように保存されます。

<inherited Name="Text1"/>

継承レポートでオブジェクトの位置を変更すると、そのオブジェクトは次のように保存されます。
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<inherited Name="Text1" Left="255.15" Top="28.35"/>

継承レポートを開いたとき、FastReport は基本レポートで定義されたオブジェクトのプロパティをすべて読み込み、さらに継承レポートに保

存されているオブジェクトのプロパティをすべて読み込みます。

制限事項

レポートの継承は、ヘッダーやフッターなどレポートに共通する要素を別々のファイルに保存すること、またそれらの要素を継承レポートで再利

用することを目的に設計されます。より複雑なタスクを行う場合は継承を使用しないでください。特に、以下のことに注意してください。

継承レポートからレポートを継承しない（継承を 2 回にわたって行わない）

基本レポートで、表や行列などの複雑なオブジェクトを使用しない

基本レポートでスクリプトを使用しない

基本レポートでパラメーターを使用しない
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グラフ付きのレポート

FastReport は Microsoft Chart ライブラリを使用してグラフを表示します。このライブラリは .Net Framework 4.0 に含まれています。これ

は次のサイトから単独でダウンロードすることもできます。

http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?FamilyID=130f7986-bf49-4fe5-9ca8-

910ae6ea442c&displayLang=ja

このライブラリは .Net Framework 3.5 SP1 が必要です。これはフリーウェアです。次のサイト（英語）ではこの機能について学習することが

できます。

http://code.msdn.microsoft.com/mschart

Microsoft Chart のいくつかの機能に注目してみましょう。

30 種類以上の系列タイプ（棒、列、領域、折れ線、バブル、円、円形、財務、ピラミッド、範囲）

3D 対応

1 つのグラフ内で異なる系列タイプの使用をサポート

グラフの各要素に対する外観と動作の完全な制御

グラフの要素

Microsoft Chart には以下の要素で構成されます。

http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?FamilyID=130f7986-bf49-4fe5-9ca8-910ae6ea442c&displayLang=ja
http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?FamilyID=130f7986-bf49-4fe5-9ca8-910ae6ea442c&displayLang=ja
http://code.msdn.microsoft.com/mschart
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1 つのグラフに 1 つまたは複数のグラフ領域を持つことができます。1 つのグラフ領域に 1 つまたは複数の系列を持つことができます。次の図

では、1 つのグラフに 2 つのグラフ領域が含まれています（最初の領域には 2 つの系列があり、2 番目の領域には 1 つの系列があります）。

系列（円系列など）のタイプによっては、排他的なグラフ領域が必要となることがあります。
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グラフ エディター

グラフ オブジェクトにはグラフ エディターで処理できる多くの設定があります。グラフ エディターを起動するには、グラフ オブジェクトをダブルクリック

します。
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系列の処理

MS Chart オブジェクトには 1 つまたは複数の系列を含めることができます。系列の一覧はグラフ エディターで表示されます。

新しい系列を追加するには、［追加］ボタンを押します。［ギャラリー］ダイアログが表示されます。
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グラフのカテゴリを選択し、系列タイプを選択します。その系列を独自のグラフ領域に置きたい場合は、［この系列用の新しいグラフ領域を追

加する］チェックボックスをオンにします。系列タイプによっては（円、円形、財務、ピラミッドなど）、このチェックボックスの状態に関わらず、新しい

グラフ領域が自動的に追加されます。

系列を削除するには、［削除］ボタンを押します。系列の順序を変更するには、上矢印および下矢印ボタンを使用します。

外観の設定

グラフ エディターを使用して、グラフの各要素の外観を設定することができます。すべてのプロパティ（100 個以上）がカテゴリ別に分けられて

います。プロパティにはグラフ オブジェクトにのみ適用されるものと、系列にのみ適用されるものがあります。

系列リストから "グラフ" オブジェクトを選択すると、以下のプロパティ ページが表示されます。

［外観］ - グラフの枠線および塗りつぶし

［グラフ領域］ - 枠線、塗りつぶし、影

［3D］ - 3D 設定

［軸］ - 軸、そのタイトル、ラベル、グリッド、マーカー、カスタム ラベルおよびストリップの外観

［凡例］ - 凡例のスタイル、ドッキング、枠線、塗りつぶし、影およびフォント

［タイトル］ - タイトルのスタイル、ドッキング、枠線、塗りつぶし、影およびフォント

系列リストから "系列" オブジェクトを選択すると、以下のプロパティ ページが表示されます。
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［外観］ - 選択した系列に関する設定

［塗りつぶし & 枠線］ - 系列の値の塗りつぶしおよび枠線

［ラベル］ - 系列ラベル。ラベルのタイプ、フォント、色および塗りつぶしを選択できます。

［マーカー］ - 系列マーカー。マーカーのタイプ、色および枠線を選択できます。

グラフをデータへ接続する

グラフにデータを取り込む方法はいくつかあります。

1.データ ソースを使用します。これを行うには、グラフ オブジェクトに対するデータ ソースを指定し、各系列をデータ列に接続します。

2.各系列に固定の値を使用します。 

3.スクリプトを使用して、データをオブジェクトに取り込みます。

グラフをデータソースへ接続するには、以下の手順に従います。

系列項目の一覧で "グラフ" を選択します。

［データ］タブを表示します。

データ ソースを選択します。
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必要に応じて、データのフィルター式を設定します。このフィルターはすべてのグラフ系列に適用されます。

系列項目の一覧で系列を選択します。

［データ］タブを表示します。

各系列値に対応するデータ列を選択します。系列のタイプによって、2 つ以上の値を持つこともあります。多くの系列タイプは X 値および

Y 値という 2 つの値を持ちます。

必要に応じて、データのフィルター式を設定します。このフィルターは、現在選択している系列にのみ適用されます。

［色］コントロールでは、色の値を返すデータ列を指定できます。

系列に対する値のリストを提供することもできます。この場合、データ ソースへの接続は必要ありません。これを行うには、系列項目の一覧

で対象の系列を選択し、［値］タブを表示します。ここで値を表に入力します。

データの並べ替え

既定では、グラフ オブジェクトはデータを自然な順序で表示します。この並び順は変更できます。これを行うには、系列の一覧から変更対象

の系列を選択し、［データ処理］タブを表示します。
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並べ替えモード（"並べ替えない"、"X 値" または "Y 値"）を選択できます。 

データのグループ化

系列に含まれるデータで、同一の X 値が複数存在する場合は問題が発生します。たとえば、グラフのサンプルで使用されている

MatrixDemo テーブルには以下のデータが含まれています。

Name Year Month ItemsSold Revenue

Andrew Fuller 2002 1 2 180000

Andrew Fuller 1999 10 2 190000

Andrew Fuller 1999 11 2 200000

Andrew Fuller 2000 2 2 210000

Janet Leverling 1999 10 3 300000

Janet Leverling 1999 11 3 310000

Janet Leverling 2000 3 3 320000

...

このデータに基づいてグラフを作成しようとした場合（たとえば、従業員別売上高 - X 値に Name 列、 Y 値に ItemsSold 列を設定）、次

のような誤った結果が出力されます。
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この状況では、同じ従業員をグループ化して 1 つの値にまとめる必要があります。これを行うには、系列項目の一覧で対象の系列を選択

し、［データ処理］タブを表示します。［グループ化］に "X 値" を選択し、［グループ関数］に "合計" を選択します。

同一の従業員が 1 つの値としてグループ化され、その売上が集約されます。出力結果は次のようになります。

データの収集

このデータ処理のインストルメント化により、複数の系列の値を 1 つの値に収集することが可能になります。以下のアルゴリズムのいずれかを

選択できます。

アルゴリズム 説明
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上位 N 上位 N の値のみが表示されます。それ以外の値はすべて収集され "その他" の値として表示

されます（この値のラベルは指定できます）。

下位 N 下位 N の値が表示されます。収集された値に対するテキスト（［収集データのテキスト］）が設

定されていない場合、この値は表示されません。

指定値より小さい 指定された値よりも系列の値が小さい場合、その値は収集され "その他" の値として表示さ

れます。

指定パーセントより小さい 指定されたパーセントよりも系列の値が小さい場合、その値は収集され "その他" の値として

表示されます。

指定値より大きい 指定された値よりも系列の値が大きい場合、その値は収集され "その他" の値として表示さ

れます。

指定パーセントより大きい 指定されたパーセントよりも系列の値が大きい場合、その値は収集され "その他" の値として

表示されます。

たとえば、上位 5 位までの値を表示するには、系列を次のように設定します。

出力結果は次のようになります。
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値の分割

円タイプの系列の場合は、値を分割することができます。これを行うには、系列項目の一覧で対象の系列を選択し、［データ処理］タブを表

示します。

分割タイプとして "最大値"、"最小値"、"指定値" の中からいずれかを選択できます。"指定値" モードを選択した場合は、分割する値を指

定する必要があります。式も指定できます（詳細については、式の章を参照）。たとえば、 Andrew Fuller の値を分割するには、次の式を

使用します。

"Andrew Fuller"

出力結果は次のようになります。

系列の自動作成

データ ソースのデータに応じて、新しい系列を自動的に作成するようなグラフを設定することができます。系列の自動作成を設定するには、

以下の手順に従います。

1 つの系列を作成し、そのプロパティを設定します。この系列は、新しい系列すべてのテンプレートとして使用されます。

グラフ オブジェクトを選択し、自動作成する系列のデータ列を設定します。この列の値は新しい系列の名前になります。その名前の系列

がまだない場合は、新しい系列が追加されます。

系列を自動作成する方法を以下に示します。MatrixDemo データ テーブルを使用して、従業員別年間売上高のグラフを作成します。1

つの系列が 1 年を表します。これは次の手順で行います。
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グラフを MatrixDemo データ ソースへ接続します。

1 つの系列を作成し、そのデータを次のように設定します。

［データ処理］タブで、［グループ化］に "X 値" を選択します。データ ソースには同じ従業員（同じ名前）のデータが複数存在するため、こ

のオプションは必要です。

系列項目の一覧で "グラフ" を選択して［データ］タブを表示し、自動作成する列を設定します。

（何人かの従業員は売上実績がない年もあるため）系列が持つ値の数が異なる場合があります。系列の値を揃えるには、［X 値の数を

揃える］チェックボックスをオンにします。

出力結果は次のようになります。
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対話型グラフ

ほかのレポート オブジェクトと同様に、グラフ オブジェクトも対話型にすることができます。グラフも、そのグラフ内の値をクリックしたときに別の（詳

細）レポートが実行および表示されるよう設定できます。これを行うには、Hyperlink プロパティを設定する必要があります（対話型レポート

で説明しています）。グラフ内の要素をクリックしたとき、そのグラフ自身が値をハイパーリンクへ渡します。

FastReport のサンプル レポート "Interactive Chart.frx" を参考にしてみましょう。

2 つのページがあるレポートを作成します。最初のページにはグラフ、2 番目のページにはグラフの値をクリックしたときに表示される詳細レポ

ートが含まれます。

最初のページにはグラフ オブジェクトを置き、グラフ エディターで次のようにプロパティを設定します。

系列項目の一覧から "グラフ" を選択し、［データ］タブの［データ ソース］で "MatrixDemo" を選択します。

系列項目の一覧から対象の系列を選択し、［データ］タブで［X 値］には "MatrixDemo.Name"、［Y 値］には "MatrixDemo.

ItemsSold" を指定します。

［データ処理］タブを表示して、［グループ化］に "X 値" を指定します。
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2 番目のレポート ページでリスト タイプのレポートを作成します。

［データ］ウィンドウで、"SelectedEmployee" という新しいレポート パラメーターを作成します。

次のようなレポート レイアウトを作成します。

データ バンド エディターを開き、［フィルター］タブで次のフィルター条件を指定します。

[MatrixDemo.Name] == [SelectedEmployee]

これでグラフ オブジェクトのハイパーリンクが設定できました。

グラフ オブジェクトのコンテキスト メニューから［ハイパーリンク］を選択します。

ハイパー リンク タイプとして［レポート ページ］タブを選択します。

［レポート ページ］に 2 番目のページ（"Page2"）を選択し、［レポート パラメーター］に "SelectedEmployee" を指定します。

レポートのデザインが完了しました。レポートを実行し、マウス カーソルをグラフの任意の値上に移動させます。値が選択された状態になり、

マウス カーソルの形状が変わります。
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その値をクリックすると、次のような詳細レポートが表示されます。





第3
データ

章
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データ

どのレポートもデータを出力します。FastReport では以下のデータについて操作することができます。

データ ソース

システム変数

集計値

レポート パラメーター

式（上記のデータを含む）

この章では、これらのデータを使った作業方法について説明します。

［データ］ウィンドウ

［データ］ウィンドウからすべてのデータへアクセスすることができます。このウィンドウは［データ］メニューの［データ ウィンドウの表示］を選択して

表示することができます。 

［データ］ウィンドウでは、すべてのデータ要素を操作できます。また、その要素をレポート ページへドラッグすることもできます。すべての操作は

［データ］ウィンドウのツールバーにある［操作］メニューを使って行うことができます。
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これらの操作の一部は［データ］ウィンドウのコンテキスト メニューと重複しています。たとえば、データ ソースを選択した場合、そのコンテキスト

メニューから計算列の作成、データ ソースの削除、またはデータの表示を行うことができます。 

データ ソース

通常、データ ソースとは、データベース テーブルまたは SQL クエリを指します。レポートには複数のデータ ソースを含めることができます。レポ

ートの多くは 1 つのデータ ソースを用います。マスター/詳細のようなレポートの場合は、関係を使用して互いに接続されている 2 つのデータ

ソースが必要です（「関係」については、この章の別のセクションで説明します）。 

データ ソースには 1 つまたは複数のデータ列があります。各列にはデータ型が定義されています。列のデータ型を調べるには、［データ］ウィン

ドウでその列を選択して［プロパティ］ウィンドウを見ます。列のデータ型は DataType プロパティで示されます。［データ］ウィンドウで列名の左

側に表示されるアイコンもその列のデータ型を特定するのに役立ちます。 

レポート用にデータ ソースを定義する方法は 2 つあります。

第 1 の方法 - データ ソースをアプリケーションで定義し、レポートに登録します。これは、そのアプリケーションを作成したプログラマーが担当し

ます（詳細については、『FastReport.Net Programmer's Manual』を参照してください）。ユーザーは、レポートで使用するデータ ソース

を選択するだけです。これは［データ］メニューの［レポート データの選択］を選択して開く［レポート データの選択］ダイアログで行うことができ

ます。 
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このダイアログには、レポートに登録されているすべてのデータが表示されます。レポートに必要なデータのチェックをオンにします。レポートの作

業中にはいつでもこの選択が行えます。 

第 2 の方法 - 自分で新しいデータ ソースを作成します。データベース テーブルまたは SQL クエリが作成可能です。このような場合、データ

ソースの定義はレポート ファイルに保存されます。 

FastReport では、MS SQL、Oracle、Interbase、 Access など多くの一般的な DBMS（データベース管理システム）へ接続できます。

さらに、xml/xsd 形式で保存されるデータ ファイルも使用できます。 

データベース テーブルの接続はレポート ファイルには保存されません。その代わり、接続文字列とデータ ソース スキーマが格納されます。接

続文字列にはログインやパスワードのようなデータを含めることができるため、それがレポート ファイルに暗号化されます。必要であれば、デー

タ暗号化のために独自のキーを用いて安全性を高めることができます。この場合、レポート ファイルはご自分のプログラムでのみ正しく開くこ

とができます。 

データ ソースの作成

新しいデータ ソースを作成するには、［データ］メニューの［データ ソースの追加］を選択するか、［データ］ウィンドウのツールバーにある［操作］

ボタンをクリックして［新しいデータソース］を選択します。［データ ウィザード］ウィンドウが表示されます。
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最初に接続を作成します。そのためには、［新しい接続］ボタンをクリックします。接続を設定するウィンドウが表示されます。

以下の要素をこの図で示します。

1.接続の種類

2.有効（オン）にした場合、選択した接続の種類を既定値として使用します。
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3.接続の設定

4.接続のテスト ボタン 

MS Access データ ベースとの接続は上図のような設定になっています。別の接続を選択した場合は、接続の設定（3）の領域が変わりま

す。たとえば、 MS SQL データ ベースへの接続には次のような設定があります。

必要な接続の種類を選択し、そのパラメーターを設定します。［OK］ボタンをクリックすると、［接続］ウィンドウを閉じて［データ ウィザード］ウィ

ンドウに戻ります。 

次に、接続名を設定する必要があります。この名前は［データ］ウィンドウに表示されます。 

［次へ］ボタンをクリックして次の作業へ進みます。ここでは、データ ベースの中でアクセスするテーブルを選択します。
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必要なテーブルのチェックをオンにし、［完了］ボタンを押してウィザードを閉じます。これで、作成した接続が［データ］ウィンドウに表示されま

す。これには選択したデータ ソースが含まれます。

注意: Fast Reports for .NET はあらゆるプラットフォーム/CPU に対応する "Any CPU" モードでコンパイルされます。このため、デザイン時

にデータソースを作成する場合、作成するレポートがその配置環境で実行されるときに使用されるビット数で、そのデータソースが利用できる

ことを確認してください。

SQL クエリの作成

データ ウィザードでは、データ ベースに含まれるテーブルをすばやく選択することができます。SQL を作成するには、追加作業が必要です。こ

のため、ウィザードの 2 番目のステップで［SQL クエリの追加］ボタンをクリックします。 
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［クエリ ウィザード］ウィンドウが表示されます。クエリ ウィザードには 4 つのページ（ステップ）があります。［次へ］および［前へ］ボタンを使用して

ページを切り替えます。 

最初のステップで、クエリの名前を設定します。この名前は［データ］ウィンドウに表示されます。一意の名前を入力して、［次へ］ボタンをクリッ

クします。 

2 番目のステップでは、SQL 言語でクエリを入力します。ご利用の MSDB でサポートされる言語を使用します。クエリを視覚的に作成する
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場合は、クエリ ビルダーを使用することができます。これを行うには、［クエリ ビルダー］ボタンをクリックします。クエリ ビルダーについては後で詳し

く説明します。 

クエリ テキストを入力したら、［次へ］ボタンをクリックします。3 番目のステップでは、クエリ パラメーターを定義することができます。クエリにパラメ

ーターがある場合はこの定義が必要です。パラメーターについては後で詳しく説明します。 

最後のステップでは、クエリによって返される列を設定できます。

クエリ テキストまたはパラメーター定義で間違いがあった場合、ウィザードの最後のページに進むときにエラー メッセージが表示されます。

一般に、クエリによって該当する列すべてが返されることが保証されます。このステップで、以下のことが行えます。 

［削除］ボタンを使用して不要な列を削除する。

［更新］ボタンを使用して列をリセットする。

［計算列の追加］ボタンをクリックして計算列を追加する。新しい列には、Name、DataType および Expression プロパティを設定する

必要があります。

［完了］ボタンをクリックしてウィザードを閉じると、［データ ウィザード］ウィンドウに戻ります。 
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クエリ パラメーター

クエリ テキストにはパラメーターを含めることができます。次のクエリを見てください。

se lect  * from  DVDs

where  Title = @param1

これは、 MS SQL デモ データベースへのクエリです。クエリには "param1" という名前のパラメーターが定義されています。クエリにおけるパラ

メーターの記述方式は DBMS によって異なるので注意してください。MS SQL の場合、パラメーターは "@" 記号で指定されます。MS

Access の場合、パラメーターは名前を持たず、 "?" 記号で指定されます。

SQL クエリにパラメーターが含まれる場合、それらを宣言する必要があります。この宣言は、前のセクションで説明したクエリ ウィザードの 3

番目のステップで行うことができます。パラメーターを作成するには、［パラメーターの追加］ボタンをクリックします。新しいパラメーターが作成さ

れます。

以下のパラメーターのプロパティを［プロパティ］ウィンドウで設定します。

プロパティ 説明

名前

パラメーターの名前。これはクエリ テキストで使用する同じ名前を指定する必要があります。いくつかの

DBMS（MS Access など）では名前付きパラメーターがサポートされません。この場合は、このプロパ

ティを変更しないでください。 

DataType パラメーターのデータ型。

DefaultValue
Expression プロパティが指定されていない場合、または計算できない値の場合（レポートのデザイン

モードでクエリを操作する場合など）に使用する値。
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Expression
パラメーターの値を返す式。この式はレポートの実行時に処理されます。このプロパティにはあらゆる式

を指定することができます（詳細については「式」の章を参照してください）。 

Size
パラメーターのデータ サイズ。このプロパティは、パラメーターのデータ型が文字列の場合に指定する必

要があります。 

パラメーターのプロパティを正しく設定しないと、ウィザードの最後のページへ進むときにエラーが発生します。 

パラメーターへ値を渡す

パラメーターは多くの場合、ユーザーから値を求めるために使用されます。値をクエリ パラメーターに渡す 2 つの方法について説明します。

第 1 の方法 - 値をプログラムで渡します。値をクエリ パラメーターへ直接渡すための簡単な方法がないため、コードから簡単に設定できるレ

ポート パラメーターを使用する必要があります。以下のことを行います。

レポート パラメーターを作成します（レポート パラメーターについては後で詳しく説明します）。レポート パラメーターの DataType には、クエ

リ パラメーターで使用される同じ DataType を設定します。

クエリ パラメーターの Expression プロパティで、たとえば次のようにレポート パラメーターを参照する。

[MyReportParameter]

レポート パラメーターへ値を渡す。

report1.SetParameterValue("MyReportParameter", 10);

第 2 の方法 - ダイアログ フォームを使用して値を渡します（ダイアログ フォームについては後で詳しく説明します）。たとえば、文字列型の値

を求める場合は次のようにします。

ダイアログをレポートに追加する。

そのダイアログに TextBoxControl を置く。このコントロールは文字列値を入力するために使用します。

パラメーターを以下のように設定します。

Name=param1

DataType=VarChar

DefaultValue= (空文字列)

Expression=TextBox1.Text

Size=255

TextBox1 は、ユーザーが入力した値を含むコントロールです。 
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接続の編集

データ ウィザードを使用して作成されたデータ接続は編集することができます。これを行うには、［データ］ウィンドウでデータ接続項目を選択

し、ツールバーにある［編集］ボタンをクリックします。接続の作成時に使用した［データ ウィザード］ウィンドウが表示されます。ここで、［接続

の編集］ボタンをクリックして接続の設定を変更することができます。接続の種類は変更できません。

ウィザードの次のステップでは、レポートに含めるテーブルを選択できます。作業が終了したら、［完了］ボタンをクリックします。

データ ソースの編集

データ ウィザードを使用して作成されたデータ ソースは編集することができます。これを行うには、［データ］ウィンドウでデータ ソース項目を選

択し、ツールバーにある［編集］ボタンをクリックします。データ ソースの追加時にも見られる［クエリ ウィザード］ウィンドウが表示されます。この

ウィンドウで、SQL クエリ テキストを変更したり、クエリ パラメーターやデータ列を設定することができます。

データ ソースを削除するには、［データ］ウィンドウでそのデータ ソース項目を選択し、ツールバーにある［削除］ボタンをクリックします。これはデ

ータ ソースを物理的に削除するものではなく、アクセスできないよう変更するだけです。［データ］メニューの［レポート データの選択］を選択し

て、そのデータ ソースを再び有効にすることができます。しかし、これが問題になることはありません。なぜなら、削除されたデータ ソースはレポ

ート ファイルに保存されていないため、次回レポートが読み込まれるときには復元されないからです。

エイリアス

各データ要素（データ ソースと列）はそれぞれ独自の名前を持っています。既定では、これはデータベースで定義された名前です。時には、

その名前（たとえば ProdID）の意味を理解することが難しいこともあります。

データ要素はエイリアスという第 2 の名前を持っています。エイリアスを使用すれば、要素の名前を変更することができます。たとえば、

PROD_ID という名前を持つ CATEGORY_TABLE データ ソースがある場合、次のようなエイリアスを指定することができます。

CATEGORY_TABLE --> Categories

PROD_ID --> Product ID

このデータ列は以下の方法で参照することができます。

[Categories.Product ID]

データ要素を参照する場合、エイリアスが定義されていた場合はそのエイリアスを使用する必要があります。この場合は要素を元の名前で

参照しないでください。 

この場合にデータ要素の名前を変更するには、［データ］ウィンドウでその要素を選択し、F2 キーを押します。また、オブジェクトのコンテキスト

メニューで［名前の変更］を選択することもできます。その操作後、適切な名前を入力して Enter キーを押します。
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［プロパティ］ウィンドウを使用して要素の名前を変更することもできます。［データ］ウィンドウで要素を選択しておいて、［プロパティ］ウィンドウ

でその要素の Alias プロパティの値を変更します。

エイリアスを削除する（元の名前にリセットする）には、その要素を選択してコンテキスト メニューから［エイリアスの削除］を選択します。

階層データ ソース

今まで見たデータ ソースは相関関係、つまりリレーショナル DBMS（RDBMS と呼ばれることが多い）に基づいたものです。FastReport で

は、階層データ ソースという異種のデータもサポートします。このようなデータ ソースはいわゆるビジネス オブジェクトと呼ばれるものです。こ

れは多くの場合、リレーショナル データ ソースを .Net クラスとして表すためにアプリケーションで使用されます。

レポートに階層データ ソースを追加する唯一の方法は、プログラムによる登録です。これについては、『FastReport.Net Programmer's

Manual』で説明しています。ここでは、一般的なデータソースと階層データ ソースの違いについて説明します。下図には Categories

BusinessObject と Products という 2 つのデータ ソースが見られます。ご覧のとおり、Products データ ソースはその親である

Categories BusinessObject 内に含まれています。

これは、この 2 つのデータ ソースが互いに関連付けられており、マスター/詳細レポート タイプで使用できることを意味しています。また、これら

のデータ ソースは単一リスト レポート タイプでそれぞれ個別に使用することもできます。

関係

2 つのデータ ソース間の関係を設定することができます。関係は "マスター/詳細" リレーションシップを定義するために使用します。たとえば、

Categories テーブルの 1 レコードに対し Products テーブルには複数のエントリが存在する可能性があります。
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関係を作成するには、以下の項目を指定する必要があります。

親テーブル

子テーブル

親テーブルのキー列の設定

子テーブルのキー列の設定

例として、サンプル データベースの Categories および Products テーブルを見てみましょう。これらのテーブルは次のような構造になっていま

す。 

どちらのテーブルにも CategoryID フィールドがあり、このフィールドに対して関係を設定できます。このため、1 つのカテゴリに対し複数の製

品が含まれる可能性があります。 

FastReport で使用されるデータ ソースはどのように関連付けられるのでしょうか？これには 2 つの方法があります。
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1 つ目の方法では、マスター/詳細タイプのレポートを作成することができます。これにはデータ バンドを使用します。マスター バンドはマスター

データ ソースに接続され、詳細バンドは詳細データ ソースに接続されます。レポート デザインは次のようになります。

このレポートを実行すると、次のようにカテゴリ別の製品リストが出力されます。

2 つ目の方法では、詳細データ ソースからマスターを参照することができます。例を挙げて説明します。すべての製品を一覧表示するとしま

す。そのためには、Products テーブルへ接続されるデータ バンドが 1 つ必要です。

このようなレポートでは全カテゴリの製品がすべて出力されます。各製品に加え、その製品が属するカテゴリ名も出力するとします。この作業

は関係を使用しないと困難です。製品のカテゴリについてわかっていることはその ID（Products テーブルの CategoryID）だけです。出力し

たいカテゴリ名は、Categories テーブルの CategoryName 列に格納されています。次のように、関係を使用すればカテゴリ名を参照する

ことができます。 
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[Products.Categories.CategoryName]

Products テーブルの現在行に対し、FastReport は Categories テーブル内でそれに対応する親行を見つけ、その CategoryName

列の値を返します。

一般的に、親テーブルのフィールドを参照する場合、次のように参照先のテーブルの先祖レベルは無制限に指定できます。

[Child_table.Its_parent.Parent_of_a_parent.And _so_on.Column_name]

このようなデータ列をレポートに追加するには、［データ］ウィンドウで Products テーブルを開きます。その列の中で、Categories テーブルへ

のリンクがあります。

上図で示される列をレポートへドラッグすると、次のようなテキストを持つテキスト オブジェクトが作成されます。

[Products.Categories.CategoryName]

レポート デザインは次のようになります。

レポートを実行すると、次のように表示されます。
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関係の作成

関係を作成するには、［データ］ウィンドウのツールバーにある［操作］ボタンをクリックし、メニューから［新しい関係］を選択します。関係エディ

ター（［関係の編集］ダイアログ）が表示されます。

まず始めに、親テーブルと子テーブルを選択する必要があります。次に、［親］フィールドと［子］フィールドで、関連付けるデータ列を選択しま

す。1 つまたは複数のデータ列によってテーブルを関連付けることができます。列を設定したら［OK］ボタンをクリックして関係エディターを閉じ

ます。

［データ］ウィンドウ内で、子データ ソースを選択して列の一覧を展開すると、作成した関係が表示されます。展開された列の中で、親ソー

ス データとの関係性が表示されます。

親ソース データの列は、ドラッグ アンド ドロップでレポート上に挿入することができます。図で示されている列を選択し、それをレポート ページ

上へドラッグした場合は、次のテキストを含むテキスト オブジェクトが作成されます。

[Products.Categories.CategoryName]
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関係の編集

関係を編集するには、［データ］ウィンドウで子データ ソースの列の一覧から編集対象の関係を選択し、ツールバーにある［編集］ボタンをク

リックします。関係の作成時に使用した関係エディターが開きます。

システム変数

レポートで使用できるシステム変数は次のとおりです。

変数 説明

Date レポートを開始した日時。

Page 現在のページ番号。

TotalPages
レポートの総ページ数。この変数を使用するには、レポートのダブル パスを有効にしておく必要があります。こ

れは［レポート オプション］ダイアログ（［レポート］メニューの［オプション］を選択）で設定できます。 

PageN "ページ N" 形式のページ番号。

PageNofM "Page N of M" 形式のページ番号。 

Row# グループ内のデータ行番号。この値は、新しいグループの開始時にリセットされます。 

AbsRow# データ行の絶対番号。この値は、新しいグループの開始時にもリセットされません。

Page#

現在のページ番号。複数の実行レポートを 1 つのパッケージに結合する場合、この変数はパッケージ内に

おける現在のページ番号を返します。

この変数は、実際にはマクロです。コンポーネントがプレビュー ウィンドウに表示されるときに、値が代入されま

す。つまり、これを式で使用することはできません。

TotalPages#

レポートの総ページ数。複数の実行レポートを 1 つのパッケージに結合する場合、この変数はパッケージに

含まれるページ数を返します。正しい値を取得するためにダブル パスを使用する必要はありません。

この変数は、実際にはマクロです。コンポーネントがプレビュー ウィンドウに表示されるときに、値が代入されま

す。つまり、これを式で使用することはできません。

HierarchyLevel 階層レポートにおける現在の階層レベル（階層の出力を参照してください）。最上位レベルは 1 です。

HierarchyRow# 階層レポートの完全な行番号（"1.2.1" など）。
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関数

FastReport.Net には（60 個を超える）多くの組み込み関数があります。関数はすべてカテゴリ別に区分けされ、［データ］ウィンドウからアク

セスすることができます。

式、スクリプト内（スクリプトの章を参照）で関数を使用する、またはその値を "テキスト" オブジェクトに出力することができます。たとえば、"テキ

スト" オブジェクトに次のテキストを入力します。

[Sqrt(4)]

これは "2"（4 の平方根）として出力されます。

次の式を指定した場合は、4 が返ります。

Sqrt(4) + 2

レポート内に関数を挿入する方法を見てみましょう。

［データ］ウィンドウからレポート ページへ関数をドラッグ アンド ドロップすることができます。関数呼び出しを含む "テキスト" オブジェクトが

作成されます。テキストを編集して、関数呼び出しにパラメーターを追加します。

関数をスクリプト コードへドラッグ アンド ドロップできます。

式エディターでは、［データ］ウィンドウと同様に動作するペインが表示されます。そのペインから式テキストへ関数をドラッグ アンド ドロップ

できます。

次に、各関数について詳しく説明していきます。

数学
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Abs

関数 パラメーター 戻り値

Abs sbyte value sbyte

Abs short value short

Abs int value int

Abs long value long

Abs float value float

Abs double value double

Abs decimal value decimal

指定した値（value）の絶対値を返します。

例：

Abs(-2.2) = 2.2

Acos

関数 パラメーター 戻り値

Acos double d double

コサインの値（d）の角度（ラジアン）を返します。d は -1 ～ 1 の範囲で指定します。

ラジアンを度に変換するには、戻り値に 180 / Math.PI を掛けます。

例：

Acos(0) * 180 / Math.PI = 90

Asin

関数 パラメーター 戻り値

Asin double d double

サインの値（d）の角度（ラジアン）を返します。d は -1 ～ 1 の範囲で指定します。
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ラジアンを度に変換するには、戻り値に 180 / Math.PI を掛けます。

例：

Asin(0) = 0

Atan

関数 パラメーター 戻り値

Atan double d double

タンジェントの値（d）の角度（ラジアン）を返します。

ラジアンを度に変換するには、戻り値に 180 / Math.PI を掛けます。

例：

Atan(1) * 180 / Math.PI = 45

Ceiling

関数 パラメーター 戻り値

Ceiling double d double

Ceiling decimal d decimal

指定した値（d）以上で最も小さい整数を返します。

例：

Ceiling(1.7) = 2

Cos

関数 パラメーター 戻り値

Cos double d double

指定した角度（d）のコサインを返します。角度はラジアンを単位として指定します。



216 データ

度をラジアンに変換するには、Math.PI / 180 を掛けます。

例：

Cos(90 * Math.PI / 180) = 0

Exp

関数 パラメーター 戻り値

Exp double d double

e （2.71828）を指定した回数（d）だけべき乗して返します。

例：

Exp(1) = 2.71828

Floor

関数 パラメーター 戻り値

Floor double d double

Floor decimal d decimal

指定した値（d）以下で最も大きい整数を返します。

例：

Floor(1.7) = 1

Log

関数 パラメーター 戻り値

Log double d double

指定した数（d）の対数を返します。

例：

Log(2.71828) = 1
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Maximum

関数 パラメーター 戻り値

Maximum int val1,

int val2

int

Maximum long val1,

long val2

long

Maximum float val1,

float val2

float

Maximum double val1,

double val2

double

Maximum decimal val1,

decimal val2

decimal

指定した 2 つの値（val1 と val2）のうち大きい方の値を返します。

例：

Maximum(1,2) = 2

Minimum

関数 パラメーター 戻り値

Minimum int val1,

int val2

int

Minimum long val1,

long val2

long

Minimum float val1,

float val2

float

Minimum double val1,

double val2

double

Minimum decimal val1,

decimal val2

decimal

指定した 2 つの値（val1 と val2）のうち小さい方の値を返します。

例：

Minimum(1,2) = 1
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Round

関数 パラメーター 戻り値

Round double d double

Round decimal d decimal

指定した値（d）を四捨五入して最も近い整数にします。

例：

Round(1.47) = 1

関数 パラメーター 戻り値

Round double d,

int digits

double

Round decimal d,

int digits

decimal

指定した値（d）を、digits パラメーターで指定した（小数部）桁数で四捨五入します。

例：

Round(1.478, 2) = 1.48

Sin

関数 パラメーター 戻り値

Sin double d double

指定した角度（d）のサインを返します。角度はラジアンを単位として指定します。

度をラジアンに変換するには、Math.PI / 180 を掛けます。

例：

Sin(90 * Math.PI / 180) = 1
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Sqrt

関数 パラメーター 戻り値

Sqrt double d double

指定した値（d）の平方根を返します。

例：

Sqrt(4) = 2

Tan

関数 パラメーター 戻り値

Tan double d double

指定した角度（d）のタンジェントを返します。角度はラジアンを単位として指定します。

度をラジアンに変換するには、Math.PI / 180 を掛けます。

例：

Tan(45 * Math.PI / 180) = 1

Truncate

関数 パラメーター 戻り値

Truncate double d double

Truncate decimal d decimal

指定した値（d）の整数部を算出します。

例：

Truncate(1.7) = 1
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文字列

メモ： 

これらの関数では渡された文字列値自体は変更されません。その代わりに、新たに変更された文字列を返します。

文字列の先頭文字のインデックスは 0 です。Insert など文字のインデックスを用いる関数で作業する場合は、この点に留意してくださ

い。

Asc

関数 パラメーター 戻り値

Asc char c int

文字に対応する文字コードを表す整数値を返します。 

例：

Asc('A') = 65

Chr

関数 パラメーター 戻り値

Chr int i char

指定された文字コードに対応する文字を返します。 

例：

Chr(65) = 'A'

Insert

関数 パラメーター 戻り値

Insert string s, 

int startIndex,

string value

string

文字列（s）内の、指定したインデックス位置（startIndex）に部分文字列（value）を挿入し、新しい文字列を返します。
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例：

Insert("ABC", 1, "12") = "A12BC"

Length

関数 パラメーター 戻り値

Length string s int

文字列（s）の長さを返します。

例：

Length("ABC") = 3

LowerCase

関数 パラメーター 戻り値

LowerCase string s string

文字列（s）のすべての文字を小文字に変換し、その結果を返します。

例：

LowerCase("ABC") = "abc"

PadLeft

関数 パラメーター 戻り値

PadLeft string s, 

int totalWidth

string

文字列（s）内の文字を右寄せにし、指定した文字数（totalWidth）になるまで、スペースを左側に埋め込みます。

例：

PadLeft("ABC", 5) = "  ABC"
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関数 パラメーター 戻り値

PadLeft string s, 

int totalWidth,

char paddingChar

string

文字列（s）内の文字を右寄せにし、指定した文字数（totalWidth）になるまで、指定した文字（paddingChar）を左側に埋め込みます。

例：

PadLeft("ABC", 5, '0') = "00ABC"

PadRight

関数 パラメーター 戻り値

PadRight string s, 

int totalWidth

string

文字列（s）内の文字を左寄せにし、指定した文字数（totalWidth）になるまで、スペースを右側に埋め込みます。

例：

PadRight("ABC", 5) = "ABC  "

関数 パラメーター 戻り値

PadRight string s, 

int totalWidth,

char paddingChar

string

文字列（s）内の文字を左寄せにし、指定した文字数（totalWidth）になるまで、指定した文字（paddingChar）を右側に埋め込みます。

例：

PadRight("ABC", 5, '0') = "ABC00"

Remove

関数 パラメーター 戻り値

Remove string s, string
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int startIndex

指定の位置（startIndex）から終端位置までのすべての文字を、文字列（s）から削除します。 

例：

Remove("ABCD", 3) = "ABC"

関数 パラメーター 戻り値

Remove string s, 

int startIndex,

int count

string

指定の位置（startIndex）から、指定した文字数分（count）を、文字列（s）から削除します。

例：

Remove("A00BC", 1, 2) = "ABC"

Replace

関数 パラメーター 戻り値

Replace string s, 

string oldValue, 

string newValue

string

文字列（s）内の、指定した部分文字列（oldValue）を別の部分文字列（newValue）に置きかえ、その結果を返します。

例：

Replace("A00", "00", "BC") = "ABC"

Substring

関数 パラメーター 戻り値

Substring string s, 

int startIndex

string

文字列（s）から部分文字列を取得します。部分文字列は startIndex パラメーターに指定した文字位置から開始します。 
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例：

Substring("ABCDEF", 4) = "EF"

関数 パラメーター 戻り値

Substring string s, 

int startIndex,

int length

string

文字列（s）から部分文字列を取得します。部分文字列は、startIndex パラメーターに指定した文字位置から開始し、その長さは length

パラメーターで指定されます。 

例：

Substring("ABCDEF", 1, 3) = "BCD"

Tit leCase

関数 パラメーター 戻り値

TitleCase string s string

指定された文字列（s）をタイトル ケースに変換します。 

例：

TitleCase("john smith") = "John Smith"

Trim

関数 パラメーター 戻り値

Trim string s string

文字列（s）の先頭や末尾にあるスペースをすべて削除します。 

例：

Trim("  ABC  ") = "ABC"
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UpperCase

関数 パラメーター 戻り値

UpperCase string s string

文字列（s）のすべての文字を大文字に変換し、その結果を返します。

例：

UpperCase("abc") = "ABC"

日付と時刻

AddDays

関数 パラメーター 戻り値

AddDays DateTime date,

double value

DateTime

日付（date）に、指定の日数（value）を加算し、結果を新しい日付として返します。

例：

AddDays(#7/29/2009#, 1) = #7/30/2009#

AddHours

関数 パラメーター 戻り値

AddHours DateTime date,

double value

DateTime

日付/時刻（date）に、指定の時数（value）を加算し、結果を新しい日付/時刻として返します。

例：

AddHours(#7/29/2009 1:30#, 1) = #7/29/2009 2:30#
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AddMinutes

関数 パラメーター 戻り値

AddMinutes DateTime date,

double value

DateTime

日付/時刻（date）に、指定の分数（value）を加算し、結果を新しい日付/時刻として返します。

例：

AddMinutes(#7/29/2009 1:30#, 1) = #7/29/2009 1:31#

AddMonths

関数 パラメーター 戻り値

AddMonths DateTime date,

int value

DateTime

日付（date）に、指定の月数（value）を加算し、結果を新しい日付として返します。

例：

AddMonths(#7/29/2009#, 1) = #8/29/2009#

AddSeconds

関数 パラメーター 戻り値

AddSeconds DateTime date,

double value

DateTime

日付/時刻（date）に、指定の秒数（value）を加算し、結果を新しい日付/時刻として返します。

例：

AddSeconds(#7/29/2009 1:30:01#, 1) = #7/29/2009 1:30:02#

AddYears

関数 パラメーター 戻り値



227データ

AddYears DateTime date,

int value

DateTime

日付（date）に、指定の年数（value）を加算し、結果を新しい日付として返します。

例：

AddYears(#7/29/2009#, 1) = #7/29/2010#

DateDiff

関数 パラメーター 戻り値

DateDiff DateTime date1,

DateTime date2

TimeSpan

2 つの日付の間隔（日数、時間数、分数、秒数）を返します。

例：

DateDiff(#1/2/2009#, #1/1/2009#) = 1.00:00:00

DateSerial

関数 パラメーター 戻り値

DateSerial int year,

int month,

int day

DateTime

指定した年、月および日から DateTime 型の値を作成します。

例：

DateSerial(2009, 7, 29) = #7/29/2009#

Day

関数 パラメーター 戻り値

Day DateTime date int

指定された日付の日（1～31）を取得します。



228 データ

例：

Day(#7/29/2009#) = 29

DayOfWeek

関数 パラメーター 戻り値

DayOfWeek DateTime date string

指定された日付の曜日名を取得します。

例：

DayOfWeek(#7/29/2009#) = "wednesday"

DayOfYear

関数 パラメーター 戻り値

DayOfYear DateTime date int

指定された日付で表される年に入ってからの日数（1～365）を取得します。

例：

DayOfYear(#7/29/2009#) = 210

DaysInMonth

関数 パラメーター 戻り値

DaysInMonth int year,

int month

int

指定された年月の日数を返します。

例：

DaysInMonth(2009, 7) = 31



229データ

Hour

関数 パラメーター 戻り値

Hour DateTime date int

指定された日付/時刻の時（0 ～ 23）を取得します。

例：

Hour(#7/29/2009 1:30#) = 1

Minute

関数 パラメーター 戻り値

Minute DateTime date int

指定された日付/時刻の分（0～59）を取得します。

例：

Minute(#7/29/2009 1:30#) = 30

Month

関数 パラメーター 戻り値

Month DateTime date int

指定された日付の月（1～12）を取得します。

例：

Month(#7/29/2009#) = 7

MonthName

関数 パラメーター 戻り値

MonthName int month string

指定された月（1～12）の月名を取得します。
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例：

MonthName(1) = "January"

Second

関数 パラメーター 戻り値

Second DateTime date int

指定された日付/時刻の秒（0～59）を取得します。

例：

Second(#7/29/2009 1:30:05#) = 5

Year

関数 パラメーター 戻り値

Year DateTime date int

指定された日付の年を取得します。

例：

Year(#7/29/2009#) = 2009

書式

Format

関数 パラメーター 戻り値

Format string format,

params object[] args

string

format 文字列に指定された書式項目を、指定された配列（args）のオブジェクト インスタンスに対応する値で置き換えます。

たとえば、次のような関数呼び出しがあるとします。
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Format("Name = {0}, hours = {1:hh}", myName, DateTime.Now)

これには "{0}" および "{1:hh}" という書式項目が含まれます。これらは myName および DateTime.Now の値で置き換えられます。実

行結果は次のようになります。

Name = Alex, hours = 12

各書式項目は次の書式を使用します。

{index[,alignment][:formatString]}

index - ゼロから始まる整数。書式設定するオブジェクトのリスト内の要素を示します。

alignment - 任意の整数。書式設定された値を含める領域の最小幅を示します。書式設定される値の長さが alignment よりも小さ

い場合、その空いた範囲はスペースで埋められます。alignment が負数の場合、書式設定された値は範囲内で左揃えになります。

alignment が正数の場合、書式設定された値は範囲内で右揃えになります。

formatString - 書式指定子の任意の文字列。

次の表では、標準の数値書式指定文字列を示します。

書式指定子 名前 説明

C または c 通貨 数値は金額を表す文字列に変換されます。

Format("{0:C}", 10) = "$10.00"

D または d 10 進数 この書式がサポートされるのは整数型のみです。数値は 10 進数（0 ～ 9）の文字列に変

換されます。 

Format("{0:D}", 10) = "10"

E または e 指数（科学技術計

算） 

数値は 

"-d.ddd…E+ddd" または "-d.ddd…e+ddd" という形式の文字列に変換されます。この

"d" は 1 桁の数字（0 ～ 9）を示します。

Format("{0:E}", 10) = "1,000000E+001"

F または f 固定小数点 数値は "-ddd.ddd… という形式の文字列に変換されます。この "d" は 1 桁の数字（0 ～

9）を示します。

Format("{0:F}", 10) = "10.00"

G または g 全般 数値は最も簡潔な形式に変換されます。
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Format("{0:G}", 10) = "10"

N または n 数値 数値は "-d,ddd,ddd.ddd…" という形式の文字列に変換されます。この "d" は 1 桁の数

字（0 ～ 9）を示します。

Format("{0:N}", 1234.56) = "1,234.56"

P または p パーセント 数値はパーセントを表す文字列へ変換されます。変換する値はパーセントを表すため 100

を乗じます。

Format("{0:P}", 0.15) = "15.00%"

X または x 16 進数 数値は 16 進数の文字列に変換されます。書式指定子の大文字と小文字によって、9 よ

りも大きい 16 進数値を示すアルファベット文字が大文字と小文字のどちらで表示されるか

が決まります。たとえば、'X' を指定すると "ABCDEF" となり、'x' を指定すると "abcdef" と

なります。

Format("{0:X}", 26) = "1A"

浮動小数点数値を書式設定する場合は、次のように書式指定文字列の後に小数部の桁数を指定することができます。

Format("{0:C1}", 12.23) = "$12.2"

標準の数値書式指定子の中に、必要な書式設定のタイプがない場合は、カスタム書式指定文字列を使用することができます。

書式指定文

字列
説明

0 ゼロ プレースホルダー書式が設定される値で、書式指定文字列の '0' に対応する位置に数字がある場合には、この

数字が結果の文字列にコピーされます。整数部の左端の '0' の位置と、小数部の右端の '0' の位置によって、常に

結果の文字列に示される桁数が決まります。

# 桁プレースホルダ書式が設定される値で、書式指定文字列の '#' に対応する位置に数字がある場合には、この数

字が結果の文字列にコピーされます。それ以外の場合は、結果の文字列のこの位置には何も格納されません。

. 小数点書式指定文字列の 1 番目の '.' 文字によって、書式設定後の値での小数点の位置が決定します。

, 桁区切り記号書式指定文字列に "," 文字が含まれている場合は、出力の整数部分で各数値グループの間に桁区

切り記号文字が挿入されます。

% パーセント プレースホルダー書式指定文字列に '%' 文字が含まれていると、書式設定前に数値に 100 が乗算され

ます。

; セクション区切り記号';' 文字によって、書式指定文字列の正の数値部分、負の数値部分、ゼロの部分が区切られ

ます。
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使用例：

Format("{0:$#,##0.00}", 1024.25) = "$1,024.25"

Format("{0:00%}", 0.25) = "25%"

Format("{0:$#,##0.00;($#,##0.00);Zero}", 1024.25) = "$1,024.25"

Format("{0:$#,##0.00;($#,##0.00);Zero}", -1024.25) = "($1,024.25)"

Format("{0:$#,##0.00;($#,##0.00);Zero}", 0) = "Zero"

注意: \ 記号を文字列に含めるには \ を追加してエスケープさせる必要があります。

VB スクリプトの場合：

Format("{0:\\#,##0.00}", 1024.25) = "\1,024.25"

C# スクリプトの場合：

Format("{0:\\\\#,##0.00}", 1024.25) = "\1,024.25"

次の表では、日付時刻（DateTime）の値を書式設定するための標準書式指定子について説明します。

書式指定子 名前 例

d 短い形式の日付パターン "8/9/2009"

D 長い形式の日付パターン "Sunday, August 09, 2009"

f 完全な日付と時刻のパターン 

（短い形式の時刻）

"8/9/2009 2:44 PM"

F 完全な日付と時刻のパターン 

（長い形式の時刻）

"8/9/2009 2:44 PM"

g 一般の日付と時刻のパターン 

（短い形式の時刻）

"8/9/2009 2:44 PM"

G 一般の日付と時刻のパターン 

（長い形式の時刻）

"8/9/2009 2:44 PM"

t 短い形式の時刻パターン "2:44 PM"

T 長い形式の時刻パターン "2:44 PM"

次の表では、日付時刻（DateTime）の値を書式設定するためのカスタム書式指定子について説明します。

書式指定子 説明

d 月の日にちを 1 ～ 31 の数値として表します。1 桁（1 ～ 9）の日にちの場合、先行ゼロなしで表します。
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dd 月の日にちを 1 ～ 31 の数値として表します。1 桁（1 ～ 9）の日にちの場合、先行ゼロ付き（01 ～ 09）で表しま

す。

ddd 曜日の省略名を表します。

dddd 曜日の完全な名前を表します。

f または F 秒の端数の最上位桁を表します。

h 時間を 1 ～ 12 の数値として表します。1 桁（1 ～ 9）の時間の場合、先行ゼロなしで表します。

hh 時間を 1 ～ 12 の数値として表します。1 桁（1 ～ 9）の時間の場合、先行ゼロ付き（01 ～ 09）で表します。

H 時間を 0 ～ 23 の数値として表します。1 桁（1 ～ 9）の時間の場合、先行ゼロなしで表します。

HH 時間を 0 ～ 23 の数値として表します。1 桁（1 ～ 9）の時間の場合、先行ゼロ付き（01 ～ 09）で表します。

m 分を 0 ～ 59 の数値として表します。1 桁（1 ～ 9）の分の場合、先行ゼロなしで表します。

mm 分を 0 ～ 59 の数値として表します。1 桁（1 ～ 9）の分の場合、先行ゼロ付き（01 ～ 09）で表します。

M 月を 1 ～ 12 の数値として表します。1 桁（1 ～ 9）の月の場合、先行ゼロなしで表します。

MM 月を 1 ～ 12 の数値として表します。1 桁（1 ～ 9）の月の場合、先行ゼロ付き（01 ～ 09）で表します。

MMM 月の省略名を表します。

MMMM 月の完全な名前を表します。

s 秒を 0 ～ 59 の数値として表します。1 桁（1 ～ 9）の秒の場合、先行ゼロなしで表します。

ss 秒を 0 ～ 59 の数値として表します。1 桁（1 ～ 9）の秒の場合、先行ゼロ付き（01 ～ 09）で表します。

t A.M./P.M. 指定子の最初の文字を表します。

tt A.M./P.M. 指定子を表します。

y 年を最大 2 桁の数値として表します。年の上 2 桁は省略されます。1 桁（1 ～ 9）の年の場合、先行ゼロなしで表

します。

yy 年を最大 2 桁の数値として表します。年の上 2 桁は省略されます。1 桁（1 ～ 9）の年の場合、先行ゼロ付き（01

～ 09）で表します。

yyyy 年を 4 桁の数値として表します。年が 4 桁に満たない場合は、4 桁になるまで数値が先行ゼロで埋められます。

z グリニッジ標準時 (GMT) からのシステムのタイム ゾーン オフセットを、符号と共に時間単位で表します。このオフセット

は、常に先頭の符号と共に表示されます（ゼロは "+0" として表示されます）。正符号 (+) は GMT より時間が進んで

いることを示し、負符号 (-) は GMT より時間が遅れていることを示します。オフセットの値の範囲は  12 ～ +13 で

す。1 桁（1 ～ 9）のオフセットの場合、先行ゼロなしで表します。先頭には適切な符号が付きます。

zz グリニッジ標準時 (GMT) からのシステムのタイム ゾーン オフセットを、符号と共に時間単位で表します。このオフセット
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は、常に先頭または後続の符号と共に表示されます（ゼロは "+00" として表示されます）。正符号 (+) は GMT より

時間が進んでいることを示し、負符号 (-) は GMT より時間が遅れていることを示します。オフセットの値の範囲は  

12 ～ +13 です。1 桁（1 ～ 9）のオフセットの場合、先行ゼロ付き（01 ～ 09）で表します。先頭には適切な符号が

付きます。

zzz グリニッジ標準時 (GMT) からのシステムのタイム ゾーン オフセットを、符号と共に時間と分の単位で表します。このオフ

セットは、常に先頭または後続の符号と共に表示されます（ゼロは "+00:00" として表示されます）。正符号 (+) は

GMT より時間が進んでいることを示し、負符号 (-) は GMT より時間が遅れていることを示します。オフセットの値の

範囲は  12:00 ～ +13:00 です。1 桁（1 ～ 9）のオフセットの場合、先行ゼロ付き（01 ～ 09）で表します。先頭に

は適切な符号が付きます。

: 時刻の区切り記号です。

/ 日付の区切り記号です。

使用例：

Format("{0:d MMM yyyy}", DateTime.Now) = "9 Aug 2009"

Format("{0:MM/dd/yyyy}", DateTime.Now) = "08/09/2009"

Format("{0:MMMM, d}", DateTime.Now) = "August, 9"

Format("{0:HH:mm}", DateTime.Now) = "16:07"

Format("{0:MM/dd/yyyy hh:mm tt}", DateTime.Now) = "08/09/2009 04:07 PM"

FormatCurrency

関数 パラメーター 戻り値

FormatCurrency object value string

指定された値（value）を通貨として書式設定します。形式は Windows の地域設定を使用します。

例：

FormatCurrency(1.25) = "$1.25"

関数 パラメーター 戻り値

FormatCurrency object value,

int decimalDigits

string

指定された値（value）を通貨として書式設定します。decimalDigits パラメーターには、小数点以下に表示する桁数を指定します。
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例：

FormatCurrency(1.25, 1) = "$1.3"

FormatDateTime

関数 パラメーター 戻り値

FormatDateTime DateTime value string

指定された値（value）を日付/時刻として書式設定します。形式は Windows の地域設定を使用します。この関数の実行結果の文字

列に、ニュートラル（中立）の値が含まれることはありません。

例：

FormatDateTime(#1/1/2009#) = "01/01/2009"

FormatDateTime(#1/1/2009 1:30#) = "01/01/2009 1:30:00 AM"

FormatDateTime(#1:30#) = "1:30:00 AM"

関数 パラメーター 戻り値

FormatDateTime DateTime value,

string format

string

指定された値（value）を日付/時刻として書式設定します。形式は format パラメーターで指定される名前付きの書式を使用します。この

パラメーターには以下の値を指定できます。

"Long Date"

"Short Date"

"Long Time"

"Short Time"

例：

FormatDateTime(#1/1/2009 1:30#, "Long Date") = "Thursday, January 01, 2009"

FormatDateTime(#1/1/2009#, "Short Date") = "01/01/2009"

FormatDateTime(#1:30#, "Short Time") = "01:30 AM"

FormatDateTime(#1:30#, "Long Time") = "1:30:00 AM"

FormatNumber

関数 パラメーター 戻り値
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FormatNumber object value string

指定された値（value）を数値として書式設定します。形式は Windows の地域設定を使用します。

例：

FormatNumber(1234.56) = "1,234.56"

関数 パラメーター 戻り値

FormatNumber object value,

int decimalDigits

string

指定された値（value）を数値として書式設定します。decimalDigits パラメーターには、小数点以下に表示する桁数を指定します。

例：

FormatNumber(1234.56, 1) = "1,234.6"

FormatPercent

関数 パラメーター 戻り値

FormatPercent object value string

指定された値（value）を割合（パーセンテージ）として書式設定します。形式は Windows の地域設定を使用します。

例：

FormatPercent(0.15) = "15.00%"

関数 パラメーター 戻り値

FormatPercent object value,

int decimalDigits

string

指定された値（value）を割合（パーセンテージ）として書式設定します。decimalDigits パラメーターには、小数点以下に表示する桁数を

指定します。

例：
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FormatPercent(0.15, 0) = "15%"

変換

ToBoolean

関数 パラメーター 戻り値

ToBoolean object value bool

指定した値をブール値に変換します。

例：

ToBoolean(1) = true

ToBoolean(0) = false

ToByte

関数 パラメーター 戻り値

ToByte object value byte

指定された値をバイトに変換します。

例：

ToByte("55") = 55

ToChar

関数 パラメーター 戻り値

ToChar object value char

指定した値を文字に変換します。

例：

ToChar(65) = 'A'
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ToDateTime

関数 パラメーター 戻り値

ToDateTime object value DateTime

指定した値を日付/時刻に変換します。

例：

ToDateTime("1/1/2009") = #1/1/2009#

ToDecimal

関数 パラメーター 戻り値

ToDecimal object value decimal

指定された値を 10 進数に変換します。

例：

ToDecimal(1) = 1

ToDecimal("1") = 1

ToDouble

関数 パラメーター 戻り値

ToDouble object value double

指定した値を倍精度浮動小数点数値に変換します。

例：

ToDouble(1) = 1

ToDouble("1") = 1

ToInt32

関数 パラメーター 戻り値

ToInt32 object value int
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指定した値を整数に変換します。

例：

ToInt32(1f) = 1

ToInt32("1") = 1

ToRoman

関数 パラメーター 戻り値

ToRoman object value string

指定した数値をローマ表記に変換します。この値は 1 ～ 3998 の範囲で指定する必要があります。

例：

ToRoman(9) = "IX"

ToSingle

関数 パラメーター 戻り値

ToSingle object value float

指定された値を単精度浮動小数点数値に変換します。

例：

ToSingle(1m) = 1

ToSingle("1") = 1

ToString

関数 パラメーター 戻り値

ToString object value string

指定した値（value）を文字列に変換します。

例：
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ToString(false) = "False"

ToString(DateTime.Now) = "08/09/2009 4:45:00 PM"

ToWords

関数 パラメーター 戻り値

ToWords object value string

指定した通貨の値を言葉に変換します。

例：

ToWords(1024.25) = "One thousand and twenty-four dollars and 25 cents"

関数 パラメーター 戻り値

ToWords object value,

string currencyName

string

指定した通貨の値を言葉に変換します。currencyName パラメーターには通貨を指定します。このパラメーターには以下の値を指定できま

す。

"USD"

"EUR"

"GBP"

例：

ToWords(1024.25, "EUR") = "One thousand and twenty-four euros and 25 cents"

関数 パラメーター 戻り値

ToWords object value,

string one,

string many

string

指定した整数値を言葉に変換します。one パラメーターには単数形の呼称、many パラメーターには複数形の呼称を指定します。

例：

ToWords(124, "page", "pages") = "One hundred and twenty-four pages"



242 データ

ToWords(1, "page", "pages") = "One page"

ToWordsEnGb

関数 パラメーター 戻り値

ToWordsEnGb object value string

指定した通貨の値をイギリス英語の言葉に変換します。この関数と ToWords 関数では次のような違いがあります。

GBP 通貨が既定値として使用されます。

10 億および 1 兆単位を変換するときに使用される語が異なります。

例：

ToWordsEnGb(121) = "One hundred and twenty-one pounds and 00 pence"

関数 パラメーター 戻り値

ToWordsEnGb object value,

string currencyName

string

指定した通貨の値をイギリス英語の言葉に変換します。currencyName パラメーターには通貨を指定します。このパラメーターには以下の

値を指定できます。

"USD"

"EUR"

"GBP"

例：

ToWordsEnGb(1024.25, "EUR") = "One thousand and twenty-four euros and 25 cents"

関数 パラメーター 戻り値

ToWordsEnGb object value,

string one,

string many

string

指定した整数値をイギリス英語の言葉に変換します。one パラメーターには単数形の呼称、many パラメーターには複数形の呼称を指定

します。
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例：

ToWordsEnGb(124, "page", "pages") = "One hundred and twenty-four pages"

ToWordsEnGb(1, "page", "pages") = "One page"

ToWordsRu

関数 パラメーター 戻り値

ToWordsRu object value string

指定した通貨の値をロシア語の言葉に変換します。

例：

ToWordsRu(1024.25) = "О д н а  т ы с я ча  д в а д ц а т ь  че т ы р е  р у б л я  25 к о п е е к "

関数 パラメーター 戻り値

ToWordsRu object value,

string currencyName

string

指定した通貨の値をロシア語の言葉に変換します。currencyName パラメーターには通貨を指定します。このパラメーターには以下の値を

指定できます。

"RUR"

"UAH"

"USD"

"EUR"

例：

ToWordsRu(1024.25, "EUR") = "О д н а  т ы с я ча  д в а д ц а т ь  че т ы р е  е в р о  25 е в р о ц е н т о в "

関数 パラメーター 戻り値

ToWordsRu object value,

bool male,

string one,

string two,

string many

string
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指定した整数値をロシア語の言葉に変換します。male パラメーターはその名前の性を示します。one、two、および five パラメーターには

それぞれ 1 個、2 個および 5 個の場合に使用される形（単数、双数、複数）を指定します。

例：

// "с т р а н и ц а "          male = false

ToWordsRu(122, false, "с т р а н и ц а ", "с т р а н и ц ы ", "с т р а н и ц ") = 

"С т о  д в а д ц а т ь  д в е  с т р а н и ц ы "

// "л и с т "          male = true

ToWordsRu(122, true, "л и с т ", "л и с т а ", "л и с т о в ") = 

"С т о  д в а д ц а т ь  д в а  л и с т а "

プログラム フロー

Choose

関数 パラメーター 戻り値

Choose double index,

params object[] choice

object

配列（choice）のうち、index パラメーターで指定されたインデックスに対応する要素を返します。配列の先頭要素のインデックスは 1 です。

例：

Choose(2, "one", "two", "three") = "two"

I I f

関数 パラメーター 戻り値

IIf bool expression,

object truePart,

object falsePart

object

式（expression）が True の場合、truePart の値を返します。Fasle の場合は falsePart の値を返します。

例：

IIf(2 > 5, "true", "false") = "false"
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Switch

関数 パラメーター 戻り値

Switch params object[] expressions object

expressions には、式と値を組み合わせた引数を指定します。Switch 関数は、引数に指定された項目の奇数番目の式を左から順に

評価し、True として評価される最初の式に関連付けられる偶数番目の値を返します。

例：

/ /  a の値に応じて、" a greater than 0"、" a less than 0"、 

/ /  "  equals to 0"  のいずれかの値を返す

Switch(

  a > 0, " a greater than 0" , 

  a < 0, " a less than 0" , 

  a == 0, " a equals to 0" )

集計

多くのレポートで集計情報（グループ単位の集計、リスト内の行数など）を表示する必要があります。FastReport は集計を使用してこのタ

スクを実行します。集計の作成には、以下のパラメーターを指定する必要があります。

集計関数の種類

計算される式Count（総数）関数には式を指定する必要はありません。

条件。条件を満たす場合に関数が実行されます。条件の設定は必須ではありません。

関数の処理対象となるデータ バンド。

集計値が出力されるバンド。

集計関数の一覧を以下に示します。

関数 説明

Sum（合計） 式の合計を計算します。

Min（最小値） 式の最小値を計算します。

Max（最大値） 式の最大値を計算します。

Average（平均） 式の平均値を計算します。

Count（総数） 行数を返します。
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集計の作成

集計関数の使用方法を例を挙げて説明します。Categories および Products という 2 つのテーブルを使用して次のようなマスター/詳細

レポートを作成します。

実行されたレポートは次のようになります。

このレポートに、カテゴリ別の在庫総数（UnitsInStock データ列の合計）を出力する集計を追加します。集計はデータ フッター バンドに出

力します。

 

集計値を出力するには、まずその集計を作成する必要があります。［データ］ウィンドウのツールバーの［操作］ボタンをクリックし、［新しい集

計を］を選択します。別の方法として、データ ツリーの "集計" 要素を右クリックし［新しい集計］を選択することもできます。次のような集計エ

ディター（［集計の編集］）ウィンドウが表示されます。 
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まず、集計の名前を指定します。この名前によって集計が参照されるので、計算される対象がわかりやすい名前を付けてください。ここでは

"TotalUnits" という名前を付けます。

集計関数には "合計" を選択します。

次に、集計を計算するデータ範囲を指定します。［バンドの各行について評価する］フィールドには、製品の一覧が出力されるデータ バンド

を選択します。［出力先のバンド］フィールドには、集計が出力されるバンド、つまりデータ フッター バンドを選択します。 

［OK］ボタンをクリックしてエディターを閉じます。［データ］ウィンドウには新しい集計項目が表示されます。その集計項目をレポートへドラッグ

できます。 
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レポートを実行すると、次のように出力されます。

条件付き集計

前のセクションで挙げた例では、集計は全データ行を対象に計算されています。集計エディターで条件を指定することで、この対象範囲を

制限することができます。集計の計算は、条件が満たす行のみを対象とします。 

たとえば、次のような条件を設定できます。
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これは、集計を計算する対象が Discontinued フラグがセットされていない製品のみであることを示しています。 

累計

サンプルの集計では、データ フッター バンドの出力後に集計がリセットされます。これは、集計エディターで集計の出力後にリセットするよう指

定しているためです。この結果、カテゴリ単位の集計値が出力されます。

［出力後にリセットする］チェックボックスをオフにすると、集計は出力後もリセットされません。これは「累計」と呼ばれます。

2 種類の集計（一般的な集計と累計）を同時に出力する必要がある場合、同じ設定の集計をもう 1 つ作成し、その［出力後にリセットす

る］チェックボックスをオフにします。 

ページ集計

ページ フッター上に出力される集計を作成するには、［出力先のバンド］フィールドで "ページ フッター" を指定します。
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ヘッダーに集計を出力する

通常、集計値はフッター バンド（データ フッター、グループ フッターなど）に出力します。これは、集計を出力するときに、その値が適切に計算

されそのまま使用できるので、自然な出力位置といえます。しかし場合によっては、集計をヘッダー（グループ フッターなど）に出力する必要が

あるかもしれません。ヘッダーに集計を出力しようとすると、その値はゼロで表示されてしまいます。この時点では、集計はまだ計算されていま

せん。

この問題を解決するため、FastReport には "出力の遅延" 機能があります。テキスト オブジェクトには ProcessAt というプロパティがあり、

以下のいずれかの値を持ちます。

値 説明

Default 既定の出力モード。これが既定値です。

ReportFinished オブジェクトの値は、レポートの最後に計算されます。

ReportPageFinish

ed

オブジェクトの値は、ページのすべてのバンドが終了したときに計算されます。

PageFinished オブジェクトの値は、ページの最後に計算されます。

ColumnFinished オブジェクトの値は、列の最後に計算されます。

DataFinished オブジェクトの値は、データ バンドの最後（そのデータのフッターが出力されたとき）に計算されます。

GroupFinished オブジェクトの値は、グループの最後（そのグループのフッターが出力されたとき）に計算されます。

どのように動作するか見てみましょう。集計を出力するテキスト オブジェクトをグループ フッターに置きます。テキスト オブジェクトの ProcessAt

プロパティに "GroupFinished" を設定します。

レポートの実行時、FastReport は以下のことを行います。

グループ ヘッダーを出力します。集計値は 0（誤り）として出力されますが、FastReport は後でこのオプジェクトを処理することを覚えてお

きます。

すべてのデータ行を出力します。

グループ フッターを出力します。この時点で、FastReport はグループ ヘッダーに出力されるオブジェクトを再び処理して正しい集計値を

出力します。

実行されたレポートは次のようになります。
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ProcessAt プロパティにほかの値を使用すると、レポート タイトルにレポート集計を出力したり（ProcessAt = ReportFinished）、ページ

ヘッダーにページ集計を出力（ProcessAt = PageFinished）したりすることができます。

レポート ファイルのキャッシュをオンにした場合（［レポート］メニューで［オプション］を選択、［全般］タブの［ファイル キャッシュを使用する］チェッ

クボックス）、この出力の遅延機能は動作しません。

レポート パラメーター

レポートにはパラメーターを定義することができます。パラメーターは変数です。その値はレポート内およびレポート外（レポートの呼び出しでパ

ラメーターの値をレポートに転送するプログラム）のどちらからでも定義することができます。詳細については、『FastReport.Net

Programmer's Manual』を参照してください）。パラメーターは、式で使用したり、テキスト オブジェクトなどのレポート オブジェクトに表示し

たりすることができます。 

最も一般的なパラメーターの使用方法は次のとおりです。

パラメーターに設定した条件でデータをフィルター処理する

レポートにパラメーター値を出力する

パラメーターには以下のプロパティがあります。

プロパティ 説明

名前 パラメーターの名前にはドット（.）以外の記号も使用できます。
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DataType パラメーターのデータ型。 

Expression
パラメーターの値を返す式。式の詳細については、「式」の章を参照してください。この式はパラメーター

を呼び出したときに処理されます。 

Value パラメーターの値。このプロパティはデザイナーでは使用できません。これはプログラムで指定できます。 

Name および DataType プロパティは設定する必要があります。Expression プロパティは空にしておくことができます。この場合、パラメー

ターの値はプログラムで渡してください。 

パラメーターの作成

パラメーターを作成するには、［データ］ウィンドウで "パラメーター" 要素を右クリックし、コンテキスト メニューから［新しいパラメーター］を選択し

ます。

F2 キーを押してパラメーターに名前を付け、［プロパティ］ウィンドウでそのパラメーターの DataType プロパティを設定します。 

パラメーターは入れ子にすることができます。入れ子のパラメーターを作成するには、親パラメーターを右クリックし、コンテキスト メニューから

［新しいパラメーター］を選択します。

親パラメーターと入れ子のパラメーターの両方が参照可能です。入れ子のレベルに制限はありません。 

レポート内でのパラメーターの使用

次のように、角かっこを使用した式からパラメーターを参照することができます。

[Parameter name]

入れ子のパラメーターには、次の方法を使用して参照する必要があります。

[Parent parameter.Child parameter]

パラメーターは（DataType プロパティによって）データ型が明確に定義されているため、パラメータを使用する場合は、そのデータ型に応じたア

クションを実行できます。このため、文字列型のパラメーターは次のように式内で使用することができます。
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[StringParameter].Substring(0, 2)

パラメーターの使用例を挙げてみましょう。Employees テーブルを出力するレポートがあるとします。このレポートを編集して、指定した番号

（ID）の従業員に関する情報のみを出力するようします。これを行うには、EmployeeID データ列のデータをフィルター処理する必要がありま

す。"EmployeeID" という名前のパラメーターを作成します。パラメーターのデータ型には EmployeeID データ列と同じ Int32 を指定しま

す。指定した ID の従業員をフィルター処理するには、データ バンドのエディター（［データ バンドの編集］ダイアログ）の［フィルター］タブで次の

式を指定します。

 

[Employees.EmployeeID] == [EmployeeID]

パラメーター値をプログラムからレポートへ渡すには、次のようなコードを使用します。

report1.SetParameterValue("EmployeeID", 2);
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式

FastReport では多くの場所で式が使用されます。たとえば、テキスト オブジェクトには角かっこで囲まれた式を含めることができます。 

式は C# または VB.Net 言語のコードであり、値を返します。たとえば、次のように指定します。

2 + 2

式はレポートのスクリプトとして選択した言語で記述する必要があります。言語の既定値は C# です。この言語は［レポート オプション］ダイ

アログ（［レポート］メニューの［オプション］を選択）の［スクリプト］タブで変更できます。 

式エディター

式をすばやく作成するには、式エディターを使用します。これは FastReport ユーザー インターフェイスで、式を入力できる場所から起動でき

ます。
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式エディターはウィンドウとして表示され、式を入力したり、式内にデータ要素を挿入することができます。

レポート オブジェクトの参照

レポート オブジェクトを参照するには、そのオブジェクトの名前を使用します。次の例は Text1 オブジェクトの高さを返します。

Text1.Height

レポートのプロパティを参照するには、Report 変数を使用します。次の例はレポートを読み込むファイル名を返します。 

Report.FileName

さらに、入れ子のオブジェクトのプロパティを参照することもできます。次の例はレポート名を返します。
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Report.ReportInfo.Name

.Net 関数の使用

式ではあらゆる .Net オブジェクトが使用できます。次のコードは Max 関数の使用例を示しています。

Math.Max(5, 10)

既定では、レポートは以下の .Net アセンブリを使用します。 

System.dll

System.Drawing.dll

System.Windows.Forms.dll

System.Data.dll

System.Xml.dll

これらのアセンブリで宣言されるすべての .Net オブジェクトにアクセスできます。別のアセンブリにアクセスする必要がある場合は、そのアセンブ

リの名前をレポートのアセンブリ リストに追加します。これは［レポート オプション］ダイアログ（［レポート］メニューの［オプション］を選択）の［スク

リプト］タブで行うことができます。

たとえば、アプリケーション内で宣言した関数をレポートで使用する場合、アプリケーション アセンブリ（.exe または .dll）をレポートのアセンブリ

リストに追加します。これで、アプリケーションの名前空間を使用することでその関数を呼び出すことができます。たとえば、次の関数がアプリケ

ーションで定義されています。

namespace Demo

{

  public static class MyFunctions

  {

    public static string Func1()

    {

      return "Hello!";

    }
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  }

}

これをレポートで次のように使用できます。

Demo.MyFunctions.Func1()

レポートのスクリプトの先頭で "using Demo" 行を追加すると、次のように構文を短縮することができます。

MyFunctions.Func1()

スクリプトで定義された関数または変数を参照するには、単にその名前を使用します。

myPrivateVariableThatIHaveDeclaredInScript

MyScriptFunction()

式で使用できるのは、値を返す関数のみです。

データ要素の参照

式では、標準の言語要素だけでなく以下のレポート要素が使用できます。

データ ソースの列

システム変数 

集計値

レポート パラメーター

これらの要素はすべて［データ］ウィンドウに含まれています。詳細については、データの章を参照してください。これらの要素は角かっこで囲む

ことによって、式で使用することができます。たとえば、次のように指定します。

[Page] + 1

この式は次に出力されるページ番号を返します。ここでは現在のレポート ページ番号を返すシステム変数 Page が使用されています。この

変数が角かっこで囲まれています。 
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データ ソースの参照

データ ソースの列を参照するには、以下の書式を使用します。

[DataSource.Column]

データ ソース名と列名はピリオドで区切ります。たとえば、次のように指定します。

[Employees.FirstName]

関係を使用してデータ ソースを参照する場合は、データ ソース名を含めることができます。詳細については、「データ」の章を参照してくださ

い。たとえば、関連付けられたデータ ソースの列を参照するには次のように指定されます。 

[Products.Categories.CategoryName]

次に、式で列を使用する例を見てみましょう。

[Employees.FirstName] + " " + [Employees.LastName]

注意事項：各列にはデータ型が定義されています。これはそれぞれの DataType プロパティで設定されています（このプロパティは［データ］

ウィンドウでデータ列を選択したときに［プロパティ］ウィンドウで表示されます）。式内で列を使用する場合、その使用法はその列のデータ型

によって異なります。たとえば、前述の例で示した FirstName および LastName の列はいずれも文字列データ型であるため、それに応じ

た使用が可能です。次の例では、数値型の Employees.Age 列を使用しようとしています。これはエラーを引き起こします。

[Employees.FirstName] + " " + [Employees.Age]

文字列と数値を混在させてはいけないため、この式はエラーになります。このため、次のように数値を文字列に変換する必要があります。

[Employees.FirstName] + " " + [Employees.Age].ToString()

この場合、Employees.Age 列を整数型の変数であるかのように参照します。これで適切な式として成立します。式はすべてコンパイルさ

れます。コンパイラーの観点から、（データ列の参照のような）非標準的なものがすべて、コンパイラーにわかりやすい別のデータ型に変換され

ます。このため、最後の式は次のような形に変換されます。

(string)(Report.GetColumnValue("Employees.FirstName")) + " " + 

(int)(Report.GetColumnValue("Employees.Age")).ToString()

ご覧のとおり、FastReport データ列への参照を次のように変更します。

[Employees.FirstName] --> (string)(Report.GetColumnValue("Employees.FirstName"))

[Employees.Age] --> (int)(Report.GetColumnValue("Employees.Age"))
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つまり、式でデータ列を使用する場合、その列をデータ型が定義された変数のように使用することができます。たとえば、次の式では従業員

名の先頭文字を返します。

[Employees.FirstName].Substring(0, 1)

システム変数の参照

以下のシステム変数を式で使用することができます（この変数は［データ］ウィンドウからアクセス可能です）。

変数 .Net データ型 説明

Date DateTime レポートを開始した日時。

Page int 現在のページ番号。

TotalPages

int レポートの総ページ数。この変数を使用するには、レポートのダブル パスを有

効にしておく必要があります。これは［レポート オプション］ダイアログ（［レポート］

メニューの［オプション］を選択）で設定できます。 

PageN string "ページ N" 形式のページ番号。

PageNofM string "Page N of M" 形式のページ番号。 

Row#
int グループ内のデータ行番号。この値は、新しいグループの開始時にリセットされ

ます。 

AbsRow#
int データ行の絶対番号。この値は、新しいグループの開始時にもリセットされませ

ん。

各変数にはデータ型が定義されます。このデータ型に応じて、式での使用方法が異なります。次の式の例では、日付が使用されています。

[Date].Year

この式は現在の年を返します。Date 変数は DateTime 型であるため、その Year プロパティを参照できます。同様の式で現在の月も取

得できます（[Date].Month）。 

FastReport は（Date 変数などの）システム変数への参照を次のように変換します。

((DateTime)Report.GetVariableValue("Date"))
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集計値の参照

集計値を参照するには、次のようにその名前を使用します。

 

[TotalSales]

FastReport は集計への参照を次のように変換します。

Report.GetTotalValue("TotalSales")

ご覧のとおり、ここではデータ型が使用されていません。これは集計値が FastReport.Variant 型の値だからです。集計値は、自動的にあ

らゆるデータ型に変換されるため、どのような式でも直接使用できます。たとえば、次のように指定します。

[TotalSales] * 0.2f

レポート パラメーターの参照

レポート パラメーターを参照するには、次のようにそのパラメーター名を使用します。

[Parameter1]

パラメーターは入れ子にすることができます。この場合、次のような書式で親パラメーターおよび子パラメーターの両方を使用する必要があり

ます。

[ParentParameter.ChildParameter]

パラメーターにはデータ型が定義されます。これはそのパラメーターの DataType プロパティで設定されています。このため、パラメーターを式で

使用する方法は、そのパラメーターのデータ型によって異なります。 

FastReport はレポート パラメーターへの参照を次のように変換します。

((string)Report.GetParameterValue("Parameter1"))
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スクリプト

スクリプトは、レポートの一部を成す高度なプログラミング言語です。スクリプトは次のいずれかの .Net 言語で記述されます。

C#

VisualBasic.Net

スクリプトは多くの場所で適用されます。スクリプトを使用すると、以下のことが行えます。

FastReport エンジンの標準手段では行うことができないデータ処理を実行する

レポート ページおよびページ上のバンドの出力を制御する

ダイアログ フォーム上の要素間の相互作用を制御する

動的なテーブル オブジェクトの形成を制御する

その他多数

レポートのスクリプトを表示するには、デザイナーで［コード］タブに切り替えます。
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スクリプト言語は、［レポート］メニューの［オプション］を選択して設定することができます。言語が変更されると既存のスクリプトが削除されて

しまうため、言語の設定はレポートを新規作成した直後に行うようにしてください。
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全般情報

ほかのレポート ジェネレーターとは異なり、FastReport のスクリプトには自分で記述したもののみが含まれます。スクリプトでは、以下のことを

行うことができます。

変数、メソッドおよびプロパティをスクリプトのメイン クラスに追加する。

レポート オブジェクトのイベント ハンドラーを作成する。

必要に応じて、新しいクラスをスクリプトへ追加する。クラスは ReportScript メイン クラスの前または後のどちらにも追加できます。

以下のことを行うことはできません。

ReportScript メイン クラスの可視領域を削除、リネームまたは変更する。

メイン クラスが置かれている名前空間を変更する。

レポートの実行時には、以下のことが行われます。

FastReport によってスクリプトに変数のリストが追加されます。変数の名前はレポート オブジェクトの名前と一致します。これはスクリプト

のコンパイル前に行われるので、名前によってレポート オブジェクトを参照することができます。

式ハンドラーがスクリプトへ追加されます。このハンドラーはレポート内にあるすべての式を処理します。

スクリプトが空でなければコンパイルされます。

スクリプト クラスが初期化されます。
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レポートを実行します。

イベント ハンドラー

スクリプトは主にオブジェクトのイベント ハンドラーを作成する場合に使用されます。イベント ハンドラーを作成する場合は、対象となるオブ

ジェクトを選択します。［プロパティ］ウィンドウで、  ボタンをクリックし、イベントの一覧に切り替えます。

目的のイベントを選択し、ダブルクリックします。FastReport によって、レポートのコードに空のイベント ハンドラーが追加されます。

private void Text2_BeforePrint(object sender, EventArgs e)

{

  

}

レポート オブジェクトにもイベントがあります。このオブジェクトは以下の方法で選択できます。

［レポート ツリー］ウィンドウで "Report" を選択します。

［プロパティ］ウィンドウの上部にあるドロップダウン リストから "Report" を選択します。

イベント ハンドラーを削除するには、［プロパティ］ウィンドウでそのイベントを選択し、そのフィールドのテキストを選択して Delete キーを押し

ます。
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レポートのイベント

レポートの制御に最大限の柔軟性を持たせるため、各レポート オブジェクトにはいくつかのイベントがあります。たとえば、あるイベント ハンドラ

ーではデータ バンドに接続し、レコードをフィルター処理、つまり特定の条件に応じてバンドを表示/非表示にすることができます。

レポート生成の処理時に発生するイベントについて見てみましょう。例として、1 つのデータ バンドとそのバンド上に 2 つのテキスト オブジェクト

がある 1 ページのシンプルなレポートを使います。

レポートの始めに、レポート オブジェクトによって StartReport イベントが発生します。レポート ページを形成する前には StartPage イベント

が発生します。このイベントは各テンプレート ページ（実行されるレポート ページと混同しないでください）に対し 1 回発生します。この例の

場合、テンプレートに含まれるレポートは 1 ページなので、実行されるレポートのページ数に関係なく、このイベントの発生は 1 回です。

さらに、データ バンド行の出力が開始されます。これは次のように行います。 

1.バンドの BeforePrint イベントが発生します。

2.そのバンドに置かれているすべてのオブジェクトの BeforePrint イベントが発生します。

3.すべてのオブジェクトがデータで埋められます。

4.そのバンドに置かれているすべてのオブジェクトの AfterData イベントが発生します。

5.バンドの BeforeLayout イベントが発生します。

6.オブジェクトがバンド上に置かれ、そのバンドの高さが計算され（可能な場合は）バンドが拡張されます。

7.バンドの AfterLayout イベントが発生します。

8.バンドがページ上の空き領域に収まらない場合は、新しいページが形成されます。

9.バンドおよびそのすべてのオブジェクトが実行レポート ページに表示されます。

10.バンドの AfterPrint イベントが発生します。

11.すべてのバンド オブジェクトの AfterPrint イベントが発生します。

データ ソースにあるすべてのデータがバンド行として出力されます。これで、この例のレポートの形成は終了です。ページの FinishPage イ

ベントが発生し、最後に Report オブジェクトの FinishReport イベントが発生します。

このため、異なるオブジェクトのイベントを使用することで、レポート形成の各手順を制御することができます。イベントを正しく使用するために

は、上記の 11 個の手順で述べたバンドの出力プロセスについて十分に理解していることが重要です。多くの操作はバンドの BeforePrint

イベントの使用だけで行えます。オブジェクトに対して行われる変更も表示されます。しかし、このイベントでは、バンドの出力でそのバンドを

拡張する場合のページ分析を行うことはできません。これはバンドの高さが手順 6 で計算されるためです。これは、手順 7 で AfterLayout

イベント、または 手順 10 で AfterPrint イベントを使用して行えますが、後者の AfterPrint の場合は、バンドが既に出力されておりオブジェ

クトの操作は何も割り当てられません。要するに、各イベントをいつ発生させるか、また指定したタスクに適したイベントの使用について明確に

提示する必要があります。
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.Net オブジェクトの使用

スクリプトでは、.Net オブジェクトを使用することができます。これらは以下のアセンブリで定義されています。

System.dll

System.Drawing.dll

System.Windows.Forms.dll

System.Data.dll

System.Xml.dll

そのほか FastReport アセンブリで定義されているオブジェクトも使用できます。別のアセンブリにアクセスする必要がある場合は、それをアセ

ンブリのリストに追加します。これは［レポート オプション］ダイアログ（［レポート］メニューの［オプション］を選択）の［スクリプト］タブで行うことがで

きます。

たとえば、アプリケーション内で宣言した関数をレポートで使用する場合、アプリケーション アセンブリ（.exe または .dll）をレポートのアセンブリ

リストに追加します。これで、アプリケーションの名前空間を使用することでその関数を呼び出すことができます。たとえば、次の関数がアプリケ

ーションで定義されています。

namespace Demo

{

  public static class MyFunctions

  {

    public static string Func1()

    {

      return "Hello!";

    }

  }

}

スクリプトでの呼び出しは次のように行うことができます。

string hello = Demo.MyFunctions.Func1();

レポートのスクリプトの先頭で "using Demo" 行を追加すると、次のように構文を短縮することができます。
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string hello = MyFunctions.Func1();

レポート オブジェクトの参照

レポート オブジェクト（テキスト オブジェクトなど）を参照する場合は、そのオブジェクトの名前を使用します。次の例は Text1 オブジェクトの高

さを返します。

float height = Text1.Height;

レポートのネイティブの測定単位はピクセルであることに留意してください。オブジェクトで Left、Top、Width および Height のようなプロパ

ティ使用する場合はこの単位に留意してください。ピクセルをセンチメートルに変換および逆変換するには、次のように Units クラスに定義さ

れている定数を使用します。

float heightInPixels = Text1.Height;

float heightInCM = heightInPixels / Units.Centimeters;

Text1.Height = Units.Centimeters * 5; // 5 cm

Report  および Engine オブジェクト

レポートに含まれるオブジェクトとは別に、スクリプトで定義される Report および Engine という 2 つの変数があります。 

Report 変数は現在のレポートを参照します。次の表は、Report オブジェクトのメソッドの一覧を示します。

メソッド 説明

object Calc(

  string expression)

式を計算して、その結果の値を返します。このメソッドを初めて呼び出すとき、必

要となる式がコンパイルされます。

object GetColumnValue(

  string complexName)

データ列の値を返します。データ列の名前は "DataSource.Column"（"データソ

ース.列"）の形式で表します。列にヌル値がある場合は、そのデータ型に応じた既

定値（0、空文字列、False）に変換されます。

object GetColumnValueNullable(

  string complexName)

データ列の値を返します。前のメソッドとは異なり、列にヌル値があっても既定値

には変換されません。

Parameter GetParameter(

  string complexName)

指定された名前のレポート パラメーターを返します。入れ子のパラメーターを参照

する場合、名前は "MainParam.NestedParam"（"メインパラメーター.入れ子

のパラメーター"）の形式で指定することができます。

object GetParameterValue(

  string complexName)

指定された名前のレポート パラメーターの値を返します。
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void SetParameterValue(

  string complexName, 

  object value)

指定された名前のレポート パラメーターの値を設定します。

object GetVariableValue(

  string complexName)

システム変数（Date など）の値を返します。

object GetTotalValue(

  string name)

集計の値を返します。この集計は名前が付けられ［データ］ウィンドウで定義され

ています。

DataSourceBase GetDataSource(

  string alias)

レポートに名前で定義されているデータ ソースを返します。

Engine オブジェクトはレポートの作成を制御するエンジンです。このエンジンのメソッドやプロパティを使用すると、バンドをページ上に配置す

る処理を管理することができます。Engine オブジェクトの以下のプロパティを使用することができます。

プロパティ 説明

float CurX X 軸における現在の座標。このプロパティに値を割り当て、出力オブジェクトを移

動させることができます。

float CurY Y 軸における現在の座標。このプロパティに値を割り当て、出力オブジェクトを移

動させることができます。

int CurColumn 複数列レポートにおける現在の列の番号。先頭の列の番号は 0 です。

int CurPage 出力されるページの番号。この値は Page システム変数を用いて取得することが

できます。

float PageWidth 左余白と右余白のサイズを差し引いたページの幅。

float PageHeight 上余白と下余白のサイズを差し引いたページの高さ。

float PageFooterHeight ページ フッター（およびそのすべての子バンド）の高さ。

float ColumnFooterHeight 列フッター（およびそのすべての子バンド）の高さ。

float FreeSpace ページ上の空き領域のサイズ。

bool FirstPass 最初の（または唯一の）レポート パスが実行された場合は True を返します。パス

の数は Report.DoublePass プロパティを用いて取得できます。

bool FinalPass 最後の（または唯一の）レポート パスが実行された場合は True を返します。

次の図で、上記のいくつかのプロパティについて理解を深めることができます。
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Engine.PageWidth および Engine.PageHeight プロパティは出力領域のサイズを決定します。この領域はほとんどの場合ページの実

際のサイズよりも小さくなっています。出力領域のサイズはページ余白によって決まります。この余白は LeftMargin、TopMargin、

RightMargin および BottomMargin プロパティで指定されます。 

Engine.FreeSpace プロパティはページ上の空き領域の高さを決定します。ページ上にページ フッター バンドがある場合、その高さは空き

領域（FreeSpace）の計算時に考慮されます。バンドの出力後の空き領域が縮小されるので注意してください。

実行されるレポートのページがどのように形成されるかについて説明します。FastReport エンジンは、ページ上にバンドを出力する十分なス

ペース（空き領域）がある間はバンドを表示していきます。空き領域がなくなると、ページ フッター バンドが出力され新しい空のページが形成

されます。X および Y 座標によって指定される現在の位置から開始するバンドを表示します。この位置は Engine.CurX および Engine.

CurY プロパティで返されます。1 つのバンドの出力後、その出力されたバンドの高さが自動的に CurY へ加算されます。新しいページが形

成されると、CurY の位置は 0 に設定されます。複数列のレポートを出力する場合、CurX の位置は変更します。

Engine.CurX および Engine.CurY プロパティは取得だけでなく設定にも使用できます。これは適切なイベントを使用することでバンドを手

動で移動させることができるということです。これらのプロパティの使用例については、「例」セクションを参照してください。

サイズや位置を返すプロパティを使って作業する場合、これらのプロパティの値はピクセル単位で測定されます。 

Engine オブジェクトでは、以下のメソッドが定義されています。

メソッド 説明

void AddOutline(string text) 要素をレポート アウトラインに追加し（対話型レポートを参照）、その追加された

要素を現在の位置として設定します。

void OutlineRoot() 現在の位置をアウトラインのルートに設定します。 

void OutlineUp() 現在の位置を 1 つ上のレベルのアウトライン要素に移動させます。
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void AddBookmark(string name) ブックマークを追加します（対話型レポートを参照）。

int GetBookmarkPage(string name) 指定された名前のブックマークがあるページ番号を返します。

void StartNewPage() 新しいページを開始します。複数列のレポートの場合、新しい列が開始されま

す。

AddOutline、OutlineRoot、OutlineUp メソッドを使用すれば、レポート アウトラインを手動で形成することができます。通常、これは各バ

ンドおよびレポート ページにある OutlineExpression プロパティを使用して自動的に行われます。

AddOutline メソッドは現在のアウトライン要素に子要素を追加し、その要素に現在の位置設定します。現在のレポート ページおよびその

ページ上の現在の位置が新しい要素と関連付けられます。AddOutline メソッドを複数回呼び出した場合は、以下のような構造になりま

す。

Item1

    Item2

        Item3

現在の要素を制御する場合は、OutlineUp および OutlineRoot メソッドを使用します。OutlineUp メソッドは、ポインターを 1 つ上のレ

ベルにある要素へ移動させます。これは次のようなスクリプトになります。

Engine.AddOutline("Item1");

Engine.AddOutline("Item2");

Engine.AddOutline("Item3");

Engine.OutlineUp();

Engine.AddOutline("Item4");

これによって次のようなアウトラインが作成されます。

Item1

    Item2

        Item3

        Item4

OutlineRoot メソッドは、現在の要素をアウトラインのルートへ移動させます。たとえば、次のようなスクリプトを記述します。

Engine.AddOutline("Item1");

Engine.AddOutline("Item2");

Engine.AddOutline("Item3");

Engine.OutlineRoot();

Engine.AddOutline("Item4");

これによって次のようなアウトラインが作成されます。
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Item1

    Item2

        Item3

Item4

ブックマークを使って作業する場合、Engine オブジェクトの AddBookmark および GetBookmarkPage メソッドが使用されます。通常、

ブックマークは Bookmark プロパティを使用すると自動的に追加されます。このプロパティはレポートのすべてのオブジェクトにあります。 

AddBookmark メソッドを使用することで、プログラムでブックマークを追加することができます。このメソッドは現在のページの現在の出力位

置にブックマークを作成します。 

GetBookmarkPage メソッドはブックマークが置かれるページ番号を返します。このメソッドは目次の作成時、ページ番号を表示するために

よく使用されます。この場合、レポートはダブル パスを持つ必要があります。

データ ソースの参照

FastReport の式（式の章を参照）とは異なり、データ ソースの参照には角かっこをスクリプトで使用しないでください。その代わりに、列の値

を返す Report オブジェクトの GetColumnValue メソッドを使用します。

string productName = (string)Report.GetColumnValue("Products.Name");

このように、ソースおよびその列の名前を指定する必要があります。関係を使用してデータ ソースを参照している場合は、データ ソース名を

含めることができます。関係の詳細については、「データ」の章の関係を参照してください。たとえば、次のように記述すると、関連付けられた

データ ソースの列を参照することができます。

string categoryName = (string)Report.GetColumnValue("Products.Categories.CategoryName");

この作業は［データ］ウィンドウを使用するともっと簡単に行えます。［データ］ウィンドウからデータ要素をスクリプトへドラッグすることができま

す。このとき、FastReport によってその要素の参照用コードが自動的に作成されます。

データ ソース自身を参照する場合は、Report オブジェクトの GetDataSource メソッドを使用します。

DataSourceBase ds = Report.GetDataSource("Products");

DataSourceBase クラスのプロパティやメソッドの詳細については、『FastReport.Net Class Reference』 ヘルプを参照してください。一

般に、このオブジェクトはスクリプトで以下のように使用されます。

/ /  データ ソースへの参照を取得する

DataSourceBase ds = Report.GetDataSource("Products");

/ /  データ ソースを初期化する
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ds.Init();

/ /  すべての行を列挙する

while (ds.HasMoreRows)

{

  / /  現在の行からデータ列の値を取得する

  string productName = (string)Report.GetColumnValue("Products.Name");

  / /  その値を使ってなんらかの作業を行う

  // ...

  / /  次のデータ行へ

  ds.Next();

}

システム変数の参照

システム変数を参照する場合は、Report オブジェクトの GetVariableValue メソッドを使用します。

DateTime date = (DateTime)Report.GetVariableValue("Date");

システム変数の一覧は、［データ］ウィンドウに表示されます。そこから変数をスクリプトへドラッグすることができます。このとき、FastReport に

よってその変数の参照用コードが自動的に作成されます。

集計値の参照

集計値を参照する場合は、Report オブジェクトの GetTotalValue メソッドを使用します。

float sales = Report.GetTotalValue("TotalSales");

集計の一覧は、［データ］ウィンドウに表示されます。そこから集計をスクリプトへドラッグすることができます。このとき、FastReport によってそ

の集計の参照用コードが自動的に作成されます。

集計値には FastReport.Variant 型が定義されます。この FastReport.Variant 型は自動的にあらゆるデータ型に変換されるため、集計

値は式で直接使用することができます。たとえば、次のように指定します。

float tax = Report.GetTotalValue("TotalSales") * 0.2f;

集計値の参照は、それが処理される時点で行うことができます。通常、集計はレポートでそれが置かれているバンドを出力する際にすぐに

使用できます。
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レポート パラメーターの参照

レポート パラメーターを参照する場合は、Report オブジェクトの GetParameterValue メソッドを使用します。

int myParam = (int)Report.GetParameterValue("MyParameter");

パラメーターは入れ子にすることができます。この場合、次のように親パラメーターの名前、ピリオド、子パラメーターの名前の順で指定しま

す。

Report.GetParameterValue("ParentParameter.ChildParameter")

パラメーターにはデータ型が定義されます。これはそのパラメーターの DataType プロパティで指定されています。パラメーターを参照する場合

はこのデータ型を考慮する必要があります。パラメーターの一覧は、［データ］ウィンドウに表示されます。そこからパラメーターをスクリプトへド

ラッグすることができます。このとき、FastReport によってそのスクリプトの参照用コードが自動的に作成されます。

パラメーターの値を変更するには、Report オブジェクトの SetParameterValue メソッドを使用します。

Report.SetParameterValue("MyParameter", 10);
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例

例 1：オブジェクトの外観を変更する

この例では、オブジェクトに出力される値に応じてテキストの色を変更する方法を示します。ここで使用するものは次のとおりです。

BeforePrint イベント

スクリプトからデータ列への参照

次のような外観のシンプルなレポートを作成します。

UnitPrice 列を出力するオブジェクトを選択し、BeforePrint イベント ハンドラーを作成します。

private void Text2_BeforePrint(object sender, EventArgs e)

{

  if (((Decimal)Report.GetColumnValue("Products.UnitPrice")) > 2000)

    Text2.TextColor = Color.Red;

}

Products.UnitPrice データ列をスクリプトへ挿入するには、［データ］ウィンドウからそのデータ列をドラッグします。データ列がドラッグされる

と、次の文字列がスクリプトへ追加されます。

((Decimal)Report.GetColumnValue("Products.UnitPrice"))

レポートを実行すると、製品の一覧が出力され、価格が 2000 を超えるテキストは赤色で強調表示されます。
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強調表示の条件（「レポートの作成」の章の条件付き強調表示を参照）を使用するとこれと同じように出力することができます。

例 2：バンドの偶数行を強調表示する

この例では、データ バンドにおける偶数行の塗りつぶしの色を変更する方法を示します。ここで使用するものは次のとおりです。

バンドの BeforePrint イベント

スクリプトから Row# システム変数への参照

次のような外観のシンプルなレポートを作成します。

次のように、バンドの BeforePrint イベント ハンドラーを作成します。

private void Data1_BeforePrint(object sender, EventArgs e)

{

  if (((Int32)Report.GetVariableValue("Row#")) % 2 == 0)

    Data1.FillColor = Color.Gainsboro;

}

Row# システム変数は出力されるバンドの行番号を返します。変数の参照をスクリプトへ挿入するには、［データ］ウィンドウからその変数を

ドラッグします。変数をドラッグすると、次の文字列がスクリプトへ追加されます。

((Int32)Report.GetVariableValue("Row#"))

レポートを実行すると、次のように偶数行が淡い灰色で強調表示されます。

データ バンドの EvenStyle プロパティを使用すると、これと同じように出力することができます。この詳細につていは、「レポートの作成」の章
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のデータの偶数行を強調表示するを参照してください。

例 3：データをフィルター処理する

この例では、指定した条件に従ってデータ バンド行を非表示にする方法を示します。ここで使用するものは次のとおりです。

バンドの BeforePrint イベント

スクリプトからデータ ソースへの参照

次のような外観のシンプルなレポートを作成します。

次のように、バンドの BeforePrint イベント ハンドラーを作成します。

private void Data1_BeforePrint(object sender, EventArgs e)

{

  if (((Decimal)Report.GetColumnValue("Products.UnitPrice")) > 2000)

    Data1.Visible = false;

}

この場合、レポートを実行すると UnitPrice の値が 2000 を超えるバンド行が表示されなくなります。

データ バンド エディターで設定できるデータ フィルターを使用すると、これと同じように出力することができます。
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例 4：合計を計算する

この例では、プログラミング方法を使用して合計を計算する方法を示します。ここで使用するものは次のとおりです。

バンドの BeforePrint イベント

スクリプトからデータ列への参照

ローカル変数（レポートに出力される値を含む）

次のような外観のレポートを作成します。

スクリプトで、 "sum" という変数を宣言し、このバンドに属する BeforePrint イベント ハンドラーを作成します。

public class ReportScript

{

  private decimal sum;

 

  private void Data1_BeforePrint(object sender, EventArgs e)

  {

    sum += (Decimal)Report.GetColumnValue("Products.UnitPrice");

  }

}

Products.UnitPrice データ列をスクリプトへ挿入するには、［データ］ウィンドウからそのデータ列をドラッグします。

レポートを実行すると、次のように出力されます。
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集計を使用すると、これと同じように出力することができます。

例 5：出力位置を移動する

この例では、Engine オブジェクトを使用し、手動でバンドの位置を移動する方法を示します。ここで使用するものは次のとおりです。

バンドの BeforePrint イベント

Engine オブジェクト

次のような外観のシンプルなレポートを作成します。

次のように、バンドの BeforePrint イベント ハンドラーを作成します。

private void Data1_BeforePrint(object sender, EventArgs e)

{

  Engine.CurX = ((Int32)Report.GetVariableValue("Row#")) * 10;

}

レポートを実行すると、次のように出力されます。





第6
ダイアログ フォーム

章
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ダイアログ フォーム

レポートには、通常のページとは別に 1 つまたは複数のダイアログ フォームを含めることができます。このようなダイアログ フォームはレポートの

実行時に表示されます。ダイアログでは、レポートの作成に必要なあらゆる情報を入力できます。またダイアログを使用すれば、レポートに表

示されるデータをフィルター処理することもできます。

ダイアログをレポートに追加するには、デザイナーのツールバーにある  ボタンをクリックします。次のような新しいダイアログが表示されま

す。

 

1 つまたは複数のダイアログを持つレポートは次のように動作します。

レポートを実行すると、最初のダイアログが表示されます。

［OK］ボタンをクリックしてそのダイアログを閉じると、次のダイアログが表示されます。［キャンセル］ボタンをクリックするとレポートの実行作

業は停止します。

すべてのダイアログが表示された後、レポートが作成されます。

コントロール

ダイアログ フォーム上で、以下のコントロールを使用することができます。

アイコン 名前 説明

ButtonControl Windows Button コントロールを表します。 



285ダイアログ フォーム

CheckBoxControl Windows CheckBox コントロールを表します。 

CheckedListBoxControl リスト ボックスを表示します。ボックス内の各リスト項目の左側にはチェック ボック

スが付きます。 

ComboBoxControl Windows ComboBox コントロールを表します。 

DataGridViewControl カスタマイズ可能なグリッドにデータを表示します。 

DataSelectorControl 2 つのリストを表示します。リスト間で項目を一方のリストから他方のリストへ移

動させることができます。

DateTimePickerControl ユーザーが日時を選択し、書式を指定してその日時を表示できる Windows

DateTimePicker コントロールを表します。 

GroupBoxControl コントロールのグループの周りにフレームを表示する、キャプション付きまたはキャ

プションなしの Windows GroupBox コントロールを表します。 

LabelControl Windows の標準ラベルを表します。 

ListBoxControl 項目の一覧を表示するための Windows ListBox コントロールを表します。 

ListViewControl これは 4 つの異なるビューのうちの 1 つで項目を表示する Windows

ListView コントロールを表します。 

MaskedTextBoxControl ユーザー入力が適切か不適切かを区別するマスクを使用します。 

MonthCalendarControl グラフィカルな月カレンダーを使用してユーザーが日付を選択できる Windows

MonthCalendar コントロールを表します。 

NumericUpDownControl 数値を表示する Windows スピン ボックス（アップダウン コントロール）を表しま

す。 

PanelControl コントロールのコレクションをグループ化するために使用されます。 

PictureBoxControl イメージを表示するための Windows PictureBox コントロールを表します。 

RadioButtonControl ほかの RadioButton コントロールと組み合わせることで、ユーザーは選択肢の

グループから 1 つの選択肢を選ぶことができます。 

RichTextBoxControl Windows の RichTextBox コントロールを表します。 

TextBoxControl Windows の TextBox コントロールを表します。 

TreeViewControl ラベル付き項目の階層コレクションを表示します。 

DataSelectorControl 以外のコントロールはすべて Windows フォームの標準コントロールと同じ機能を持ちます。コントロールの名前は

重複を避けるため、末尾に "Control" というサフィックスが付けられています。このため、FastReport の ButtonControl はWindows の標
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準 Button コントロールに対応します。 

コードからのコントロールの参照

コントロールは、次のようにその名前を使用して参照することができます。

TextBoxControl1.Text = "my text";

実際、FastReport のコントロールは .Net 標準コントロールのラッパーです。標準コントロールの多くのプロパティをラップします（すべてのプロ

パティをラップするわけではありません）。FastReport コントロールでインプリメントされないプロパティが必要な場合は、以下の方法で、ラップ

される標準コントロールにアクセスできます。

Control プロパティを使用します。これは System.Windows.Forms.Control 型です。

(TextBox1.Control as TextBox).ShortcutsEnabled = false;

コントロール自身と同じ名前を持つプロパティを使用します。ただし、"Control" サフィックスは付きません。たとえば、TextBoxControl には

TextBox プロパティがあります。これは System.Windows.Forms.TextBox 型で、ラップされた TextBox コントロールを返します。

TextBox1.TextBox.ShortcutsEnabled = false;

コントロールのプロパティおよびメソッドの詳細については、MSDN を参照してください。

データのフィルター処理

ダイアログを使用して、レポートに出力されるデータをフィルター処理することができます。たとえば、全従業員の一覧を出力するレポートがあ

るとします。ダイアログを使用すれば、全従業員から 1 人または複数人の従業員を選択することができます。その結果、レポートの作成時

には選択した従業員のみが表示されるようにデータがフィルター処理されます。

データのフィルター処理を行うため、初期レポートにはすべてのデータが含まれている必要があります。"フィルター処理" は、レポートの作成時

に不要なデータが出力されないことを前提とします。

データのフィルター処理を準備するには、データ バンドの Filter プロパティを使用するのが最も簡単な方法です。バンド エディター（［データ バ

ンドの編集］）には、次のようなフィルター式を指定できます。
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ダイアログを使用すれば、ユーザーに値の指定を要求し、その値をフィルター式で使用することができます。シンプルなフィルター処理の例につ

いては、例 5：シンプルなフィルターを参照してください。

単一の値が必要な場合は、この方法が使用できます。値の一覧を表示し、その一覧から 1 つまたは複数の値を照会するタスクの場合、こ

の実装は難しくなります。これは ListBoxControl コントロール要素に従業員の一覧を表示し、その中から 1 つまたは複数の値を選択する

という単純なタスクだと考えることができます。これを実装するためには、以下のことを行うスクリプトを使用する必要があります。

データ ソースを名前で取得する

データを初期化する

ListBoxControl をデータ ソースのデータで埋める

従業員の選択後、データ バンドで使用されるフィルター式を作成する

FastReport ではこれを自動的に行うことができます。このため、次のセクションで説明する自動フィルタリングが使用されます。

自動フィルタリング -  動作方法

コントロールは、DataColumn プロパティを使用してデータ列へ接続されます。値のリストを表示できるコントロールの場合

（ListBoxControl など）、そのコントロールは指定されたデータ列の値で埋められます。これはダイアログが表示されたときに自動的に行われ

ます。さらに、ユーザーがこのダイアログを使用し、コントロール内で 1 つまたは複数の項目を選択してダイアログを閉じます。このとき、

DataColumn プロパティに指定されたデータ ソースは自動的にフィルター処理されます。

この方法の利点は、コードを記述することなくレポートで自動フィルタリングを使用できるということです。

自動フィルタリングは以下のコントロールでサポートされています。
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アイコン 名前

CheckBoxControl

CheckedListBoxControl

ComboBoxControl

DataSelectorControl

DateTimePickerControl

ListBoxControl

MaskedTextBoxControl

MonthCalendarControl

NumericUpDownControl

RadioButtonControl

TextBoxControl

フィルター演算

既定では、FastReport はコントロールの値と等しい値が含まれまるデータ行をフィルター処理します。この動作はコントロールの

FilterOperation プロパティで定義されます。以下の演算を使用できます。

演算 演算子 効果

Equal = コントロールの値と等しい値をフィルター処理します。 

NotEqual <> コントロールの値と等しくない値をフィルター処理します。

LessThan < コントロールの値よりも小さい値をフィルター処理します。

LessThanOrEqual <= コントロールの値以下の値をフィルター処理します。

GreaterThan > コントロールの値よりも大きい値をフィルター処理します。

GreaterThanOrEqual >= コントロールの値以上の値をフィルター処理します。

たとえば、コントロールの FilterOperation プロパティに "LessThanOrEqual" を設定し、コントロールに値 "5" を入力した場合は、列の値

が 5 以下のデータ行がすべて選択されます。
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データが文字列型の場合、さらに以下の演算を使用することができます。

演算 効果

Contains コントロールの値が含まれる値をフィルター処理します。

NotContains コントロールの値が含まれない値をフィルター処理します。

StartsWith コントロールの値で始まる値をフィルター処理します。

NotStartsWith コントロールの値で始まらない値をフィルター処理します。

EndsWith コントロールの値で終わる値をフィルター処理します。

NotEndsWith コントロールの値で終わらない値をフィルター処理します。

たとえば、コントロールの FilterOperation プロパティに "StartsWith" を設定し、コントロールに値 "A" を入力した場合は、列の値の先頭文

字が "A" のデータ行がすべて選択されます。

レポートへのフィルターの追加

FastReport のダイアログ デザイナーでは、データのフィルター処理をサポートするコントロールを簡単に追加することができます。コントロール

を追加するには、［データ］ウィンドウからダイアログ フォームへデータ列をドラッグ アンド ドロップします。このとき、FastReport によってヘッダー

（LabelControl コントロール）と、データのフィルター処理に使用される実際のコントロールが作成されます。

コントロールの種類はデータ列のデータ型に応じて決定します。データ列が文字列型の場合は、フォーム上にそのデータ列が挿入されたとき

に、コントロールの種類の選択を要求されます。
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同一のデータ ソースに接続される 2 つの同じコントロールを挿入した場合、FastReport は FilterOperation プロパティを使用して自動的

にデータ範囲を設定します。最初のコントロールの FilterOperation プロパティには "GreaterThanOrEqual"、2 番目のコントロールの

FilterOperation プロパティには "LessThanOrEqual" が設定されます。これが設定されるのは、文字列型以外のデータ列を挿入した場

合です。 

レポートにデータのフィルター処理を追加する場合は、以下のことを行う必要があります。

新しいダイアログをレポートに追加します。

レポートでフィルター処理の対象とするデータ列をダイアログ上にドロップします。

データ範囲によるフィルタリング

このフィルタリング方法は、価格などの定量的な特性を持つ値を扱う場合に利用できます。指定した価格より低いまたは高い価格の商品を

フィルター処理することができます。要素に入力された値を解析する方法を指定するには、前述の FilterOperation プロパティを使用しま

す。

2 つの同じコントロールを使用するとき、これらが同じデータ列に接続され、かつ FilterOperation プロパティの設定がそれぞれ異なる場合

は、データ範囲の開始と終了を指定できます。最初のコントロールの FilterOperation プロパティには "GreaterThanOrEqual"、2 番目

のコントロールの FilterOperation プロパティには "LessThanOrEqual" を指定する必要があります。

関連付けられたデータ列によるフィルタリング

既に説明したとおり、2 つのデータ ソース間では関係を設定することができます。詳細については、データの章を参照してください。関係を使

用すると、データ ソースのデータを、別のデータ ソースのデータ列を使用してフィルター処理することができます。

ダイアログに ListBoxControl が置かれ、DataColumn プロパティに次のデータ列が指定されていると仮定します。

Products.Categories.CategoryName

フィルター処理は次のように動作します。

コントロールを値で埋める場合、Categories データ ソースの CategoryName 列が使用されます。

フィルターは Products テーブルに適用されます。そのデータ行は次の条件を対象にフィルター処理されます。

ユーザーが選択した値の 1 つが [Products.Categories.CategoryName] に含まれる
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カスケード リストを使用したフィルタリング

カスケード リストは、他のリスト ボックスで選択された値に従って選択肢が変化するリスト ボックスです。たとえば、フォーム上に 2 つのリストが

あるとします。最初のリストにはカテゴリ、2 番目のリストには製品が含まれています。最初のリストからカテゴリを選択すると、2 番目のリストに

は選択したカテゴリに属する製品がリストアップされます。

カスケード リストを作成するには、マスター/詳細関係を持つ 2 つのデータ ソースを使用する必要があります（データ ソースおよび関係の詳細

については、「データ」の章の関係を参照してください）。マスター リストはマスター データ ソースの列に接続し、詳細リストは詳細データ ソース

の列に接続します。また、マスターのリストの DetailControl プロパティには、詳細リストを設定します。

コードからのフィルタリング制御

自動フィルタリングで十分間に合うことが多いとしても、手動でフィルタリングを管理する可能性もあります。このため、以下のメソッドおよびプ

ロパティが使用されます。

AutoFill プロパティは、コントロールをデータで埋めるのを制御します。これは値の一覧を表示できるコントロール（ListBoxControl など）で

使用されます。ダイアログを表示する前に、そのコントロールにはデータが挿入されます。既定では、このプロパティには True が設定されま

す。これが無効（False）の場合、コントロールにはデータが挿入されないため、次のように FillData メソッドを呼び出して手動で行う必要が

あります。

ListBox1.FillData();

AutoFilter プロパティは、データのフィルター処理を制御します。これはすべてのコントロールで使用されます。［OK］ボタンをクリックしてダイア

ログを閉じると、FastReport はデータのフィルターを自動的に適用します。既定では、このプロパティには True が設定されます。これが無

効（False）の場合、フィルター処理は実行されないので、次のように FilterData メソッドを呼び出して手動で行う必要があります。

ListBox1.FilterData();
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例

例 1："Hello, FastReport!"

この例では、グリーティング メッセージを表示するダイアログを作成します。新しいレポートを作成し、ダイアログを追加します。ダイアログを追

加するには、ツールバーにある  ボタンをクリックします。

ダイアログ上に LabelControl を置き、［プロパティ］ウィンドウでその Text プロパティにメッセージを設定します。

レポートを実行すると、次のようなダイアログが表示されます。［OK］ボタンをクリックしてダイアログを閉じるとレポートが作成されます。［キャン

セル］ボタンまたは［×］ボタンをクリックしてダイアログを閉じると、レポートの作業は停止し、デザイナーに戻ります。
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例 2：ユーザーにテキスト入力を求める

この例では、ダイアログを作成します。このダイアログでユーザーに対しテキストの入力を求め、その入力した値をレポートに出力します。

新しいレポートを作成し、ダイアログを追加します。ダイアログ上に LabelControl および TextBoxControl コントロールを配置します。

この場合、入力した値は TextBoxControl の Text プロパティに格納されます。この値をレポートに出力するには、レポート タイトル バンドに

Text オブジェクトを追加し、そのエディターで次のような式を入力します。

入力した値：[TextBox1.Text]

この TextBox1 は TextBoxControl コントロールの名前です。

例 3：ダイアログ コントロールを処理する

スクリプトおよびコントロールのイベントを使用すると、Visual Studio のようにコントロールを処理することができます。この例では、

CheckboxControl を使用して TextBoxControl へのアクセスを処理する方法を示します。

新しいレポートを作成し、ダイアログを追加します。図のように、ダイアログ上に CheckBoxControl および TextBoxControl コントロールを

配置します。

CheckBoxControl コントロールを選択し、［プロパティ］ウィンドウで  ボタンをクリックします。CheckedChanged イベントをダブルク

リックします。これはチェックボックスの状態が変わったとき発生するイベントです。FastReport によって、このイベント用に空のハンドラーが作

成されます。このハンドラーで以下のコードを記述します。
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private void CheckBox1_CheckedChanged(object sender, EventArgs e)

{

  TextBox1.Enabled = CheckBox1.Checked;

}

レポートを実行すると、チェックボックスのオン/オフによって TextBoxControl を有効または無効にすることができます。

例 4：レポート オブジェクトを処理する

この例では、カテゴリの一覧および各カテゴリの製品を出力するレポートについて説明します。

ダイアログを使用して、製品の出力を停止し、カテゴリのみを出力する方法を示します。このため、レポートに 1 つのダイアログを追加します。
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［OK］ボタンをダブルクリックします。FastReport によって、Click イベント用に空のイベント ハンドラーが追加されます。このハンドラーで以

下のコードを記述します。

private void btnOk_Click(object sender, EventArgs e)

{

  Data2.Visible = CheckBox1.Checked;

}

製品の一覧を出力するバンドの表示/非表示を制御します。この例では、このバンドに "Data2" という名前が付けられています。レポートを

実行して、チェックボックスのチェックをオフにすると、次のように出力されます。

例 5：シンプルなフィルター

この例では、製品の一覧を出力するレポートについて説明します。

製品名の先頭文字に応じて製品一覧をフィルター処理する方法を示します。ここでは、データの自動フィルタリング機能は使用しません。こ

のため、レポートに 1 つのダイアログを追加し、LabelControl および TextBoxControl という 2 つのコントロールを次のように配置および設

定します。
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データ バンド エディターを開き、［フィルター］タブで次のフィルター式を指定します。

レポートを実行し、適切に動作することを確認してください。
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例 6：自動フィルタリング

この例では、Products テーブルから製品の一覧を出力するレポートにフィルターを追加する方法を示します。Products.Discontinued

列に対してデータをフィルター処理します。

 

レポート デザインは次のようになります。

ツールバーの  ボタンをクリックしてレポートにダイアログを追加し、［データ］ウィンドウからダイアログ フォームへ Products.Discontinued

列をドラッグします。

必要な作業はこれだけです。2 回のクリックのみで完了しました。コントロールは FastReport によって自動的にデータ列へ接続されます。 

レポートを実行し、Discontinued フラグを有効（チェックをオン）にします。その後、［OK］ボタンをクリックすると、Discontinued フラグが設

定されている製品のみを列挙するレポートが表示されます。
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例 7：範囲による自動フィルタリング

この例では、前の例のレポート デザインを参考にして、指定した範囲の価格（UnitPrice）を持つ製品を出力する方法を示します。このた

め、レポートにダイアログを追加し、［データ］ウィンドウからダイアログ フォームへ Products.UnitPrice 列をドラッグします。ドラッグした列のラ

ベル テキストを次のように修正します。

次に、Products.UnitPrice データ列を同様に追加し、そのラベル テキストを次のように修正します。

これで必要な作業は終りです。あとは FastReport によってダイアログ フォーム上のコントロールがデータ列へ接続され、各コントロールの

FilterOperation プロパティが設定されます。最初のコントロールの FilterOperation プロパティには "GreaterThanOrEqual"、2 番目の

コントロールの FilterOperation プロパティには "LessThanOrEqual" が設定されます。

レポートを実行し、値を指定します（たとえば、2000 から 3000）。［OK］ボタンをクリックするとレポートが作成されます。このレポートには指

定した範囲の値を持つ製品が表示されます。 
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例 8：関連付けられたデータ列によるフィルタリング

この例では、関連付けられたデータ ソースの列を使用してデータのフィルター処理を実行します。 

まず、製品リストを出力するシンプルなリストを作成します。カテゴリ名は各製品の横に出力されます。これは次のような関係を使用して出力

します。

[Products.Categories.CategoryName]

レポート デザインは次のようになります。

レポートを実行すると、次のように出力されます。
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この出力処理に、カテゴリ名によるフィルター処理を追加します。このため、ダイアログを追加し、［データ］ウィンドウからダイアログ フォームへ

Products.Categories.CategoryName 列をドラッグします。

フォーム上でコントロールが作成されるとき、その種類を選択する必要があります。"CheckedListBox（チェック ボックス付きリスト ボックス）"

を選択します。レポートを実行すると、次のようなダイアログが表示されます。
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いくつかのカテゴリを選択して、［OK］ボタンをクリックします。これによりデータがフィルター処理され、次のようなレポートが表示されます。

このレポートには、選択したカテゴリの製品のみが表示されます。
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プレビュー、印刷、エクスポート

作成したレポートは、画面上に表示、プリンターで印刷またはサポートされる形式へエクスポートすることができます。これらの作業はすべてプ

レビュー ウィンドウで行うことができます。

ツールバーには次のようなボタンがあります。

ボタン 説明

レポートを印刷します。

FPX 形式のデータ保存レポートを開きます。
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サポートされる形式の中から 1 つ指定してレポートを保存します。

レポートを電子メールで送信します。

レポート内でテキストを検索します。

レポートのアウトライン表示または非表示にします。

ページ設定。

現在のレポート ページを編集します。

ウォーターマークの設定。

先頭ページへ移動します。

前のページへ移動します。

   1  指定したページへ移動します。ページ番号を入力して Enter キーを押します。

次のページへ移動します。

最終ページへ移動します。

以下のキーボード ショートカットを使用できます。

キー 説明

Ctrl+P レポートを印刷します。

Ctrl+F テキストを検索します。

矢印キー プレビューをスクロールします。

PageUp PageDown ページ アップ/ページ ダウン。

Home 先頭ページへ移動します。

End 最終ページへ移動します。

Esc プレビュー ウィンドウを閉じます。



306 プレビュー、印刷、エクスポート

レポートの編集

実行したレポートのページを編集する場合は、プレビュー ウィンドウの  ボタンをクリックします。これで、現在のページがレポート デザイナ

ーに読み込まれます。ここでページの編集が自由に行えます。 

編集が完了したら、デザイナーを閉じます。デザイナーを閉じるときには、変更をレポート ページに保存するかどうかを尋ねられます。 
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レポートの印刷

レポートを印刷するには、  ボタンをクリックします（または Ctrl+P キーを押します)。次のような［印刷］ダイアログが表示されます。

このダイアログで利用できる設定を見てみましょう。［詳細オプション/オプションを閉じる］ボタンは、それぞれ詳細設定（ダイアログ全体）または

基本設定のみの表示切り替えに使用します。既定では、ダイアログは基本設定フォームで表示されます。

［プリンター］グループ：プリンターの選択、その設定の変更（［設定］ボタン）、およびファイルへの出力の選択が行えます。

［ページ範囲］グループ：印刷するページの範囲（すべて、現在のページまたはページ指定）を選択できます。

［印刷部数］：印刷部数を設定し、印刷するページの順序（［部単位で印刷］）を選択します。

［その他］グループ：印刷対象のページ（すべて、奇数、偶数）、ページの順序（順、逆）、両面印刷（プリンターが両面印刷に対応している

場合）、および給紙方法を選択できます。

［印刷モード］グループ：以下の印刷モードのいずれかを選択できます。

モード 説明
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プリンターは、レポートに適応する用紙に印刷します。レポートの 1 ページが 1 枚の印刷

シートに対応します。

A3 サイズのレポートを A4 サイズの用紙に印刷する必要がある場合は、このモードを使

用します。レポートの 1 ページを 2 枚の印刷シートに分割して印刷します。このモードを

使用する場合、［印刷するシート］のリストから用紙の種類を選択する必要があります。

A4 サイズのレポートを A3 サイズの用紙に印刷する必要がある場合は、このモードを使

用します。1 枚の印刷シート上に、1、2、4、 または 8 ページのレポート ページを印刷で

きます。このモードを使用する場合、［印刷するシート］のリストから用紙の種類を選択す

る必要があります。また、［シートごとのページ］のリストでページ数を指定する必要もあり

ます。

［印刷］ボタンをクリックすると、レポートの印刷が開始します。［ファイルへ出力］フラグを選択した場合は、ファイルの名前を指定するよう要求

され、そのレポートは（PRN という拡張子で）そのファイルに保存されます。

レポートのエクスポート

FastReport では、作成したレポートを別の形式にエクスポートすることができます。現時点では、11 種類の形式（ PDF、RTF、HTML、

MHT、Excel(XML)、Excel 2007、 PowerPoint 2007、OpenOffice Calc、CSV、TXT）へのエクスポートがサポートされています。エク

スポートを行うには、プレビュー ウィンドウで［保存］ボタンをクリックし、一覧からエクスポート先を選択します。
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FPX 形式で保存

FPX 形式は FastReport のネイティブな形式です。この形式の利点は次のとおりです。

品質を損なうことなくレポートを保存します。既に保存されているレポート ファイルを開いた場合は、そのレポートに対してすべての操作（印

刷、エクスポート、編集など）が行えます。

ZIP を使用して圧縮される XML ベースの圧縮形式です。

レポート ファイルは、必要に応じて ZIP 形式をサポートするアーカイバーで解凍（展開）し、テキスト エディターで手動で修正することがで

きます。

ただし、この形式の場合はレポートの表示に FastReport.Net が必要です。

FPX 形式で保存するには、プレビュー ウィンドウのツールバーにある［保存］ボタンをクリックし、ファイルの種類一覧で［データ保存レポート］を

選択します。既に保存されているファイルを開く場合は、［開く］ボタンをクリックします。

Adobe Acrobat（PDF）へのエクスポート

PDF（Portable Document Format）は Adobe Systems によって作成された、プラットフォーム依存の電子ドキュメント形式です。この

ドキュメントの表示には無料の Acrobat Reader パッケージが使用されます。この形式はかなり柔軟性があります。必要なフォント、ベクタ

およびビットマップ イメージを含めることができます。表示や印刷に応じたドキュメントの変換および保存も可能です。

エクスポート方法はレイヤー方式です。

PDF にエクスポートする場合は、出力ファイルのパラメーターを設定できるダイアログ ウィンドウがあります。

以下のエクスポート パラメーターがあります。
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［圧縮］ - 出力ファイルは圧縮されます。ファイル サイズは小さくなりますが、エクスポート時間が長くなります。

［埋め込みフォント］ - レポートで使用されるすべてのフォントが PDF ファイルに含まれるようになります。これにより、ファイル サイズはかなり

大きくなります。

［バックグラウンド］ - ページのウォーターマークはイメージとしてエクスポートされます。これにより、ファイル サイズはかなり大きくなります。

［印刷に最適化］ - すべてのグラフィック オブジェクト（図やグラフなど）を印刷向けの高解像度で出力します。

［情報］タブでは、ドキュメントに関する情報を各フィールドに入力することができます。

［ビューアー］タブでは、Adobe Acrobat ドキュメント ビューアーに関するオプションを設定できます。
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Word（RTF）へのエクスポート

RTF（リッチ テキスト形式）は、テキスト情報の交換に使用される標準形式で、Microsoft によって開発されました。現在、RTF ドキュメント

は多くの新しいテキスト エディターおよびオペレーティング システムとの互換性があります。

エクスポート方法：表形式

RTF にエクスポートする場合は、出力ファイルのパラメーターを設定できるダイアログ ウィンドウがあります。

以下のエクスポート パラメーターがあります。

［WYSIWYG］ - エクスポートの結果は、可能な限りレポートと近い状態になります。このオプションを無効にすると、結果ファイルで行数お

よび列数が削減されます。

［改ページ］ - RTF ファイルで改ページを有効にします。

［画像］ - RTF ファイルにおける画像の形式を選択します。"メタファイル" 形式は、MSChartObject および ShapeObject などのレポー

ト オブジェクトの表示に最も適しています。

エクスポートの結果ファイルの外観やサイズは、レポート テンプレートによって異なります（レポート デザインにおける推奨事項を参照）。
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HTML へのエクスポート

HTML（HyperText Markup Language）は Web ページ向けに使用される主要なマークアップ言語です。これはドキュメントに含まれる情

報の構造をテキスト ベースで記述する方法を提供します。この方法で、特定のテキストをリンク、見出し、段落、リストとして表示したり、そ

のテキストに対話型フォーム、埋め込みイメージおよびその他のオブジェクトを加えることができます。

エクスポート方法：表形式

HTML へエクスポートする場合、パラメーターを設定するためのダイアログ ウィンドウが提供されます。

以下のエクスポート パラメーターがあります。

［WYSIWYG］ - エクスポートの結果は、可能な限りレポートと近い状態になります。

［画像］ - 画像のエクスポートを有効にします。

［サブフォルダー］ - 当該ファイル以外の追加ファイルはすべて .files という別フォルダーに保存されます。

［ナビゲーター］ - ページの移動用に特別なナビゲーターを作成します。

［単一ページ］ - すべてのページを 1 つのファイルに保存します。

エクスポートの結果ファイルの外観やサイズは、レポート テンプレートによって異なります（レポート デザインにおける推奨事項を参照）。
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MHT（Web アーカイブ）へのエクスポート

MHT（MIME HTML の省略）は Web ページのアーカイブ形式です。これを使用すると、通常は外部リンク（イメージ、Flash アニメーショ

ン、Java アプレット、音声ファイルなど）で表されるリソースを HTML コードと共に 1 つのファイルにまとめることができます。MHT ファイルの内

容は、HTML 電子メール メッセージのようにエンコードされます。これには MIME タイプ "multipart/related" が使用されます。

エクスポート方法：表形式

MHT へエクスポートする場合、パラメーターを設定するためのダイアログ ウィンドウが提供されます。

以下のエクスポート パラメーターがあります。

［WYSIWYG］ - エクスポートの結果は、可能な限りレポートと近い状態になります。

［画像］ - 画像のエクスポートを有効にします。

エクスポートの結果ファイルの外観やサイズは、レポート テンプレートによって異なります（レポート デザインにおける推奨事項を参照）。

Excel（XML）へのエクスポート

Excel は、電子ワークシートを使って作業するためのアプリケーションです。これは Microsoft Office に含まれています。

エクスポート方法：表形式

XML にエクスポートする場合は、出力ファイルのパラメーターを設定できるダイアログ ウィンドウがあります。
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以下のエクスポート パラメーターがあります。

［WYSIWYG］ - エクスポートの結果は、可能な限りレポートと近い状態になります。このオプションを無効にすると、結果ファイルで行数お

よび列数が削減されます。

［改ページ］ - 結果ファイルで改ページを有効にします。

エクスポートの結果ファイルの外観やサイズは、レポート テンプレートによって異なります（レポート デザインにおける推奨事項を参照）。

Excel 2007 へのエクスポート

Excel 2007 は、電子ワークシートを使って作業するためのアプリケーションです。これは Microsoft Office 2007 に含まれています。

エクスポート方法：表形式

Excel にエクスポートする場合は、出力ファイルのパラメーターを設定できるダイアログ ウィンドウがあります。
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以下のエクスポート パラメーターがあります。

［WYSIWYG］ - エクスポートの結果は、可能な限りレポートと近い状態になります。このオプションを無効にすると、結果ファイルで行数お

よび列数が削減されます。

［改ページ］ - 結果ファイルで改ページを有効にします。

エクスポートの結果ファイルの外観やサイズは、レポート テンプレートによって異なります（レポート デザインにおける推奨事項を参照）。

PowerPoint 2007 へのエクスポート

PowerPoint 2007 は、電子プレゼンテーションを使って作業するためのアプリケーションです。これは Microsoft Office 2007 に含まれてい

ます。

エクスポート方法はレイヤー方式です。

PowerPoint にエクスポートする場合は、出力ファイルのパラメーターを設定できるダイアログ ウィンドウが提供されます。
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以下のエクスポート パラメーターがあります。

［画像］ - 結果ファイルにおける画像の形式を選択します。

OpenOffice Calc へのエクスポート

OpenDocument Format（ODF、OASIS Open Document Format for Office Application）は、OASIS によって設計された形式

で、OpenOffice で使用される XML に基づいています。

FastReport は表（.ods ファイル）へのエクスポートをサポートします。そのファイルは OpenOffice で開くことができます。

エクスポート方法：表形式

OpenOffice Calc にエクスポートする場合は、出力ファイルのパラメーターを設定できるダイアログ ウィンドウが提供されます。
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以下のエクスポート パラメーターがあります。

［WYSIWYG］ - エクスポートの結果は、可能な限りレポートと近い状態になります。このオプションを無効にすると、結果ファイルで行数お

よび列数が削減されます。

［改ページ］ - 結果ファイルで改ページを有効にします。

エクスポートの結果ファイルの外観やサイズは、レポート テンプレートによって異なります（レポート デザインにおける推奨事項を参照）。

CSV へのエクスポート

CSV ファイルは、リスト形式の表で構造化されたデータのデジタル保存に使用されます。CSV ファイルの各行は表における 1 行に対応しま

す。行内でフィールドはカンマで区切られます。各フィールドは表における 1 つの列に対応します。CSV ファイルは多くの場合、2 つの異なる

コンピューター プログラム間（データベース プログラムとスプレッドシート プログラム間など）で表形式のデータを交換するために使用されます。

エクスポート方法：表形式

CSV にエクスポートする場合は、出力ファイルのパラメーターを設定できるダイアログ ウィンドウが提供されます。
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以下のエクスポート パラメーターがあります。

［区切り記号］ - フィールドの区切りの記号です。

［コードページ］ - 結果ファイルのテキストをエンコードするために使用するコードページです。"既定" の場合は Windows の既定のコード

ページが使用されます。Excel のバージョンによっては Unicode コードページがサポートされないので注意してください。

［データのみ］ - このオプションを有効にすると、データ バンドに置かれているオブジェクトのみをエクスポートします。

TXT へのエクスポート

TXT は、あらゆるテキスト エディターで開くことができる、またはドット マトリックス プリンターに印刷できる標準テキストファイルです。

エクスポート方法：表形式

TXT にエクスポートする場合は、出力ファイルのパラメーターを設定できるダイアログ ウィンドウが提供されます。
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以下のエクスポート パラメーターがあります。

［改ページ］ - 結果ファイルで改ページを有効にします。

［空行］ - 結果ファイルで空行を有効にします。

［データのみ］ - このオプションを有効にすると、データ バンドに置かれているオブジェクトのみをエクスポートします。

［枠線］ -オブジェクトの罫線の種類です。罫線をエクスポートしない場合は "なし" を選択します。

［コードページ］ - 結果ファイルのテキストをエンコードするために使用するコードページです。

［目盛 X］ - 横の目盛りです。

［目盛 Y ］ - 縦の目盛りです。

［自動目盛］ - 目盛 X および目盛 Y を自動的に計算してデータが欠落しないようにします。

イメージへのエクスポート

FastReport では、情報を以下のグラフィック形式にエクスポートすることができます。

BMP

PNG

JPG
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GIF

TIFF

Windows メタファイル（EMF、WMF）

エクスポート方法：描画

イメージ ファイルへエクスポートする場合、パラメーターを設定するためのダイアログ ウィンドウが提供されます。

以下のエクスポート パラメーターがあります。

［解像度］ - グラフィカル イメージの解像度です。表示には 96dpi、印刷には 300dpi を使用してください。TIFF 形式にエクスポートする

場合は、縦と横の解像度の値を別々に設定することができます。

［JPEG 画質］ - JPG ファイルの圧縮レベルです。このオプションは JPEG 形式にエクスポートする場合にのみ使用されます。

［ページごとにファイルを分ける］ - このオプションを有効にすると、レポートはページ単位で別々のファイルへエクスポートされます。エクスポ

ート先のファイル名には、選択したページに基づく番号が付加されます。

［マルチフレーム TIFF］ - このオプションはマルチフレームの TIFF ファイルを作成します。このオプションは TIFF 形式にエクスポートする場合

にのみ使用されます。

［モノクロ TIFF］ - このオプションはモノクロの TIFF ファイルを作成します。このオプションは TIFF 形式にエクスポートする場合にのみ使用さ

れます。

複数のページを 1 つのファイルにエクスポートする場合は（［ページごとにファイルを分ける］オプションが無効の場合）、大量の CPU/メモリ リソ
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ースが使用されます。

レポート デザインにおける推奨事項

このセクションでは、別のデータ形式へのエクスポート向けにレポートをデザインする場合の特別な要件について説明します。

FastReport では、レポートの作成時にオブジェクトを操作する方法が数多くあります。この利点を活かし、あらゆるレポートの迅速な開発、

さらにその印刷を行うことができます。印刷されるドキュメントは画面上の表示と同じになります。これが FastReport レポート ジェネレーター

の主な使用目的といえます。 

このように開発が自由である一方、FastReport ドキュメントを別のデータ形式へエクスポートする際には複雑になるというマイナス面があり

ます。エクスポート先の形式によっては情報の表し方に独自の制限や要件があり、予想以上に複雑になることもあります。HTML、XLS ま

たは RTF など多くの形式は、テーブル データ プレゼンテーションを使用します。これらの形式では、テーブルのマーキング時にレイヤーにおけ

るセルの交差や配置を行うことができせん。

一般に、エクスポート フィルターはこれらの要件を考慮に入れます。これは、オブジェクトの交差を考慮し、それらを最適に配置する特別なア

ルゴリズムによって実行されます。オブジェクトが交差しているとき、エクスポート結果として出力されるテーブルには新たな列と行が出現しま

す。これはエクスポート結果と元のレポートの表示を極力同じにするために必要なことです。レポートのデザインで多くのオブジェクトを交差さ

せると、エクスポート結果のテーブルで列および行が増加し、ファイルのサイズや複雑さに影響します。

元のレポートが的確にデザインされているかどうかによって、エクスポートの品質は大きく異なります。次の例を見てみましょう。

同じバンド上で、互いに一部が交差する 2 つのオブジェクトがあります。レポート作成におけるレコード数（行数）は 150 でした。これを RTF

形式へエクスポートする場合は 450 行が作成されます（オブジェクト 1 つにつき 150 行、交差に対して 150 行）。オブジェクトの交差を解

消すれば、エクスポート結果の表は 300 行のみになります。大きなレポート、多数のオブジェクトであれば、この差が極めて顕著になります。

もちろん、これは出力ファイルのサイズにも影響します。

レポートで表を作成する場合は、隣接するセルの罫線に注意してください。セルは交差せず、レイヤーに配置されていることが重要です。エク

スポート フィルター アルゴリズムによってセルは切り離されますが、予期しない結果が生じます（希望どおりには表示されません）。オブジェクト

は、縦および横に並べて置かれるように配置してください。ガイドラインはこれを実行するために役立ちます。 

グリッドの配置はセルが重なる場合にも役立ちます。デザイナーのオプションでグリッドの配置を有効にします。グリッドの配置を簡略化するた

めには、グリッドのピッチを広げることができます。グリッドのピッチと配置の設定は、［表示］メニューの［オプション］を選択して開く［オプション］ダ

イアログにあります。
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テキストに枠線を付ける場合は、線、四角形オブジェクトなどの単独グラフィック オブジェクトではなくテキスト オブジェクトの罫線の使用をお勧

めします。透過のテキスト オブジェクトの下で背景オブジェクトを使用しないようにしてください。

上記のシンプルな規則を適用すれば、表ベースの形式へのエクスポート後も最適に表示されるレポートを作成することができます。

レポートを電子メールで送信する

FastReport では、実行したレポートを電子メールで送信することができます。これは次の 2 つのモードで実行することができます。

モード 説明

SMTP これは既定のモードです。電子メールを送信するためにプログラムを追加する必要はありません。

MAPI このモードはプログラムで設定します。これを、Config.EmailSettings.UseMAPI プロパティに True を設定するか、

あるいは EnvironmentSettings コンポーネントを使用する場合はその EnvironmentSettings.EmailSettings.

UseMAPI プロパティに True を設定します。

電子メールを送信するため、FastReport は Outlook Express など既定の電子メール クライアントを使用します。こ

のクライアントでは MAPI プロトコルがサポートされている必要があります。

電子メールを送信するためには、受信者の電子メール アドレスを指定する必要があります。件名と電子メール本文も指定する必要があり

ますが、これは任意です。［電子メールの送信］ダイアログの下部（［添付ファイル］）では、メッセージに添付するレポートの形式を選択しま

す。
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SMTP モードを使用する場合は、アカウントを設定する必要があります。この設定は一度だけ行う必要があります。一度設定すれば、

FastReport によってそのパラメーターが構成ファイルに保存されます。このパラメーターは［アカウント］タブにあります。必須入力フィールドに

は赤色のアスタリスクが付いています。
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ただし、ホスト サーバーで認証が必要な場合は、ユーザー名とパスワードをそれぞれ［ユーザー名］および［パスワード］フィールドに入力する

必要があります。
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